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「人が生き生きしている町づくり」は誰もが望み、普遍であります。 
私たちが目指そうとしている町づくりは、今日までの成果をベースとして捉え、地域の資源であ
る歴史の探求や、文化を再現しながら人と人との絆を深めていく事業・活動の展開であります。 
 昨年 3 月、その志をひとつとする有志が結集し一般社団法人東和作戦会議を設立いたしまし
た。「あづまって、ぬぐだまる、いまはじまる」をコンセプトに実に様々な提案がなされ、幾度
となく開いたワークショップ、調査研究、研修を積み重ねるも課題も噴出。議論を重ねながら方
向を模索しました。特産品開発や、農泊の実現に向けた準備も進んでいます。地域資源を活かし
た棚田マラソンへの支援も行いました。 
今回実施したおもしろ学講座では、歴史や自然、文化に触れる機会を提供させていただきまし

た。会員も 50 人を超え、他地域からの参加もいただき、遠方からの応援メッセージや、郷土愛
溢れるお言葉を頂戴しました。癒しや温もりを感じる町になりつつあるのではと感じています。
皆様の積極的なご参加をいただき、今事業が終了しますことを感謝いたします。また、これまで
ご支援いただきました関係各位に深く感謝申し上げご挨拶といたします 



東和おもしろ学実施要項 

事業の目的 

   当法人の前身である、東和地域交流のまちづくり協議会は、農林水産省農泊推進事業を導

入し、平成 29年度から 2年度にわたり、東和の魅力の発見と発信、農泊推進のための活動を

展開してきた。 

これら実績をもとに、さらに深め推進するため、東和地域の豊富な歴史、文化、生活を後世

に伝える方策として、地域の語り部を育成するとともに、実践の場を提供し、内外から人を呼

び込み、東和の魅力を発信する。 

 

３ 事業内容 

  （１）東和の歴史史跡見学会・学習会の実施 

地元の歴史を学ぶため、「東和の歴史と文化財を学ぶ会」や東和地域の各コミュニテイ

会議等と協力し、地域の歴史の掘り起こし、現地見学会を企画実施する。 

  （２）調査活動の実施 

地域に伝わる食文化、生活についての調査活動及び観光ガイドの先進地調査を行う。 

  （３）ガイド・語り部育成 

観光ガイド、語り部の育成を行うため、先進地の観光ガイドや語り部を招聘し学習会を

行う。 

  （４）おもしろ学ツアーの実施 

東和交通観光と提携し、東和おもしろ学ツアーを開催。 

内外から観光客を募り地域の歴史、文化、食について紹介するとともに、観光ガイド、

語り部の実践活動を行う。 

  （５）民話劇の作成と公演 

     東和の歴史をもとに民話劇を作成し地元劇団により公演を行う。 

  

４ 期待される効果（事業の成果） 

  ○東和地域内の歴史と文化に興味を持ち、東和地域の歴史を語ることのできる住民が増える。 

  ○東和地域を訪れた観光客に地域の魅力を語ることのできる住民が増える。 

  ○掘り起こした東和の歴史、文化を発信することにより興味を持ち東和を訪れる観光客が増

える。これにより経済効果に繫がる。 

   

 

 

 

 

 



募集チラシ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東和おもしろ学に参加しませんか？ 

一般社団法人東和作戦会議では、今年度、東和地域の歴史や文化を学び未来に繋げるため、「東和おもし

ろ学事業」を行います。「過去を知り、今を考え、未来につなぐ」ため、東和地域に残る歴史や生活文化の

調査を行い、方言や民話の収集などを行います。「いま聞いておかなければならない貴重な昔の話」「皆さ

んの生まれた家や地域に伝わる生活習慣や食べ物」「教えてください 皆さんのこどもの頃」 

大切な郷土の歴史や文化を、私たちの時代で途切れさせないよう「学んで」「語って」そして子どもたち

に残しましょう！東和を訪れる人たちに、ここで生きる私たちの誇りを伝えましょう。 

ただ今会員募集中♥♥ 
年会費２,000円(家族会員 500円) 

 この他に、活動ごとに別途実費を頂戴

することがあります。 

参加してみたい方！下記にお申し込みください 

一般社団法人東和作戦会議ホームページ

http://touwa-noutabi.blogspot.jp/ 
大石 携帯 090－6221－8735 
多田 携帯 090－4317－2559 
ご連絡お待ちしてま～す 

 

一般社団法人東和作戦会議 

平成 31 年(2019)4 月 1 日設立 

〒028-0114 

岩手県花巻市東和町土沢 5区 372 

電話：0198-29-6500 FAX：0198-29-6501 

メール：omoshiro@leaf.ocn.ne.jp 

ホームページ http://touwa-noutabi.blogspot.jp/ 

http://touwa-noutabi.blogspot.jp/
mailto:omoshiro@leaf.ocn.ne.jp
http://touwa-noutabi.blogspot.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東和おもしろ学 」会員のみなさんへ 

今後の活動計画をお知らせします 

10 月 17 日（木）９：００～１５：００(予定) 

「草木染講座」 東和総合福祉センター調理室 

参加費 会員 1,000 円 
身近にある草や木を使って「草木染」を体験。東和の魅力再
発見！世界でひとつだけのものづくりに挑戦しましょう。 
完成品は 11 月 9 日(土)10 日(日)に実施される花巻市東和
町産業まつりで展示する予定です。 
講師：浮田在住 工藤順子さん 

応募等詳細については、事業実施ごと

に随時お知らせします。 

１０月２７日(日)９：００～１２：００ 

歴史講座その１「東和の巨木巡り」(２ヵ所) 

参加費 会員 無料 

東和の歴史の変遷を見つめてきた巨木を観察し、自然を
写真に切り取る技術を会得します。 
講師：とうわ野鳥の会 大和久 彰さん 
講師：東和在住 写真家 多賀谷真吾さん 

※後日写真展を開催予定 

１１月２４日(日)９:００～１５：００ 

歴史講座その２「町井薄衣家の歴史」 

参加費 会員 1,000 円(昼食代) 

豊臣秀吉の奥州仕置きにより、薄衣城を逃れた薄衣氏の直
系子孫から聞く歴史秘話。町井ふるさとセンター「おでっ
て」で講話。その後、一関市川崎町の薄衣家菩提寺、薄衣城
跡、川崎町市民センター等を巡ります。 
講師：薄衣氏末裔 薄衣照雄さん、及び川崎町現地案内者 

１２月２日(月) ９:００～１２:００ 
歴史講座その３「東和おもしろ学ツアー」 

参加費 会員 無料 
小原氏の変遷をたどる歴史ツアー。安俵小原氏の居城跡を
巡ります。 
安俵城跡、高舘、北上市二子城跡、更木舘跡 
講師：花巻市文化財専門官 中村良幸さん 

令和２年２月中旬 
「ツアーガイド養成講座」 

参加費 会員 無料 
東和の歴史や史跡資料をもとに、東和観光ガイドテキス
トの作成や、ツアーガイド希望者への指導、実践。      
講師：葛岡定典さん 
 
 

東和おもしろ学 会員募集中！お友だち

を誘ってご参加を！年会員 2000 円です。 

８月１７日(土)実施の「東和弁ゼミな～る」

にはおよそ４０人の方々が参加し、好評で

した。通所者のみなさんは東和弁で昔を懐

かしんでいました。東和弁の冊子作製を検

討中です、編集に関心のある方はご連絡く

ださい。 

花巻市市民団体等活動支援事業 



 

 

 

入会順

№ 氏名 住　　　所 № 氏名 住　　　所

1 藤井輝雄 東和町中内 29 薄衣忠孝 東和町町井 

2 役重眞喜子 東和町田瀬 30 薄衣澄枝 東和町町井　 

3 大石文子 東和町舘迫 31 薄衣祐蔵 東和町町井 

4 多田悦子 東和町安俵 32 薄衣悦子 東和町町井　　 

5 菅野和 東和町鷹巣堂 33 薄衣哲夫 東和町町井 

6 小田美香子 東和町南川目 34 薄衣郁夫 東和町町井 

7 千葉隆典 東和町下浮田 35 薄衣　静 東和町町井　 

8 朝倉常悦 東和町田瀬 36 薄衣利幸 東和町町井 

9 日下　明久美 東和町下浮田 37 薄衣　好 東和町町井 

10 葛岡貞典 花巻市葛 38 薄衣欣悦 東和町町井 

11 及川恒雄 東和町土沢 39 薄衣　健 東和町町井 

12 山影春香 東和町小通 40 薄衣博昭 東和町落合 

13 糸川拓真 花巻市中北万丁目 41 薄衣文雄 埼玉県春日部市豊町 

14 工藤順子 東和町浮田 42 夏井　賢 川崎市

15 小田拓美 東和町南川目 43 夏井美幸 川崎市

16 斎藤百合子 東和町百ノ沢 44 中島　昇 川崎市

17 千葉まゆみ 東和町中内 45 前島　藍 川崎市

18 吉田健弘 東和町前田 46 柴田大地 川崎市

19 平野榮一 東和町舘迫 47 工藤百合子 盛岡市

20 佐々木恵子 東和町安俵 48 諏佐吉政 川崎市

21 小川寿美子 東和町土沢 49 諏佐裕子 川崎市

22 菊池俊一 東和町舘迫 50 髙橋典人 東和町小友 

23 藤根アサ 東和町土沢 51 赤坂　謙 東和町安俵 

24 藤根英貴 東和町土沢 52 千葉依子 東和町下浮田 

25 大森松司 高木 53 小原一明 東和町安俵 

26 平野なか子 東和町安俵 54 吉田妙子 東和町安俵 

27 小田島陽子 東和町下浮田 55 吉田隆一 東和町土沢 

28 小菅好子 東和町下浮田 56 小原雅道 東和町安俵 

57 福盛田紀子 東和町土沢

東和おもしろ学会員名簿

令和元年度花巻市市民活動支援事業補助金活用事業　令和元年6月～令和2年2月



東和おもしろ学事業実施一覧 

令和２年２月２９日 

項  目 実施日時 実施場所 共催 参加者 内   容 

① 東和弁ゼミな～る ８月１７日(土) 

1４:３０ 

東和荘デイサービス

センター 
 ４７ 東和荘デイサービス通所者と交流を行

い、東和弁の収集を行った。 劇団よ

ぐまんづ東和町の方言によるミニ公演

も同時開催した。   

② 東和の巨木巡り      

  

10 月 27 日(日) 

9:00～12:00 

東和町内 

前田エドヒガン桜 
石鳩岡の数栗   
毒沢栃の木    
以上３か所 

東和の歴史と文

化 財 を 学 ぶ 会 

とうわ野鳥の会 

２０ 花巻市文化財指定の樹木を見て回り、
同時に写真撮影技術を学んだ。写真コ
ンクール、写真展を開催した。(写真
展は産業まつり「農旅ブース」と東和
コミュニティセンターの 2 ヵ所 2 回
実施)              
講師 大和久彰さん        
多賀谷真吾さん              

③ 東和の歴史講座      

町井薄衣氏の歴史 

11 月 24 日（日）  

9:00～16：30 

・町井ふるさとセン
ター おでって   
一関市川崎町   
薄衣城跡      
薄衣家菩提寺     

東和の歴史と文

化財を学ぶ会 
３３ 薄衣氏末裔薄衣照雄さんに薄衣氏の歴

史を聞くとともに、ゆかりの地薄衣城

跡、菩提寺安養寺記念碑等を見学した

講師：薄衣照雄さん。               

現地説明者：岩渕正之助さん  

④ 東和の歴史講座     

安俵城主小原氏の歴

史 

１２月２日(月) 

9:00～12:30 

安俵城舘、高舘跡、

北上双子城跡、更木

舘跡 

東和の歴史と文

化財を学ぶ会 
３０ 和賀氏に仕えた安俵小原氏の歴史をた

どり、安俵城と高舘等を見学。            

講師：花巻市総合文化財センター中村

良幸さん            

⑤ 生活、食、文化の調

査 

１０月１７日(木) 

10：00～15：00

草木染講座 

東和総合福祉センタ

ー 

 ８ 「セイタカアワダチソウ」「生藍」で

草木染体験を実施した。      

成果品は産業まつり「農旅ブース」で

展示した。            

講師：工藤順子さん 

我が家に伝わるこ

びりレシピ調査     

11 月 9 日 10 日 

産業まつり会場 

東和体育館 

 １５ 東和産業まつり 2019 の会場内に設置

した「農旅ブース」で、来場者から情

報収集調査を行った。２７点収集 

⑥ ツアーガイド講座 

 

ガイド体験            

令和 2 年    

1 月 21 日(火)    

13:30～15:30  

2 月 20 日(木)      

9：00～12：00 

東和コミュニティセ

ンター           

胡四王山他 

東和の歴史と文

化財を学ぶ会 
２２ 

 

１１ 

東和地域に観光客を呼び込み、誰も

が、観光スポットや文化、歴史、史跡

などのガイドができるよう、花巻市内

の観光ガイドの実情を学び、ガイド実

践者との交流を行った。現地研修も実

施した。             

講師：葛岡貞典さん                   

⑦ おもしろ学学園祭         2 月 24 日(月） 

3:30～15:30 

東和コミュニテイセ

ンター 

「劇団よぐまん

づ東和町」 
３４ おもしろ学の総まとめ・交流会        

巨木巡り写真展・コンクール表彰式  

地元の言い伝えをシナリオ化した歴史

朗読劇「土澤の熊」公演  

⑧ ⑧報告書作成     ２月末日     一連の事業の集大成として報告書を作

成した。 



 

事 業 別 報 告 

★東和弁ゼミな～る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(一社)東和作戦会議では、おもしろ学会員を募集しています。歴史講座や巨木めぐりな
ど、この他にも楽しい勉強会があります。年会費 2,000 円(家族会員は 500 円)です。会員
になりたい方は上記事務局にお申し出ください。 

 

 

 



 

東和おもしろ学「東和弁ゼミな～る」実施報告書             

      提出日 令和元年８月１９日     

                           提出者 多 田 悦 子  

タイトル               ① 東和弁ゼミな～る 

目  的 地域の文化の要である郷土の言葉を継承していくため先輩たちが話す東和弁を学ぶ 

実施期日 令和元年８月１７日(土) １４:３０～１５：３０ 

実施場所 東和荘デイサービスセンター 

内  容 

劇団よぐまんづ東和町の公演を鑑賞後、「懐かしの東和弁」、「東和弁あい

さつ編」「体のあちこち東和弁」などについて楽しく交流した。        

≪経過≫                              

１４:３０ 開会                           

薄衣代表理事あいさつ                         

劇団よぐまんづ東和町晴山代表あいさつ                

デイサービスセンター多田所長説明                   

公演 へっぴり嫁っこ                         

東和弁ミニ講座(晴山代表進行・多田悦子補助)              

ダンス 「ソーラン」「アンパンウサギ」                

１５：５０閉会                                               

≪参加者≫                             

○東和荘デイサービスセンター通所者 ２３人             

○東和荘デイサービスセンター職員   ５人             

○劇団よぐまんづ東和町（団員 6 人、同行子ども 2 人）８人       

○東和おもしろ学会員 ９人                                         

○一般参加者 ２人 計４７人 

≪詳 細≫  別紙速報第６号参照 

経  費 

収  入 

項目 金額 内  訳 

負担金 10,000 東和おもしろ作戦会議・市民団等活動体支援事業 

計 10,000  

支  出 

項目 金額 内  訳 

報償費 10,000 劇団よぐまんづ東和町公演謝礼 

（市内団体対象謝礼額 10,000 円） 

計 10,000  

 

 



 

★草木染講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参加費≫ 1,000 円 

≪持ち物≫ 

厚手のゴム手袋 

剪定ばさみ 

厚手のエプロン 

筆記用具 

昼食 



 

 

東和おもしろ学「草木染講座」実施報告書 

             提出日 令和元年１０月１８日 

                       提出者  多 田 悦 子 

タイトル               草木染講座 

目  的 
身近にある草の葉や根、東和の豊富な自然を活かし、自分だけの逸品を

染め上げ、東和の魅力を再発見する。 

実施期日 令和元年１０月１７日(木) ９：３０～１４：３０ 

実施場所 東和総合福祉センター 子ども会研修室、調理室 

内  容 

１講師：工藤順子さん 花巻市東和町浮田 

２染 剤  ミョウバン 木酢酸鉄剤 

３染素材  セイタカアワダチソウ  藍（生葉） 

４染 布  絹、木綿のストール  さらし（手ぬぐい風） 

５参加者  8 名 

６作品展  11 月 9 日 10 日の東和産業まつり農旅ブースで展示 

経  費 

収 入 

項  目 金  額 内   訳 

参加費 9,000 8 人×1,000 円 一人の方 2 枚作製 

負担金 5,868 東和作戦会議 花巻市市民活動等支援事業 

計 14,868  

支 出   

項  目 金  額 内   訳 

会場燃料代 400 ガス代 400 円 

講師謝礼 5,000  

生地代 9,468 綿シフォン生地他 9 枚 

計 14,868  



 

 

 

 

 

 

 

 

R1.10.17

1 草木染体験はいかがでしたか？

楽しかった 6人

勉強になった 5人

難しかった 0人

自分でもできるような気がした 1人

その他 0人

2 自分の身の回りのもので、染めてみたいと思う草や木はありますか？

思い当たらない 2人

染めてみたい草や木がある 5人

3 これからも草木染をやってみたいですか？

独学でもやってみたい 2人

また同じような講座があればやってみたい 7人

その他（皆でやりたい） 1人

4 東和おもしろ学を知っていましたか

知っていた 5人

知らなかった 2人

5 東和おもしろ学で取りあげてほしいものがありますか？

・何をやりたいのかわからないので、何でもいいのでお願いします。（2人）

・わらべ唄、作業唄、あそびのはやし唄（例：お手玉）　昔あそび

6 その他ご自由にご感想をお願いします。

・草木染体験のきっかけを作っていただいてありがとうございました。

・出来上がりが楽しみで、皆さんの仕上がりも色々でいいですね。

・身近にある沢山の自然をこんなにも楽しめることを知り、楽しく嬉しい一日でした。

・今日はいろいろ勉強させていただきました。また、機会があったら参加したいです。

（桜3人　梅2人　藍　栗　マリーゴールド　クズ　花ずおう）

（どんな物があるかわからない。廻りには名前も知らない雑草が沢山あるものからど

れがどれかわからない。）

草木染講座受講アンケートまとめ

参加8名　 回答8名　　回答率100％(複数回答あり）



 

★東和の巨木巡り・写真展・コンクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東和の巨木巡り 
期日：令和元年１０月２７日（日）  

9:00～12:00 

 場所：前田・石鳩岡・毒沢 

 

 

森の神秘にふれてみませんか？ 

 
主催：一般社団法人東和作戦会議 
共催：とうわ野鳥の会 

東和の歴史と文化財を学ぶ会 

 

≪講  師≫ 

巨木解説 ： 大和久 彰さん（とうわ野鳥の会） 

撮影指導 ： 多賀谷真吾さん（写真家） 

≪目  的≫ 

歴史を物語る東和の巨木を観察する。 
東和の自然を肌で感じ、その感動を写真
で表現するため、写真撮影の技法を学
ぶ。 
写真展を開催し「東和の巨木」を広く紹
介する。 

≪日  程≫ 
9:00 道の駅とうわ 集合開会 講師紹介 
9:１0 出発（東和交通観光マイクロバス） 
9:20～１0:00 前田 桜の木 観察・撮影指導・撮影 
10:10～10:40 石鳩岡 数栗 観察・撮影指導・撮影 
11:00～11:40 毒沢 栃の木 観察・撮影指導・撮影 
12:00  道の駅とうわ解散 

≪参加費≫ 

おもしろ学会員   無料 

とうわ野鳥の会会員 無料 

東和の歴史と文化財を学ぶ会会員 無料 

おもしろ学新会員 2,000 円 

(家族会員 500 円) 

≪服装・持ち物≫ 
・山歩きができる服装(長袖、長ズボン、長靴又
は 
厚底のスニーカ) 

※雨天の場合は雨合羽（豪雨の場合は延期） 
・カメラ（スマホ可）、軍手、筆記用具など 

 

 

 

参加してみたい方！ 

下記にお申し込みください 

一般社団法人東和作戦会議事務局 

大石 携帯 090－6221－8735 

多田 携帯 090－4317－2559 

 

【写 真 展】   

・参加者が、自分で撮影した写真の中から 1 枚を選んで、A4 版

に印刷し提出。(希望者のみ) 

・出品写真は、11 月 9 日 10 日の東和町産業まつり（東和体

育館で開催）に参加し、展示コーナーで展示する予定。       

※詳細は後日お知らせします。 

 



 

とうわの巨木写真展応募要項 

１ 目的  東和の自然の中で、歴史を紡いできた巨木を紹介し、新たな視点で地元を見
つめ直す機会にする。 

２ 期日  令和元年１１月９日（土）、１０日（日）（好評であれば再展示も検討） 

３ 場所  花巻市東和体育センター 「花巻市産業まつり会場」農旅ブース 

４ 応募要件 

  令和元年 10 月 27 日（日）実施の東和おもしろ学「とうわの巨木巡り」参加者である
こと。 

  応募用紙には、写真のタイトル、応募者の住所、氏名、連絡先、写真に込めた思いな
どを記入する。 

  応募作品の版権は主催者に帰属する。 

５ 応募作品 

  巨木巡り当日撮影した写真であること。 

  A4 判に各自で印刷したものであること。 

  ひとり 1 点とする。 

  ただし、応募希望者が 10 人を超えない場合は、一人 2 点とする。 

  額縁に入れて出展できる方は、各自額縁を用意のこと。 

  額縁には、つるすことができるように紐を付けて提出のこと。 

６ 作品の提出期限 

  令和元年１１月５日（火）午後５時 

７ 作品の提出先 

  花巻市東和総合支所３階 地域振興課内 大石文子まで持参のこと。          
ただし、デジタルカメラで撮影したもので額縁も使用せず、印刷も主催者に任せる場
合は、必要事項を記入の上、下記事務局多田宛てメールで提出してもよいこととす
る。 

８ 作品の返却 

  東和産業まつりでの展示の後、東和図書館での展示も検討予定なので、事務局で企画
した展示会全て終了後に封書で返却する。              ただし、メ
ールで応募したものについては返却しない。 

９ その他 

  応募作品のうち 1 点のみ多賀谷真吾賞として選出し、多賀谷真吾氏                
の写真集を贈呈する。 

 

 

 

 

 

≪問合せ先その他≫ 

一般社団法人東和作戦会議 

 東和おもしろ学事務局 多田悦子 

電 話 090-3417-2559 

メ ー ル ：

etsuko54510@gmail.com 

 

mailto:etsuko54510@gmail.com


 

「東和の巨木」写真展出展者一覧表 

出展者名 タイトル 撮影場所 住   所 備考 

大和久 彰 ガオーッ 毒沢 奥州市江刺米里字下谷地 22－4 特選 

  〃 自然の中の巨樹 前田 〃 準特選 

平野 保 俺様は毒沢の栃大王だぞ 毒沢 東和町毒沢 5 区 200 準特選 

  〃 こっちの方も眺めたい 前田 〃  

吉田 寛 なかよし 石鳩岡 東和町南川目 5 区 100 入選 

  〃 嘆き 毒沢 〃  

斎藤秋雄 延びよ地平線に 前田 東和町百ノ沢 8-35  

  〃 大王 毒沢 〃  

斎藤百合子 閑けさ 毒沢 〃  

  〃 生命力 前田 〃  

小田拓美 無題 毒沢 東和町南川目３区７２  

朝倉常悦 サァーサ寄ってらっしゃい見

てらっしゃい 

前田 東和町田瀬 10 区 100  

  〃 背が高く見えるでしょ 石鳩岡 〃  

小田美香子 日本昔ばなしの語りべ 前田 東和町南川目５区２９５  

  〃 カズクリの饗宴 石鳩岡 〃  

大石文子 これからも 毒沢 東和町舘迫 2 区 210 入選 

  〃 歳月 前田 〃  

多田悦子 妖精の住む森 毒沢 東和町安俵 5 区 146-１  

  〃 全て私です 前田 〃  

 10 名 19 点    

写真展 講評  写真家多賀谷真吾さん 

🌸特選  大和久彰さん タイトル「ガオーッツ」 

 大変大胆な構図。奥で樹が万歳しているかのような、どうだ俺は！樹の主の矜持プライドが聞こえ

てくるような作品。この切り取り方はどれぐらい大きいのか想像をさせるような迫力ある写真、全体

が暗い中で、空の方が明るくハイライトになっている。飛びすぎないで黄色の秋の色が見えて完璧。

大胆さと正確な構図で完璧。樹を良く知っている人の写真。 

🌸準特選 大和久彰さん タイトル「自然の中の巨樹」 

何気ない構図。木の肌をもっと見せられるはずなのにあえて見せず、まとわりついているムラサキ

シキブの鮮やかな緑の葉を主役に据えているのがユニーク。三分割法の交点のいい位置にムラサキ

シキブの目立つ色を持ってきているところが心癒される。 



 

 

🌸準特選 平野保さん  タイトル「俺様は毒沢の栃大王だぞ」 

全体に非常に安定したオーソドックスな構図。根元の石、その苔の緑が美しく、この時期の季節感

となっている落ち葉がラインになっているところに目を付けた点が素晴らしい。全体の露出を少し

明るくすることによって木の肌がよく見える、明るい森という印象を与えてくれる。作者の意図が感

じられてよい。惜しいのは、右上に少し映り込んでいる樹の幹が邪魔なのでトリミングしてカットし

ても良かった。 

 

🌸入 選  吉田 寛さん タイトル「なかよし」 

時期としては、ほとんど終わってしまったカズクリの少し残った雌花の美しさを捉えている。一点

フォーカスで後ろのボケ具合が美しい。白い玉のような光の粒も幻想的。画面の下を横切っている木

の枝がアクセントになっていてバランスの良い作品。 

 

🌸入 選  斎藤秋雄さん タイトル「延びよ地平線に」 

木の幹の太い部分ではなく横に張り出した枝に注目し、黒くシルエットにすることで、おもしろい

大胆な構図になっている。画面下に民家が写っており、この樹木が人に見まもられて生きてきたとい

うことがわかる構図。木々の紅葉も季節感を演出するのに役立っている。 

 

🌸入 選  斎藤時雄さん タイトル「大王」 

 巨樹の迫力が表現されている。樹の幹の肌のうろこ調の模様が非常に良い露出。上の方の画面の上

に黄色の葉がアクセントになっているのが良い 

 

🌸入 選  大石文子さん タイトル「これからも」 

安定感があり見飽きない構図。手前のいい位置に岩があり、緑の美しい苔と落ち葉が良いアクセン

トになっている。背後の杉林の直線も、テーマになっている樹のねじ曲がっているところと、杉の直

線のとの対照が良い。 

 

🌸斎藤百合子さん タイトル「閑けさ」 

 画面を二分するような形で巨樹と杉林が等分になっている。幹の方を７割、奥の背景を３割。主役

とわき役をはっきりするとよい。苔とか緑の部分着目、茶色と緑の部分など良いところを切り取って

いるので構成の部分だけ気を付ければ。 

 

🌸斎藤百合子さん タイトル「生命力」 

 狙いとしては、人を入れることで樹の大きさを表そうとしたと思うが、縦構図にし、カメラを持た

ず上を見上げてたたずんでいる方が良かった。 

  

🌸吉田  寛さん タイトル「嘆き」 

 なかなかオーソドックスな構図で良い。ただ背景の杉林と巨樹のシルエットがオーバーラップし

ているので、もう少し左右どちらかに動いて背景と同化しない位置で狙っても良かったのでは。樹の

下の方に蔦が這いあがっているかわいらしさを入れたのは面白い。 

🌸平野 保さん  タイトル「こっちの方も眺めたい」 



 

 点前の黄色い葉をアクセントに入れたのだと思うが、少し右寄りの三分割法の交点のあたりに持

ってくるとよかった。右の方に苔がぼけている部分をカットしてズームアップし、ねじれている樹の

ところをアップにすると良かった。 

 

🌸朝倉常悦さん  タイトル「サァーサ寄ってらっしゃい見てらっしゃい」 

 森の賑わっている様子がわかるが、巨樹らしさが切り取られていないので、幹の部分を強調した方

が良かった。人が大勢映り込んでいると観光写真風になるので、人があまり入り込まない方が良かっ

た。 

 

🌸朝倉常悦さん  タイトル「背が高く見えるでしょ」 

 カズクリの撮影場所は少し難しかった。軽トラやカメラを構えている人が写り込んでいるので、ア

ップ気味に縦構図にして樹木が上に延びている構図にした方が良かったかもしれない。赤い鳥居が

入っているのは良かったので、人が入らないタイミングで写すとよかった。 

  

🌸大石文子さん  タイトル「歳月」 

巨樹の枝の苔の部分に目を付けたのだと思うが、そこをもう少しアップ気味にとって、上と下をト

リミングすると良かった邪魔な枝があちこちに入っているのでクローズアップすることで整理する

と良い。 

 

🌸小田拓美さん  タイトル「無題」 

 点前に苔の美しい岩を入れたのは良いが上の木と半々の配分の構図になっているので、木の幹を

主役にするか、岩かどちらかに焦点を当てる。 

 

🌸小田美香子さん タイトル「日本昔ばなしの語りべ」 

🌸小田美香子さん タイトル「カズクリの饗宴」 

※小田美香子さんの作品は事務局の手違いで講評を受けることができませんでした。お詫びいたし

ます。 

🌸事務局 多田悦子  タイトル「妖精の住む森」 

 この樹のボリュウムに対し四方に延びていく枝の流れ方を良い位置で狙っている。樹の肌の凹凸

も良い。アクセントに葉と緑の苔の美しさも出ていて良い。 

特選受賞者に多賀谷真吾さんの写真集とポストカード２セット 

準特選者にはポストカード２セット 

入選者にはポストカード 1 セット贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

東和おもしろ学「東和の巨木巡り」実施報告書             

                         提出日  令和元年 11 月 12 日 

                      提出者  多 田 悦 子  

タイトル               歴史講座⓵  東和の巨木巡り 

目  的 

歴史を物語る巨木を観察することにより、東和の自然を肌で感じ、その感

動を伝えるため写真撮影の技法を学び、写真展を開催し「東和の巨木」を広

く紹介する。 

実施期日 令和元年 10 月 27 日(日) 9:00~12:00 

実施場所 花巻市文化財指定樹木 ２か所 国の天然記念樹木 1 か所 

内  容 

 
１ 共 催   とうわ野鳥の会 

東和の歴史と文化財を学ぶ会 
２ 講 師  ○東和野鳥の会 大和久 彰さん   
 p        ○写真家    多賀谷真吾さん 
３ 内 容  東和町内の巨木観察と写真撮影手法習得 
≪日程≫    9:00 道の駅とうわ 集合 開会 講師紹介 
        9:10 出発（東和交通観光マイクロバス） 

9:20~10:00 前 田 桜の木   観察・撮影指導・撮影 
     10:00~10:40  石鳩岡 数栗    観察・撮影指導・撮影 

11:00~11:40 毒沢  栃の木   観察・撮影指導・撮影 
           12:00 道の駅とうわ解散 
≪場所≫ 

●小山田 前 田  桜の木 (花巻市文化財指定樹木) 
●小山田 石鳩岡  数 栗 （国の天然記念物） 
●毒沢       栃の木 (花巻市文化財指定樹木) 

４ 参加者  20 人 
5 写真展 令和元年 11 月 9 日(土)10 日(日）東和体育館 

参加者が撮影した写真の中から２枚を選定 
      A4 判に印刷して提出。(出展希望者のみ) 
      事務局が取りまとめ、東和町産業まつり農旅ブースで実施。 
      出品者９名 １6 点 （事務局 1 点） 
      （写真コンテスト同時開催） 
     特 選  大和久 彰 タイトル「ガオー」 
     準特選  大和久 彰 タイトル「自然の中の巨樹」 
     準特選  平野  保 タイトル「俺様は毒沢の栃大王だぞ」 
     入 選  吉田  寛 タイトル「なかよし」 

入 選  斎藤 秋雄 タイトル「延びよ地平線に」 
     入 選  斎藤 秋雄 タイトル「大王」 

     入 選  大石 文子 タイトル「これからも」 

 

 

 

 



 

経  費  

収  入 

項  目 金 額 内   訳 

負担金 43,000 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

計 43,000  

 

支  出 

  

項  目 金 額 内   訳 

委託料 33,000 バス代 

講師謝礼 10,000 ＠5,000×2 名    

計 43,000  

 



 
 

1 今回参加した理由をお聞かせください

① 6人

② 6人

③ 7人

④ 0人

⑤ その他 1人

2 今回の巨木巡り、写真撮影ツアーに参加した感想は？

① 8人

② 8人

③ 1人

④ 5人

⑤ 0

3 東和の自然について他にどんなことが知りたいですか？

① 3人

② 11人

③ 8人

④ 4人

⑤　 4人

⑥ その他 2人

4 今回参加したご感想を自由にお書きください。 （12人）

写真撮影後の午後にプリントアウトした写真で（プロジェクター）講師による一人一人の寸評があると

いい。テーマをかえて継続すると技術も向上し、自然に関心を持つ人も増えていい。

自然体験初めてでしたが、東和地域の広さと大切なものが残されていていることに感心しました。次世

代に残す為にも東和作戦会議でも何らかの形で応援が必要ではないでしょうか？楽しかったです。

皆さんと交流できて大変よかった。

悦子さんに員数合わせで連絡を戴きまして参加しました。前日の雨でモチ稲の稲コギができず、ゆっく

り参加することができました。

大変勉強になった

自然を撮影する方法などについて

巨石や巨木について

生息する動物たちについて

（今泉先生に伺いたい。歴史的なこと。物（史跡）、ミステリー坂

面白かった

大体知っていたのでまあまあだった

新しい発見があって興味深かった

その他

食べられる木の実や、生活に役立つ植物などについての情報

植物や昆虫などの名前

近場に住んでいて知らないことにはずかしい思いです。写真撮影会なのにカメラを使いこなせなく、う

まく撮ることが出来ず残念です。

ありがとうございました。

楽しかった。

カズグリは終わりがけでしたが、周りの紅葉がきれいでした。巨木だけでなく、写真の撮り方を教わり

大変有意義でした。ありがとうございました。

少人数の参加だったが、私の性格には適していた。

東和の巨木巡りアンケート集計結果

（16名中回答者14名：複数回答あり）　R1.11.19

毒沢の栃は初めて見ました。近くにこんな巨木があり感動しました。カメラが持って行かなかったが残

念です。次回はカメラ持参で参加したいです。ありがとう御座いました。

写真を撮るつもりはなかったが、秋の風景や皆さんの話、多賀谷さんのアドバイスから、ついついスマ

ホにおさめてしまった。次回も楽しみになった。

自然の雄大さを感じ、共生する動植物を大事に守っていかなければと感じました。

誘われたから

自然に興味があったから

写真技術の勉強になると思ったから

なんとなく

（会員なので参加しました）



 

★歴史講座１ 

東和おもしろ学 歴史講座 

 

 町井薄衣氏の歴史 
 

 

 

 

 

主催 一般社団法人東和作戦会議 

共催 東和の歴史と文化財を学ぶ会 

 
行  程     9:00  道の駅とうわ集合・出発 

※（町井の方で参加する方は現地で待機） 
        9：30    東和町町井 町井ふるさとセンターおでって 

「薄衣家の歴史について」薄衣照雄氏の講義 
        10；30  町井出発 (薄衣照雄氏は同行しない) 
        12:00   農家レストランぬくもり到着 
            現地案内者 岩渕正之助さんと合流 
               昼 食  

      13:00    岩淵さん乗車 薄衣家菩提寺「安養寺」参拝 
           安養寺ご住職案内 
               川崎町  薄衣城跡見学(車中) 
      １5:００  農家レストランぬくもり立ち寄り 

岩渕さん降車 川崎町出発 
        1６:３0    道の駅とうわ解散（町井経由） 

  
≪交通手段≫ 東和交通観光(株)大型バス 
≪参 加 費≫ 東和おもしろ学会員 昼食代として 1,000円 

     新規登録者 年会費 2000円＋昼食代 1,000円 
          (家族会員は年会費 500円＋昼食代 1,000円) 

 ≪申込期限≫  令和元年 11月 18日（月） 
≪申 込 先≫ 東和おもしろ学事務局 多田 090—4317—2559 

 

 

と   き    令和元年１１月２４日（日） 

ところ     東和町町井～一関市川崎町 
 

奥州仕置きによる薄衣家の悲劇そして復活。 

歴史の波に翻弄されながら血筋を今に残す歴史秘

話 



 

≪昼食会場≫ 

農家レストラン 「ぬくもり」 千厩・川崎 

住所 〒029-0202 岩手県一関市川崎町薄衣上巻１２１ 

農家レストラン 「ぬくもり」 

この地域の秋のご馳走と言えば「カニばっと」。 
北上川に生息するモクズガニで出汁を取った郷土料理で、透き通っているのにコクがある
濃厚なカニのスープに大根、人参、ネギなどの野菜とはっとがたっぷり。秋が旬ですが、
一年中食べられるように真空冷凍で保存。おこわや漬物などの付け合せも心和む味です。 

 40 人収容可能  カニばっと料理 

 

安養寺 

 一関市の仏教寺院 

所在地： 〒029-0202 岩手県一関市川崎町薄衣字畑沢１９８ 

電話： 0191-43-3008 

 

 

≪概 要≫ 

越前国大野郡鳥田城を居城としていた千葉弥四郎左衛門尉胤堅は、建長 4 年（1252）に陸
奥国栗原郡の地に 3,000 余町を賜り、その抑えとして陸奥国に下向した。当初は磐井郡薄衣
荘に居住したが、建長 5 年（1253）に薄衣城を築いて居城とした。 

その後、千葉氏 4 代内匠頭清村は暦応 2 年（延元 4・1339）、葛西高清と交戦したが敗北
し、その結果、千葉氏は葛西氏に臣従する事となった。この頃より千葉氏は薄衣氏を名乗っ
たものと思われる。天正 18 年（1590）、豊臣秀吉による奥羽仕置に置いて、薄衣氏の主家で
ある葛西氏は所領没収となった。 
 この処分に不満を持った葛西氏の旧臣たちは、天正 19 年（1591）に蜂起するが、秀吉の
命を受けた伊達政宗の軍勢に敗れ、佐沼城に逃れる。佐沼城は伊達勢に包囲されるが、一方、
同じく秀吉の命を受けた蒲生氏郷が中街道高清水より進軍を始めた。これに対して薄衣氏最
後の当主である薄衣甲斐守常雄が立向かい、森原山にて激突した。薄衣勢は奮戦したが多勢
に無勢、敢無く敗れ薄衣城まで敗退し、弟の左馬助常義と共に討死した。一説には北上川中
河原にて自刃したともいう。 
その妻子が重臣らとともに隠れ住んだ場所が花巻市東和町町井であり、現在も薄衣家直系の
子孫が在住している。 

 

 

 

 

https://www.google.com/search?sa=X&rlz=1C1RUCY_jaJP748JP843&biw=1366&bih=657&sxsrf=ACYBGNSWD-dAsO-CWuI6ygfT7gUkPYQTQQ:1568171961327&q=%E5%AE%89%E9%A4%8A%E5%AF%BA+%E4%B8%80%E9%96%A2%E5%B8%82+%E6%89%80%E5%9C%A8%E5%9C%B0&stick=H4sIAAAAAAAAAOPgE-LWT9c3LEkpSIvPtdCSzU620s_JT04syczPgzOsElNSilKLixexyj5d1_lySdfT9bsUnuxoeDlt0dMdTQrPOhuezlnxdM4GALvNHrZOAAAA&ludocid=16948519058925642739&ved=2ahUKEwifks7l58fkAhVDNKYKHUX-DyoQ6BMwGnoECAoQKg
https://www.google.com/search?sa=X&rlz=1C1RUCY_jaJP748JP843&biw=1366&bih=657&sxsrf=ACYBGNSWD-dAsO-CWuI6ygfT7gUkPYQTQQ:1568171961327&q=%E5%AE%89%E9%A4%8A%E5%AF%BA+%E4%B8%80%E9%96%A2%E5%B8%82+%E9%9B%BB%E8%A9%B1&ludocid=16948519058925642739&ved=2ahUKEwifks7l58fkAhVDNKYKHUX-DyoQ6BMwHHoECAoQPg
https://www.google.com/search?rlz=1C1RUCY_jaJP748JP843&sxsrf=ACYBGNQfeACSyb4c7bLgR3MCSyVB79xK3g:1568171736298&q=%E5%AE%89%E9%A4%8A%E5%AF%BA+%E4%B8%80%E9%96%A2%E5%B8%82+%E6%89%80%E5%9C%A8%E5%9C%B0&stick=H4sIAAAAAAAAAOPgE-LWT9c3LEkpSIvPtdCSzU620s_JT04syczPgzOsElNSilKLixexyj5d1_lySdfT9bsUnuxoeDlt0dMdTQrPOhuezlnxdM4GALvNHrZOAAAA&ludocid=16948519058925642739&sa=X&ved=2ahUKEwjbwaf65sfkAhXwFqYKHdWbBaEQ6BMwEHoECBAQAw&biw=1366&bih=657


 

薄衣氏の歴史 
期 日  令和元年 11 月 24 日(日)9:30 

場 所  町井ふるさとセンターおでって 

 

講師 薄衣家 28 代（14 代）当主 薄衣照雄氏 

 

あいさつ・講師紹介  

講 義 内 容 

１ 薄衣家歴代の当主 

２ 中世時代 

３ 中世以降 

４ その他 

  顕彰碑建立について 

※添付資料 ①薄衣家の系図 

      ②明治 3 年 11 月 薄衣常雄（つねかつ）公 300 回忌 

      ③薄衣家の由来と記録伝承 

      ④薄衣城跡（薄衣城跡保存会） 

      ⑤薄衣城跡縄張り図 

⑥ 新聞資料他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

東和おもしろ学「薄衣氏の歴史」実施報告書             

             提出日  令和元年１１月２７日 

               提出者  多 田 悦 子    

タイトル               

 

歴史講座１ 町井薄衣氏の歴史 

目  的 
東和町内の歴史秘話を探訪する。東和町町井の薄衣氏の歴史にスポット

を当て、奥州仕置きで城を追われた薄衣氏の末裔に話を聞く。 

実施期日 令和元年１１月２４日(日) ９:００～１６：３０ 

実施場所 東和町町井～一関市川崎町 薄衣氏の菩提寺、薄衣城跡他 

内  容 

講 師 薄衣照雄氏  薄衣氏２８代（１４代）当主        

〒028－0131 東和町町井 

現地案内者 岩渕正之助氏 薄衣城守る会会員                    

一関市川崎町薄衣字畑の沢８７ 

慰霊碑案内 石村幸隆住職                             

一関市川崎町薄衣字畑沢 198     

参加者 ３３人 講座のみ受講１人（おもしろ学会員）         

当日申し出４人（うち子ども２人）参加無料扱    

欠席１人  

９：００ 道の駅とうわ集合                 

９：２５ 町井ふるさとセンターおでって到着                     

講義 「薄衣氏の歴史」歴代当主について系図を見ながら説明 

１０:４５ 町井出発一関市川崎町薄衣氏発祥の地へ向かう 

１２:３０ 昼食会場到着 現地案内者と合流 昼食を取りながら  

町井薄衣家との交流、慰霊碑建立等について解説 

１４:００ 安養寺 慰霊碑参拝 本堂で焼香   

小雨のため薄衣城跡散策断念。川崎町の道の駅を見学  

１６:３０ 道の駅とうわ到着（一部降車） 町井経由       

解散           

速報第 12 号参照                            

 

 

 



 

経  費 

収  入 

項  目 金  額 内     訳 

会費 38,000 新入会会費 2,000 円×１９人 

 2,500 家族会員    500 円×5 人 

 28,000 参加者全員 1,000 円×28 人（昼食代） 

お土産 9,000 薄衣照雄氏 5,000 岩渕正之助氏 3,000 円 

薄衣憲雄氏 1,000 

負担金 78,061 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

計 155,561  

 

 

支  出 

項  目 金  額 内     訳 

食糧費 32,695 昼食代 1000 円×30 人(案内者、ドライバー含み) 

車中配布用お茶（88×30 人）2,695 円 

報償費 16,506 5,000 円×1 人（講師謝礼）訪問先 お土産 菩提寺、

案内者 講師返礼 2,006 円 岩渕正之助さん返礼 2,000

円 

お布施 5,000 円 

委託料 98,500 大型バス 98,500 円  

保険料 5,600 200 円×28 人 

通信費 1,260 はがき代 

借上げ料 1,000 町井ふるさとセンターおでって会場料 

計 155,561  

 

 

 

 

 



 

薄衣氏の歴史講座アンケート結果 
参加 33 名(講師・事務局含み) 対象 28 名 回答 25 名 回答率 8９% 

「薄衣氏の歴史講座」にご参加いただきありがとうございます。 
ご面倒をおかけしますがアンケートにご協力をお願いします。 

当てはまるものに〇印をお願いします。複数に〇を付けても構いません。 
お帰りの際に、担当者にお渡しくださるようお願いします。 

 

１ 今回参加した理由をお聞かせください。 

①  誘われたから                 ６ 

②  歴史に興味があったから            ５ 

③  地元の歴史を学ぶ良い機会だったから     １１ 

④  自分のルーツに関する内容だったから     １０ 

⑤  東和作戦会議の活動に興味があったから     ３ 

⑥  その他

（                              ） 

２ 今回の講座に参加した感想は？ 

①   講義内容が良かった             １１ 

②  現地研修が興味深かった           １９ 

③  大体知っていたが新しい発見があって良かった  ７ 

④  自分が思っていたものとは違っていた      ０ 

⑤  あまり参考にならなかった           ０ 

⑥  その他 

  ・ちょっと難しかったかな？ 

  ・系図が良く分からなかった 

  ・薄衣城に行けず残念 

３ 東和の歴史について特にどんなことが知りたいですか？  （複数回答可） 

 一揆の歴史              ８→4 位 

 町内の城跡             １１→2 位 

 神社仏閣              １２→1 位 

 阿弖流為と東和地域の関わり      ８→4 位 

 安倍一族の歴史            ９→3 位 

 丹内山神社の歴史           ８ 

 農民・商人の暮らし          ３ 

 生活文化               ４ 

 自分のルーツに関すること       ６ 

 その他 

        ・隠れキリシタン 

・ ご祝い 

・ オペラ歌手伊藤敦子 

・ わらべ歌とその背景 

 



 

 ４ 皆さんがお住まいの地域に、紹介したい歴史的な言い伝えや、古くからの習わ

しなどがありましたらご記入をお願いします。 

 

   地域名 風習・言い伝えなど   

・神楽に関すること 

・館迫(立石も含)の地名の由来 

・天保の百姓一揆のお墓 

・江刺街道のルートが知りたい 

・たぶん全域＝正月行事と、その前後の農業関係予祝行事、さらに旧村毎ぐら

いの範囲ごとの差異 

 

５ 今回参加したご感想を自由にお書きください。 

   東和おもしろ学に関することでも構いません。 

・同窓生グループ Line に話題提供したら、皆さん興味津々でした。 

・地域振興課の歴史講座、東和の歴史と文化財を学ぶ会との連携・調整を。 

   ・自分の一族の歴史を知り学ぶことができて、とても興味深い体験でした。 

    また薄衣氏のことについて学びたいですね。 

   ・講和の時間が短く、内容が十分理解できなかった。 

   ・私共のルーツに関わる内容だったので大変参考になりました。計画いただい

た東和作戦会議の皆様方にお礼申し上げます。 

   ・なごやかな雰囲気がとても良かった。農家レストランぬくもりのへ坂は、心

臓が飛び出しそうだった。良く登った(79 歳) 

   ・あらためて歴史をたどることがなかったので良かったです。 

   ・薄衣氏の歴史大変興味深く勉強になりました。 

   ・あいにくの雨で城跡に行けなくて残念でした。スタッフの皆さんお世話様で

した。 

   ・薄衣照雄さんのお話の中で、古い古文書等が出てきたものを世間に発表する

ことで、それまでの、ある程度歴史の事実として定着した事実を変えられた

くなくて偽物呼ばわりしたり、ないものにしたり、果ては岩手大学に寄贈し

てしまい二度と見られなくなる資料等があることを知り、大変残念に思った。

今日は学ばせていただきありがとうございました(寿) 

・今日のように各氏ごとのルーツを訪ねる旅をすれば集客もしやすいし、一族

ごとの結び直しの機会になれば幸い。 

・祖先を思う気持、川崎から東和へ定住するまでの思い、子孫へ語り継ぐ難し

さ、いろいろ考えさせられました。また機会があったら参加したいです。敗

れたものの歴史は残らないということを実感。 

・聞きたいと思っていたことだったので、とても良かったです。途中で終わっ

たのでまた機会があればと思っています。 

・薄衣城へ自由散策でも良かったので時間を取ってほしかった。その他は申し

分なかった。事務局関係者様ほんとうにありがとうございました。 



 

★歴史講座２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9：00 道の駅とうわ集合 出発(マイクロバス) 
９：30 東和町安俵 安俵城跡（車中見学） 

小原氏の歴史について講義 
10：00 高舘移動(バス下車徒歩にて) 

舘跡見学開始 
11：00  二子城跡見学（短時間） 
11：30  更木舘（しらゆり公園）車中見学 
12：00  道の駅とうわ 到着解散 

 

 

 

 

 

 

歴史の風をまとい、未来へはばたこう 

東和おもしろ学ツアー 歴史講座 

安俵城主 

小原氏の歴史 

花巻市文化財専門官中村良幸さんと歩く安俵高舘跡 

令和元年１２月２日(月)９:００～12:00道の駅とうわ発着 
           主催：（一社）東和作戦会議 

                    共催：東和の歴史と文化財を学ぶ会 
 

 安俵城＝土沢の南 1km の地、比高 7m の
丘陵上に位置する。 
城域は大きく南北二つに分けられ、
北側半分は連郭式に一ノ郭・二ノ郭・
三ノ郭、と南北に区切られている。 
それぞれの郭は堀によって囲まれて
おり、一部には土塁も利用されてい
る。 
南半分は城内町と呼ばれ、城下町が
形成されていたものと思われる。 
安俵の城郭を守るように二つの舘が
ある。 

押蕪舘＝安俵愛宕神社を含む尾根に「押
蕪墳墓」と呼ばれる方形の近代墓二
基あり 

★高舘＝擬押蕪舘の南側にあり、尾根上
に九郭以上の平場がある典型的な連
郭式山城。 

今回は高舘跡を見学。主家和賀氏との関わ
りについても学習します 

≪ 参 加 費 ≫ 

東和おもしろ学会員 無料 
東和の歴史と文化財を学ぶ会会員無料 

東和おもしろ学 新会員 2,000 円(家族会員 1 人 500 円) 

≪参加・入会申込先≫ 

（一社）東和作戦会議事務局 多田悦子 

電話 090—4317—2559 



 

 ≪安俵城≫ 

安俵城は坂上田村麻呂により築城されたという伝承が残るが、その確証を示す資料は無い。 

確実なところでは、谷内の丹内山神社にある室町時代の棟札に「安俵玄蕃頭平義重」という名が

残されており、その頃からこの地は安俵氏の支配下にあったものとされる。 

－和賀氏の重臣・小原氏の居城－ 

 安俵氏は和賀氏の重臣である小原氏と同族であるとされる。小原氏の出自は不明であるが、在

郷の豪族であるとも、和賀氏に従って入部した一族であるともされている。 

小原氏は当初、狭良城（更木城）に移住したが、小原氏の初代・義郷の代には倉沢城に移住した。

その後、二代・政継は応永 7 年（1400）、安俵城に居城を移した。 

－和賀氏の没落－ 

 天正 18 年（1590）、豊臣秀吉の奥羽仕置において主家である和賀氏が所領没収となると、小原

氏 10 代・忠秀もこれに従って追放された。小原氏が去った後、この地は南部氏が領有する事とな

り、安俵城には南部氏の家臣・中野修理直康（九戸政実の弟）が城代となって管理したが、天正

20 年（1592）に破却された。 

その後、慶長 5 年（1600）の関ヶ原合戦の際、南部領内にて和賀一揆が勃発した。これは伊達政

宗が和賀氏旧臣を煽動し、和賀氏旧領にて蜂起させたものとされ、この一揆において忠秀は旧主・

和賀忠親に従って、かつて江刺氏の家臣であった原体主膳が守る安俵城を攻撃した。 

 しかし、あえなく一揆は南部勢により鎮圧され、翌慶長 6 年（1601）に和賀忠親と共に伊達領

の仙台にて死去した。その死は自害とも、一揆の扇動の発覚を恐れた政宗による謀殺ともいわれ

る。安俵城は土沢の南 1km の地、比高 7m の丘陵上に位置する。 

城域は大きく南北二つに分けられ、北側半分は連郭式に一ノ郭・二ノ郭・三ノ郭、と南北に区切

られている。それぞれの郭は堀によって囲まれており、一部には土塁も利用されている。 

南半分は城内町と呼ばれ、城下町が形成されていたものと思われる。 

≪二子城≫ 

二子城は和賀氏代々の居城として知られる。中心部分に「白鳥館」と呼ばれる城主の居館が存

在し、周辺には家臣団の屋敷が配置されていた。1590 年（天正 18 年）、和賀義忠は小田原合戦

に参陣しなかったため、豊臣秀吉による奥州仕置で所領没収となったが、秀吉の軍勢が帰還する

と、葛西氏や大崎氏の旧臣が旧領回復のために蜂起し（葛西大崎一揆）、義忠らもこれに呼応し

て二子城を奪い返した（和賀・稗貫一揆）。しかしこの一揆は伊達政宗・蒲生氏郷らによって鎮

圧され、義忠は逃亡途中に殺されたといわれる。現在城址は「飛勢
と ば せ

城公園（市立公園飛勢城跡）」

として整備されており、土塁や堀切などの遺構が確認できる。また、大手門は南部氏が花巻城に

移したとされている。 

≪更木舘跡（現しらゆり公園）≫ 

更木館は和賀氏の居館であり、黒岩城から本拠を移したとされる。さらに後には更木館から

二子城に居城を移したという。地元では館主として多田（和賀）式部太輔忠明の名が伝わって

いる。和賀氏が二子城に移った後は、和賀氏の重臣である八重樫源蔵が居館した。その後も更

木館には家臣が居を置いていたものと思われる。 

 

  

 

花巻市市民団体等活動支援事業活用 



 

和おもしろ学ツアー「小原氏の歴史講座」実施報告書             

           提出日  令和元年１２月 ４日 

                           提出者  多 田 悦 子  

タイトル 
 

歴史講座２  東和おもしろ学ツアー安俵小原氏の歴史講座 

目  的 東和町内の歴史秘話を探訪する。東和町安俵の小原氏の歴史にスポット

を当て、山城高舘跡を見学し、主家和賀氏とのかかわりを学ぶ。さらに東

和町との交流がある川崎東和ＯＢ会の皆さんの岩手訪問にあわせ、東和

ツアーの一環として実施する。 

実施期日 令和元年１２月２日(月) 

実施場所 東和町安俵城跡、山城高舘跡、北上市二子城跡、更木館跡 

内  容 

 

講師：花巻市総合文化財センター 文化財専門官  

   中村良幸さん（花巻市小舟渡 76－１１－Ａ）  

 

参加者：30名（おもしろ学会員 10名、新会員 17名（川崎関係 8名含み）

東和の歴史と文化財を学ぶ会会員 3名） 

行程：道の駅東和発着（9：00）＝安俵城跡（9：10）＝高舘散策（9：30）

＝北上市二子城跡（11：30）＝更木舘跡（12：10）車中より＝道の駅と

うわ（12：30）道の駅味処とうわ 希望者のみ昼食会（～13：30） 

東和地域と交流の深い、川崎市教職員組合ＯＢ会のみなさんが会員登録。 

地元会員とともに交流を兼ねて実施した。高館の現地見学では、1 時間に

わたり山の斜面を歩き通しだったが、当時の山城の存在意味や敵を防御

するための工夫など中世の城づくりの実態を学んだ。また、和賀氏の家

臣であった小原氏の足跡をたどるため、北上市二子町の二子城跡を見学

した。  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

経  費 

収  入 

項  目 金  額 内     訳 

会費 30,000 新入会会費 2,000 円×15 人 

 1,000 家族会員    500 円×2 人 

負担金 29,725 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

計 60,725  

 

支  出 

項  目 金  額 内     訳 

需用費 5,280 消耗品キャノンＯＡインク 326+325 6ＭＰ 5,280 円 

報償費 5,000 5,000 円×1 人（講師謝礼） 

委託料 49,500 大型バス  

保険料 5,600 200 円×28 人 

通信費 945 官製はがき @63×15 枚 

計 60,725  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

安俵小原氏の歴史講座アンケート結果 

参加３０名（講師事務局含み）対象２６名 回答 26 名 回答率 100% 
「安俵小原氏の歴史講座」にご参加いただきありがとうございます。 

ご面倒をおかけしますがアンケートにご協力をお願いします。当てはまるものに〇印をお願いします。複数

に〇を付けても構いません。お帰りの際に、担当者にお渡しくださるようお願いします。 

 

１ どちらからご参加ですか？ 

①  東和町内 １５     ②東和町外８（・花巻市内２  ・その他 ６ ） 

２ 今回参加した理由をお聞かせください。 

⑦  誘われたから             ６ 

⑧  東和地域の歴史に興味があったから  １７ 

⑨  安俵小原氏に興味があったから     ８ 

⑩  自分のルーツに関する内容だったから  ２ 

⑪  東和作戦会議の活動に興味があったから ５ 

⑫  その他１（東和交流                       ） 

３ 今回の講座に参加した感想は？ 

⑦   講義内容が良かった               １２ 

⑧  現地研修が興味深かった             ２１ 

⑨  大体知っていたが新しい発見があって良かった    ３ 

⑩  自分が思っていたものとは違っていた        １ 

⑪  もうひと工夫あればよかった（具体的に   ）   ０ 

４ 今後どのような講座があったら良いと思いますか？（複数回答可） 
①  歴史に関すること      １６ 

  ・藩境等番所の歴史 藩政時代の東和 
  ・丹内山神社 三熊野神社に関すること 
  ・毘沙門のカラスの小正月 
  ・押蕪館  
  ・丹内山神社の過去                                  

②  生活文化に関すること     ７ 
  ・江戸時代の東和の風俗 
  ・土沢城 江刺氏 
  ・方言 東和弁 
  ・東和町の今の産業と文化について 

③  自然に関すること       ７ 
・白山のミステリー坂 

④  ものづくりに関すること    ９ 
  ・オリジナルの木工細工など 

⑤  芸術、郷土芸能等に関すること ７ 
  ・神社と神楽 

⑥  東和の偉人に関すること    ７ 
  ・産業振興に尽力した人 
  ・産業を導入した先人 

  ・萬鉄五郎の友だち 

 

 

 

 

 

 



 

５ 講座参加費について伺います。年会費としてどの程度が妥当だと思いますか。 

① 1,000 円以下 →３人 ② 2,000 円 →１３人 ③ 3,000 円 →４人 

 ④ 興味があることならいくらでも→ １人 (何回実施するかによるが) 

６ 今回参加して感じたことをご自由にお書きください。東和おもしろ学に関する 

   ことでも構いません。 

   ・地元学をますます深めてほしい。若い人たちにもっと参加してもらい、郷土

の歴史と文化に誇りをもってほしい。   

   ・百聞は一見にしかず。現地研修最高です。 

   ・木の実拾い、動物の痕跡見つけも楽しかったです。自然に出来たものではな

く造られたものだということは、教えてもらわないとわからないことだった

ので、とても勉強になりました。他の場所でもそんな目で見ていきたいと思

いました。ありがとうございました。 

   ・事務局さま たいへんご苦労様でした。感謝申し上げます。 

   ・座学も良いが、今回のようなツアーも楽しかったです。 

   ・今回参加して東和町に住んでいても知らないことばかりで、とても良い経験

でした。山も久しぶりに登り、安俵小原氏、二子城跡、更木館跡いろいろ勉

強になりました。また参加したいです。 

   ・歩くのが遅くご迷惑おかけしました。ただし、到着すると先生の話が始まっ

ていて、お話を全部聞くことができなかったのが残念でした。 

   ・山の中、集団行動ができにくく、講師の先生のお話が聞き取りにくかったの

が残念でした。 

   ・参加者の年齢を考えると、コースがきつかった。 

   ・山城の防御施設についての解説がとても良かったと思います。山城を攻める

兵士の苦労が体感できました。 

   ・自分が暮らしているところでも、いろいろ知らないことばかり。勉強になり

ました。みんなで行くからあのようなところも歩けました。楽しかったで

す！！ 

   ・東和のおもしろ学は奥が深いと思います。まだまだ、歴史上の事柄は出てき

そうですね。芸能 歴史にも興味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

★ガイド・語り部講座 

ツアーガイド養成講座実施企画 

 

１ 目  的  東和地域に観光客を呼び込み、誰もが、観光スポットや文化、歴史、史跡

などのガイドができるようになることを目的に、花巻市内の観光ガイドの実

情を学び、ガイド実践者との交流を行う。 

２ 共  催  東和の歴史と文化財を学ぶ会 

３ 実施期日  令和２年１月２１日（火） １３：３０～１５：００ 

４ 場  所  東和コミュニテイセンター 会議室 

５ 講  師  花巻市観光協会 花巻おもてなし観光ガイド 

        葛岡貞典さん（東和おもしろ学会員） 

６ 内  容  ①講義   

タイトル 「花巻の観光ガイドの活動とガイド実践のノウハウ」 

        ・花巻市の観光ガイドの活動について 

        ・観光ガイドを行うことになったきっかけ 

        ・ガイド初心者へのアドバイス 

・観光ガイドを行っていくうえでの課題 

        ②交流     

・質疑応答   

        ・ツアーガイド講座に参加した感想 

        ・東和地域内の観光スポット紹介（東和作戦会議） 

 ７ 参集範囲  東和のガイドを行ってくれそうな方々に声をかけ集まってもらう 

 

    ・東和交通観光から                  

    ・東和温泉又は道の駅とうわから            

    ・歴史と文化財を学ぶ会                 

    ・地域おこし協力隊      

    ・おもしろ学会員及び事務局               

     計２０人程度 

 ※東和おもしろ学会員へ案内送付 

 ※その他参集者へは事前に打診したうえで案内文を送付する 

  

 

 

 



 

東和おもしろ学「ツアーガイド講座」実施報告書            

             提出日 令和２年１月２３日 

                    報告者  多 田 悦 子  

 

 

タイトル               ツアーガイド講座 

目  的 

東和地域に観光客を呼び込み、誰もが、観光スポットや文化、歴史、史跡

などのガイドができるようになることを目的に、花巻市内の観光ガイドの

実情を学び、ガイド実践者との交流を行う。 

実施期日 令和２年１月２１日(火) １４:３０～１５：３０ 

実施場所 東和コミュニティセンター第 1 会議室 

内  容 

１ 共  催  東和の歴史と文化財を学ぶ会           

２ 講  師  花巻市観光協会  

花巻おもてなし観光ガイド 葛岡貞典さん     

（東和おもしろ学会員）花巻市葛 10-141 

３ 内  容  講義   

タイトル 「花巻の観光ガイドの活動とガイド実践のノウハウ」 

・花巻市の観光ガイドの活動について 

   ・観光ガイドを行うことになったきっかけ 

   ・ガイド初心者へのアドバイス 

・観光ガイドを行っていくうえでの課題 

・質疑応答   

   ・ツアーガイド講座に参加した感想 

   ・東和地域内の観光スポット紹介（東和作戦会議） 

４ 参加人数  講師含め２２名 

※ 事業期間内に実際のガイド体験をする機会を設ける 

 

 

 

 



 

経  費   

 

＜収 入＞ 

 

項 目 金 額 摘   要 

会 費 4,200 資料代 200 円×2１人 

負担金 2,800 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

合  計 7,000  

 

＜支 出＞ 

 

    項 目 金 額 摘   要 

報償費 5,000 講師謝礼 1 名 

食糧費 2,000 お茶代甘酒 ２ℓ×1,000 円 

合  計 7,000  

 

 

 

 

 
 

 

 



 

ツアーガイド講座アンケート結果 
 参加２２名（講師・事務局含み） 対象１７名 回答１７ 回答率１００％ 

この度は「ツアーガイド講座」にご参加いただきありがとうございます。ご面倒をおかけします

がアンケートにご協力をお願いします。当てはまるものに〇印をお願いします。複数に〇を付けて

も構いません。 

 

１ 今回参加した理由をお聞かせください。 

⑬  誘われたから                    ８ 

⑭  ツアーガイドに興味があったから           ７ 

⑮  他団体の活動を知る良い機会だったから        ２ 

⑯  東和作戦会議の活動に興味があったから        ４ 

⑰  その他（                     ） 

２ 今回の講座に参加した感想は？ 

⑫   講義内容が良かった                 ４ 

⑬  花巻市全体の観光ガイドの内容が分って良かった    ９    

⑭  東和地域に限定した内容の方が良かった        ３ 

⑮  実際にやってみたいと思う気持ちが沸いてきた     ０ 

⑯  実際に自分がやるのは難しいと思った         ４ 

⑰  その他（・難しかった               ） 

３ 今後更に講座を実施していくとしたらどのような方法が良いでしょうか？   

①  講師を招いて今回のような講座を開く             ６ 

②  実際に観光ガイドの方に案内してもらいながら現地学習をする １１ 

③  東和地域の観光名所や観光スポットのあぶり出しをする     ８ 

④  実際に観光ガイド体験をする                 ５ 

⑤  その他 

(講師は淡々とした語り口調であるが、時々ユーモアの落とし穴がありました。魅力的なお

話でした) 

 ４ 今後ツアーガイド講座を開催する際にご連絡しても差し支えありませんか 

①  差し支えない                       １３ 

②  友人なども誘って参加したい                 １ 

③  連絡は特に必要ない                     ２ 

④  その他                           ２ 

５ 今回参加したご感想を自由にお書きください。 

・場所に関わらずガイドをする心構えややり方を知りたかった 

・ちょっとした雑学を学べて良かったです 

・ツアーガイドも面白がることが大事だと感じました。学者のような知識はあまり 

 必要ないかも。ルーツを知っていることは必要だと思います 

・歴史は深く リンクさせると面白い 

・ガイド養成をするのか、何をするのか不明 

 



 

東和おもしろ学「ツアーガイド現地体験」報告書 
 
１月２１日に開催した「ツアーガイド講座」の際に「ツアーガイド現地体験」を開催することになり下

記のとおり実施した。 

記 

１ 開催期日  令和２年２月２０日(木)  ９：００～１２：００ 

２ 開催行程  道の駅とうわ 9：00～胡四王山～賢治詩碑～羅須地人協会～道の駅とうわ 11：10  ※
昼食会 味処東和（昼食代各自負担）12：00 解散 

３ 内  容  「ガイドの活動とガイド実践のノウハウ」 
        講師 花巻市観光協会花巻おもてなし観光ガイド 葛岡貞典さん 
     日程に従い、講師からガイドのポイントなどについて学んだ。ツアーガイド講座受講者 10 名

講師 1 名計 11 名参加。賢治ゆかりの地を巡るということで、車中では「精神歌」の合唱を行
うなど終始和やかに行われた。終了後は『味処とうわ』で昼食を取りながら、感想などを話し
合った。 

   ≪参加者感想≫ 
   ・東和町外から参加した。何故か東和に来やすく、図書館も東和を利用して 

いる。そこで、おもしろ学を知り参加するようになった。身近な歴史に触 
れることができて、とても良かった。 
（小山田振興センターの講演会にも行ってきた。講師がとても良いことを 
話していたので参考にと、その時のチラシをいただいた） 

   ・U ターンで東和に帰ってきて、当時何も知らなかったが、歴史と文化財を学ぶ会でいろいろ学ん
だ。お客さんが来た時に、東和地域内など案内ができるようにガイドのコツを学びたいと思って
いた。今回参加できてよかった。 
・ 北海道に赴任していたときに鉱山案内のガイドをした経験があり、今回のガイド講座を参考

にさらにガイドにも目を向けていきたい。 
・ 昔、毒沢から賢治の史跡見学に歩いて行った思い出がある。胡四王山や賢治についてある程

度知っていても、ガイドする方の知識やガイドの仕方でまた違ったことを知ることができる。 
・ 東和出身で、今は他市に住んでいるが、東和の歴史に興味がある。今回の賢治をめぐるツア

ーガイドも参考になった。 
・ 近くに有名な観光地や観光施設があってもなかなか機会がないと行けないが、今回初めて行

ったところもありとても良かった。 
・ 胡四王山、賢治記念詩碑など小学校以来。初めて行ったような感じでとても新鮮で勉強にな

った、 
   ・トイレの場所を教えておくとか、見学ルートや所要時間にも配慮したり、ガイドポイントが示さ

れていてとても参考になった。 
   ・ガイド体制の継続のためには、ガイドの有償化やガイド先からのリベートなど、ボランティアの

みに頼らない方向も検討が必要だと思う。 
  ≪講師から≫ 
   その人なりのガイドの仕方があり、正解はない。個性を生かしてガイドしていくことが良いガイド

をするコツとも思う。 
ポイントをつかんでおくとガイドがやりやすい。東和にはたくさん良いところがあるので、どん
どん紹介していくと良いと思う。自分も、おもしろ学会員なので、今後は皆さんから指導してい
ただきたい。 

８ 決 算 
  収 入 

項 目 金 額 摘 要 

負担金 34,700 東和おもしろ作戦会議・市民団等活動体支援事業 

合 計 34,700  

  支 出 

項 目 金 額 摘 要 

報償費 5,000 講師謝礼 

委託料 29,700 マイクロバス(17 人乗り) 

合 計 34,700  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正月 2 日の蘇民祭で、蘇民袋を奪い合う男たち
が、勇壮に駆け降りる北の参道・石段。 

胡四王山に六つあるという珍木のひとつ、二人で
触ると愛が成就すると言われる「愛染の杉」 

宮沢賢治記念詩碑（羅須地人協会跡） 

明治 45 年頃祖父の隠居所として建てられ、その後妹トシの
療養所、そして大正 15 年賢治居住、羅須地人協会として 2
年余使用された。高村光太郎揮毫の詩碑がある。建立後、判
明した誤りを正すために、光太郎の追刻が行われたという珍
しい詩碑。 下ノ畑も遠望 

道の駅とうわの「味処とうわ」で
昼食をとりながら、感想発表。お
天気にも恵まれ、愉しいひととき
を過ごした参加者,笑顔がほころぶ  

花巻農業高校そばに移築された現在の「羅須地人協会」。冬
季は閉館となっているため、中を見ることはできなかっ
た。建物内部は当時の間取りとは若干違っているが、庭園
の石碑には精神歌が刻まれ、賢治のスピリットは今も引き
継がれている。 
花農同窓会が移築、庭園整備 



 

２０１９とうわ産業まつり出展企画書 

 

開催日時 １１月 ９日(土)10:00～16:00 

             10 日（日）10:00～15:30 

１ 目   的 

 当社の活動を地域に PR し、理解してもらうことにより、充実した農旅効果に繋げる。 

 

２ 出展内容（案） 
（１）農旅紹介コーナー 
 速報展示                         

  一般社団法人東和作戦会議 パンフレット           
  ツアー及び視察等受入状況                
  簗の上プロジェクト紹介                   

（２）東和のお土産開発コーナー 
 お土産品開発ワークショップの経過展示            
（３）東和棚田のんびりラン写真展コーナー            

 （４）東和おもしろ学実施経過展示 
 ・草木染成果品展示                    
 ・巨木巡り写真展                       

  ・郷土食「こびり」 子や孫に伝えたい行事＝本で紹介     
   我が家に伝わる郷土食、自慢料理などを立ち寄った人に記入してもらい張り出す。 

（５）上映コーナー（プロジェクター、スクリーン必要） 
東和棚田のんびりラン２０１８ 前年度の長バージョンドローン映像  

  

３ 予   算 

 

 東和おもしろ学事業から 12,000 円 
 草木染展 5,000円 

写真展  5,000円 
 郷土食展  2,000円 

   

 

４ 駐車場 
 コミセンの前が関係車両駐車場 
  8 日 大石、多田 
  9 日 大石、役重、多田  3 台確保 

10 日  大石、多田    3 台確保 
11 日 多田 

 

 

 

 

 

 



 

映写棚田ラン

スペース 

４ 農旅ブースレイアウト  

  

ステージに向かって右側の壁寄り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 農旅ブース 従事者 

１１月 8 日（金）  準備作業 
          大石文子 多田悦子 
        
１１月 ９日（土）  役重眞喜子 大石文子 多田悦子   
１１月１０日（日）  大石文子   多田悦子  
    
1１月１１日（月）  後片付け 

多田悦子  

 

 

 

パ
ネ
ル

 パ
ネ
ル

 

机 
机 

看板 

巨木巡り写真展１０点額入り 

縁台 

東
和
作
戦
会
議 

写
真
展 

草
木
染
作
品
展 

草木染作品展示 

東和作戦会議紹介 

 

スクリーン

ん 

お茶 

テーブル 

 

映写台 

壁 

裏出入り口 

空間ディスプレイ 

草木染ショール１０点 

その他、独自作品数点 

机 

簗の上プロジェクト写真紹介 

髙橋典人担当 



 

◉ 必要物品準備関係 

項  目 必要物品 内    訳 個数 担 当 

総 合 
消耗品 
看板類 
会場ディスプレイ 

模造紙 
筆記用具 
付箋 
縁台、緋毛氈 
看板 
休憩用お茶、テーブル等 

 
多田 
（８日トラックで搬
入） 

農旅紹介 速報 1 号～9 号 10 部 多田  〃 

 紹介パンフ  10 部 多田  〃 

 
ツアー視察受入状況紹介 
関係 

東和のパワースポット巡り 
JA 花巻女性部ツアー6/1   
日居城野関係（写真）10/2 
東和農旅プラン 
いいなはんふるさと教室秋 9/18 

布目の里農泊推進協議会（写真）

9/30 

各 1 部 

藤井  
菅野  
菅野   
大石  
 

大石、菅野、多田〃 

 
アートクラフトフェア紹
介関係 

写真集 1 部 
役重、小田、多田 
    

 
やなのうえプロジェクト紹

介関係 

2020 年本格オープンに向けて 
（模造紙） 

2 枚 髙橋典人  

東和のお土産品
開発 

ワークショップの経緯関
係 

速報により紹介 
成果品棚田セット 

１セッ
ト 

多田    

東和棚田のんび
り Run 

２０１９年の写真展関係 模造紙 1 枚 役重    〃 

 
２０１８年の長バージョ
ンドローン映像関係 

映写機 
ドローン映像 

 
多田 東和図書館  
役重    

東和おもしろ学 東和弁ゼミな～る関係  

写真集 
堰根佶さん書籍  
民族行事使い慣れた言葉 
ふる郷に伝わる使いなれた言葉（方言） 

ふる郷の「ムラ」の移り変わり 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

多田 大石 
８日セッティング 

 草木染講座作品展 
写真集、作品 
フック、紐、ハンガー、木製イス、
籠 

 
多田 大石 
８日セッティング 

 東和の巨木巡り写真展 
巨木巡り参加者の中から希望者
の作品を展示する。 
額入り又は黒い模造紙に貼る 

予定 
２０点 

多田 大石 
８日セッティング 

 

郷土食「こびり」    
子や孫に伝えたい行事＝
本で紹介 
立ち寄った方に想いでの
家庭料理あるいは自慢の
家庭料理を記入・ 

関係図書、 
記入用付箋（大） 筆記用具 
貼り付け用模造紙 

５ ~ ６
冊 
２セッ
ト 
１枚 

菅野 
多田 
８日セッティング 

 
 
 
 

 
 

  

 
 
 

 

 

 

 



 

東和おもしろ学・産業まつり実施報告書             

             提出日  令和元年１１月１１日 

                 提出者  多 田 悦 子    

タイトル               東和の産業まつり 2019 出展 

目  的 当社の活動を地域に PR し、理解してもらうことにより、充実した農旅効果に繋げる。 

実施期日 令和元年１１月９日(土)10 日(日) 10:00~16:00（2 日目～15:30） 

実施場所 東和体育館 

内  容 

 出展内容 

（１）農旅紹介コーナー 
 速報展示                         

  一般社団法人東和作戦会議 パンフレット           
  ツアー及び視察等受入状況                
  簗の上プロジェクト紹介                   

（２）東和のお土産開発コーナー 
 お土産品開発ワークショップの経過展示            
（３）東和棚田のんびりラン写真展コーナー            

 （４）東和おもしろ学実施経過展示 
 ・草木染成果品展示   ・巨木巡り写真展  ・郷土食「こびり」 子や孫に

伝えたい行事＝本で紹介     ・我が家に伝わる郷土食、自慢料理などを収集。 
（５）上映コーナー（プロジェクター、スクリーン必要） 

東和棚田のんびりラン２０１８ 前年度の長バージョンドローン映像  
 （６）東和弁収集 

経  費                                      

収  入 

項 目 金 額 内     訳 

負担金 7,773 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

計 7,773  

支 出   

項 目 金額 内     訳 

消耗品 3,040 展示用背景紙 ラシャロール４セット ＠760×４(税込み)  

765 展示用クリアブック ＠382.5×２(税込み)  

1,328 草木染展示クリップ ＠664×２セット(税込み) 

 2,640 写真展 写真プリント代 @826×4 枚 

計 7,773  



 

★東和おもしろ学学園祭 

東和おもしろ学 学園祭企画 

１ 目的 花巻市民団体等活動支援事業補助金活用事業の集大成として実施。会員の親睦を
図る。 

２ 日時 令和 2 年 2 月 24 日（月・振休）午後 1 時 30 分から 3 時 30 分 
３ 会場 東和コミュニティセンター和室 
４ 内容  

①  展示コーナー 
〇活動ポスター10 枚程度 
〇東和の巨木写真展（2 月 1 日から 24 日まで）最終日に外して各自持ち帰る。 
〇おやつアンケート 
〇速報 

②  東和の巨木巡り写真コンクール表彰式 
③  「土澤の熊」朗読劇   劇団よぐまんづ東和町 
④  交流会 

 おもしろ学会員はじめ参加者の親睦交流 （お茶と地元のこびり） 
 ツアーガイドお試し実演など 

５ 参集範囲 
    〇 東和おもしろ学会員  

○ 一般社団法人東和作戦会議 理事 社員招待者 
花巻市 東和総合支所支所長 
東和荘デイサービスセンター所長 
講師陣（工藤順子さん 大和久彰さん 多賀谷真吾さん 薄衣照雄さん 
    中村良幸さん 葛岡貞典さん） 
東和野鳥の会 代表 斎藤秋雄さん 
東和の歴史と文化財を学ぶ会 代表 平野保さん 梅原無石さん 
劇団よぐまんづ東和町 代表 晴山准子さん他 
東和町総合サービス公社 

６ 次第 
① 開会 
② 代表理事あいさつ 
③ 来賓祝辞 
④ 講師陣紹介 
⑤ 「東和の巨木めぐり写真コンクール」表彰式  
⑥ 歴史朗読劇「土澤の熊」 劇団よぐまんづ東和町公演 
⑦ 交流会（対象講座 受講者感想発表など） 
⑧ 閉会 

 
７ その他 
     閉会後東和の巨木写真展の写真撤去作業 
     出展者にも手伝ってもらい、出展者持ち帰り。 
８ 申込み期限 
     令和２年２月１７日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 予算 

＜収入＞ 

項  目 金 額 摘  要 

参加費 10,000 ＠５００×２０人（招待者以外） 

負担金 60,240 東和作戦会議・市民団等活動体支援事業 

合  計 70,240  

 
＜支出＞ 

項  目 金 額 摘  要 

報償費 55,000 公演謝礼 劇団よぐまんづ東和町       
シナリオ作成料   〃 

食糧費 15,000 東和のこびり＠４００× ３０人 
飲み物＠１００×３０人 

使用料 240 和室暖房料 ＠120×2 時間 

   

合  計 ７0,240  

   
  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 花巻市民団体等活動支援事業補助金を活用し実施した「東和おもしろ学」の集大成として、事業の振り
返りと今後の方向性を探り、会員の親睦を図るため「学園祭」を実施しました。会員２０名その他６名劇団員
８名計３４名が参加。代表あいさつの後、精神歌を参加者全員で斉唱。写真コンクールの表彰式などを行い
ました。さらに東和作戦会議企画、劇団よぐまんづ東和町作成による歴史朗読劇「土澤の熊」の上演を行い
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 決 算 

こびり「ひな饅頭」で交流会 

東和おもしろ学 学園祭開催報告 

2020年 2月 24日（月・振休）東和コミュニティセンターセンター和室 

 
あいさつ 
おもしろ学学園長 
東和作戦会議薄衣代表理事 

 
昨年 6月から実施してきた東

和おもしろ学は東和を知り、発信、
伝承する目的で活動してきた。学
園祭は、これまでを振り返り、次に
進めるために行うもの。反省点や
ご意見をいただきステップアップし
ていきたい。 

 

東和の巨木写真コンクール表彰式 
表彰状を受け取る準特選の平野保さん（右奥） 
特選 1点、準特選 2点、入選 4点 
特選には審査員多賀谷慎吾さんの写真集と同ポ
ストカード。準特選、入選者にもポストカードが送
られました。 

歴史朗読劇「土澤の熊」上演 天保時代の一揆のエピソードを朗読

劇に作成。作・「劇団よぐまんづ東和町」演出：熊谷恵 

荒くれ者のクマは、母の言葉でまっとうに生きることを決意するが、一揆
に巻き込まれそうになった仲間を助けるために、封印してきた荒ぶる心
を解き放ってしまう。そして・・・ 

上演後、参加者の中から役者を募り、最後のシーンを上
演。突然の役者指名にも、動じることなく堂々と演じる「お
もしろ学会員」 
≪配役≫写真右から 
おんつあま＝平野保さん。 おかぁ＝下明久美さん。  本
家のじさま＝今橋克寿さん。 よめご＝千葉まゆみさん。 
補助 スケさん、ジュンちゃん 

≪キャスト≫ 
写真右から 語り部＝准ちゃん。おかぁ＝和ちゃん。 
本家のじさま＝助さん。嫁ご＝富貴ちゃん。クマ＝タカヒロ。 
役人＝たかちゃん。おんつぁま＝ゆうちゃん 
演出＝熊さん 



 

＜収入＞ 

項  目 金 額 摘  要 

参加費 10,000 ＠５００×２０人（招待者以外） 
作戦会議 424 繰入 

合  計 10,424  

 
＜支出＞ 

項  目 金 額 摘  要 

公演謝礼 5,000 劇団よぐまんづ東和町  

茶菓代 5,064 
東和のこびり＠130×35人   4,550 円 
飲み物 1.5ℓペットボトル 3本 514円 

暖房使用料 360 和室 ＠120×３時間 

合  計 10,424  

おもしろ学学園祭アンケート 
 

この度は「学園祭」にご参加いただきありがとうございます。 

ご面倒をおかけしますがアンケートにご協力をお願いします。 

当てはまるものに〇印をお願いします。複数に〇を付けても構いません。 

お帰りの際に、担当者にお渡しくださるようお願いします。 

参加 20 名回答 15 名回答率７５％ 
１ あなたは次のどの項目にあてはまりますか？ 
 

⑱  おもしろ学会員（年会費 2,000 又は 500 円を納めた方）           １０ 

⑲  会員ではないが、何回か参加したことがある                 ０ 

⑳  講師として参加した                            ２ 

21  共催、協力団体として参加した                       ２ 

22  事業には参加していなが、今回おもしろそうなので参加した          １ 

23  その他                                  ２ 

２ 会員及びこれまで「おもしろ学事業」に参加したことのある皆さんに伺います。おもしろ学に参加した感
想は？ 

⑱   歴史学がおもしろかった。                        １３  

⑲  自然観察や草木染など自然を活かした講座が面白かった            ４ 

⑳  バスツアーで体験したことが面白かった。                  ６ 

21  東和弁の収集活動が面白いと思った                     ２ 

22  身の回りのおもしろいことに気づくことが多くなった。            １ 

23  地域の良さをガイドができるように勉強してみようと思った。         ２ 

24  地域の食の豊かさを伝承していくことに興味を持った。            ２ 

25  今残さなければならないことや次代に伝えるべきことがわかった。       ３ 

26  その他 

（具体的に                           ） 

３ 今日の学園祭に参加した皆さん全員に伺います。今後さらに講座を実施していくとしたらどのような方
法が良いでしょうか？   

 

⑥  地域の歴史についてもっと知りたい。講師を招いて講座を開く         ７ 

⑦  実際に地域の良さをガイドできるようバスで現地学習をする          ２ 

 例えば何処？（                        ） 

⑧  東和の自然を知る、活かす、魅せるような講座                ７ 

 例えばどんなこと？（                     ）        

⑨  生活に密着した内容のものを面白く学びたい                 ２ 

 例えば？（                          ） 

⑩  他地域との交流などを実施して東和の良さを伝えてみたい           １ 

 例えば？（                          ） 

⑪  その他                                  ５ 

(具体的に                       ) 

 



 

 
５ 東和おもしろ学に関することや主催団体である一般社団法人東和作戦会議に

対し、ご意見やご要望などがありましたらご自由にお書きください。 
 

〇 全講座に参加できなかったのが残念（巨木巡りだけ）地域にはもっともっと大切なものが眠っているよ

うな気がします。 

〇 土澤のクマに感動。演出が良かったです。演技者ひとりひとりの良さが出ていました。 

〇 今後は、他所の人々から東和の良いところを教えていただき、確認し、次に発信の方向に取り組むと良

いと思います。 

〇 バスツアーに参加したい。 

〇 東和の魅力を発信できるように勉強していきたい。 

〇 劇団よぐまんづ東和町を江刺に呼んで講演してもらいたい 

  （奥州市江刺岩谷堂在住 及川ミキ子） 

〇 ぽつんと一軒家で紹介された飛龍山、その周辺の歴史。 

  横川省三エピソード（盛岡市五百羅漢で語り聞かせる人がいます） 

〇 指定文化財巡り 

〇 この団体の存在を地域に認識され、広がりを見せるには、最低１０年はかかると思います。粘り強く続け

ていくことを切望します。 

〇 おもしろ学で学んだことが、今回の劇で表現され素晴らしかった。始めから涙がこぼれた。 

〇 土澤の熊に出演させていただきありがとうございました。母の一言に人生をかけました。（なんちゃって） 

〇 おもしろ学ツアーで、山（高館）を歩き、苦労もしたが面白かった。またいろいろなところに行ってみたい。 

〇 ガイド講座を延長し、今後受講者が、それぞれの特色を出し、東和町内複数のツアーを企画し、現地ガ

イドを互いにするような企画、実施も面白いと思います。 

〇 いろいろ楽しい学びがありましたが、平日で参加することができませんでした。残念でした。今日は精

神歌の歌唱、朗読劇体験、楽しく過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

★生活文化に関する調査・ふるさとの味調査結果 

ふるさとの味調査結果 
 

 

調査日  令和元年１１月９日～１０日 

会 場  東和体育センター（東和産業まつり （一社）東和作戦会議ブース） 

記入者  １５名 

内 容  ・ごはん・おかず           ９品 

        ・こびり               ４品 

        ・その他  昔おいしかったもの等  ２７品 

 

   レシピ・内容  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



 

<別紙> 

 

ごはん、おかずの部 

 

<おふかしアラカルト> 

  

  ・もち米を一晩浸水、水をよく切る。 

  ・強火で２０分、白ぶかしにする。 

  ・シトを打つ。その時に味をつけたり、具の材料を入れる。また２０分蒸かす。 

  ・上にごま塩を振ってもよい。 

   

     このほかに、豆ごはん、コーンごはんなども。 

                         （安俵 多田福子） 

<伝えたい味> 

  ・小豆がゆ・・邪気を払う。七草汁とセット 

  ・具だくさんの汁もち（しょうゆ味）冬の味 

    凍み大根 にんじん ごぼう きのこ類たっぷりの汁。 

具がたくさんで、もちが隠れるほど入れる。 

                         （南成島 藤川束子） 

<かす汁（鮭汁）> 

    

   ・温まって、冬は喜ばれた。 

   ・酒屋に出稼ぎする夫は、酒粕をたっぷり持ち帰った。 

                             （北小山田 下坂誓子） 

 

 

 

・小豆・・先に固めにゆでておく。 

・くるみ・・味付けは、しょうゆ：砂糖（ザラメ）：酒が、１：１：１ 

・吹き寄せ（五目）しょうゆ味  

・さつまいも、栗 

・すりごま、しょうゆ、砂糖 

材料  鮭頭  白菜  玉ねぎ  大根  にんじん  ごぼう  しいたけ   

ネギ  とうふ みそ 酒粕  



 

<白和え> 

 

   ・豆腐を粗くつぶして、水をよく切る。すり鉢ですると、口あたりがなめらか

に。 

   ・食材をゆでて、しょうゆ、みりんで下味をつける。 

   ・豆腐と和える。 

   この料理は、季節の野菜をたっぷり食べるのに便利。精進料理の定番です。 

                             （中内 千葉依子） 

 

 

  

 

 

   ・牛乳を煮立たせ、火を止めて酢をゆっくり回し入れるとたんぱく質が寄ってき

ます。 

   ・布でこして、熱いうちにおかかじょうゆで、冷めたら少しあぶってもおいし

い！ 

   ・こした汁はカレーやスープにして楽しめます。 

    牛の出産直後の初乳は出荷できないので、酢で寄せて食べました。昭和 30 年

代からの思い出です。 

   <つとっこ納豆> 

  ・大粒大豆をよく煮て、納豆菌をまぜ、わらで作った“つと”の内側にホウの木の

葉を敷いて、先の煮豆を入れ、つとの口をしめて、わらで 2 か所くらいまるく

（しばる）。 

これを豆１升から８本作った。ビニール袋に入れて毛布にくるみ、豆炭こたつで

２昼夜 

   で納豆になった。糸を引かない時は、塩をまぶして干し納豆にした。 

 

（鷹巣堂 菅野 和） 

 

 

 

 

 

材料  ほうれん草   しらたき   にんじん   きのこ   とうふ 

    しょうゆ みりん 

    （菊の花、くるみは好みで使用する） 

材料  牛乳 １リットル   酢 およそ５０～８０ＣＣ 

<牛乳寄せ> 



 

 

 

 

 

 

   ・ナンバンを縦半分に切って種を取り、中にみそと砂糖を混ぜたものを詰めて、

ふきの葉に包んで 囲炉裏の熱い灰の中に埋める。 

   ・ふきの葉がこげたころ、ナンバンがしんなり。酒の肴、ご飯の友として最高。 

   人寄せや家の普請などによく作ってくれた。今ならアルミ箔に包んで焼く。 

   忘れられないおひいさんの味 

                            （石鳩岡 菊池佐和子） 

 

<ピーマン入りなんばんみそ> 

材料  青ナンバン 400ｇ ピーマン 400ｇ 麹 1200ｇ  白砂糖 1ｋｇ 

    しょうゆ 1 升 

    

   ・鍋に麹、砂糖、しょうゆ、刻んだナンバンとピーマンを入れる。 

     フードプロセッサーを使うと便利。 

辛さによって、ナンバンとピーマンの割合を調節するとよい。 

   ・火にかけ、かき混ぜながら沸騰直前まで温める。 

   ・一晩置く。 

   ・次の日、弱火で 5 分～15 分くらい、練り上げる。 

     

     200ｃｃのジャム瓶に 25 個くらいできます。 

                            （舘迫 大石文子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料  青ナンバン  ふきの葉  みそ  砂糖 

<ナンバンみそのほど焼き> 



 

こびりの部 

 

 

<みょうが焼き> 

 

 

    ・小麦粉を水で溶いて、砂糖少々入れて、みょうがの葉の半分にスプーンでの

ばし 

フライパン等で焼く。 

     石鳩岡に嫁いできて、珍しいと思ったおひいさんの味 

香りが良くて美味しかった。 

（石鳩岡 菊池佐和子） 

 

 

 

<切りせんしょ> 

 

・ 調味料を煮立てて、砂糖がとけたら油を入れる。 

・ 菜ばし１本を鍋に立てて、粉を一気にいれてフタをする。１分煮立てる（フタ

にすきまのある状態にする。） 

・ フタをとる。かき混ぜずに放置１分。 

・ 粉に、ところどころ穴をあけて、均一の火通りにする。 

・ 弱火にして、１分くらい菜ばしで混ぜる。 

・ 余熱のあるうちにごまを混ぜて、生粉がなくなるように木べらでこねる。 

・ ３時間くらい常温で新聞紙をかけてねかす。 

・ 冷めたらステンレスのボウルに移す。（くっつかなくて良い。ビニール袋でも

良い） 

・ しなみが出るまで良くこねて、５０ｇにちぎって丸める。 

・ 巻きもち状に丸い円にして中心を押す。 

・ 水でぬらしたスプーンで、周囲を花びらのように型をつける。 

・ その花びらの中心にくるみを置く。 

・ スチーマーで 25 分蒸す。 

・ 出したらあおぐ（照りがでる）。 

                     （外谷地 宮川一子） 

材料  みょうがの葉  小麦粉  砂糖 

材料（30 個分） うる粉 600ｇ  ザラメ 300ｇ  しょうゆ 120ｃｃ 

    水 800ｃｃ  サラダ油 大匙１  ごま 大匙３  くるみ 30 個位 



 

<どんどん焼き> 

 

   ・小麦粉を水で溶いて、昆布とネギを入れて混ぜて、フライパンに油をしき、薄く 

   種を丸く伸ばして焼く。 

  ・生焼けの頃に、桜えびとでんぶをちらす。両面を焼く。 

  ・お皿に移して、好みのしょうゆをかけて、七味を振って熱いうちに食べる。 

    実家の宮城県岩沼のオリジナルお好み焼きです。 

おやつ兼お昼のおかずになりました。 

                     

 （鷹巣堂 澄川早苗） 

 

 <がんづき> 

材料  小麦粉 300ｇ  がまずみジャム 大さじ１  砂糖 250ｇ  卵 2

個 

    酢 100ｃｃ  牛乳 200ｃｃ  みそ 大さじ 1/2  はちみつ 大

さじ３ 

    サラダ油少々  重曹 15ｇ 

 

    ・卵の白身を泡立てて、酢を入れる。 

・牛乳と油とジャム、はちみつ、みそを入れて混ぜ合わせ、白身と混ぜる。 

・小麦粉と重曹を混ぜて振るいにかけ、砂糖を入れ、上記と混ぜる。 

・これを３０分蒸す。 

  2 段型の蒸し缶の内側に牛乳パックを切って立てる。（蒸気を逃がす） 

  クッキングペーパーを敷いて、上記を流し込む。 

  ５分蒸したら、鍋の上団を半回転して、さらに 25 分蒸す。 

 

                         （石鳩岡 菊池拓子）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料  小麦粉  水  卵（あれば） 切昆布  小口切ネギ  桜でんぶ 

    しょうゆ  桜えび（あれば） 油少々  七味唐辛子（好みで） 



 

昔おいしかったもの 

<ひなまんじゅう> 

  ・つぶあん＋こしあん少々 皮は食紅入りのピンクと白いままのぼかしにしてい

た。 

   ふっくら、こんもりした丸型が、母の手の形のようでおいしかった。 

<田植えのごちそう> 

  ・ホウ葉にのせた赤飯、鯖節とフキの煮つけ、わかめと切り干し大根の酢の物 

   二十日大根の漬物 

 

                    （外谷地生まれ 前田の斎藤久子）    

 

 

<みょうが焼き> 

  ・みそ味や、紅生姜入りもあった。 

<エントツパン>   

  ・煙突型パン焼き器で作ったパン。くるみを入れた。 

   七輪にのせて焼いた。錫物製で両面焼ける。 

<焼きもち>（ゆでもち） 

  ・中に甘みそが入っていた。青しそで包むこともあった。“鎌焼き”とも言った。 

<葬式まんじゅう> 

  ・下瀬の万吉まんじゅう、わらじのサイズ。大きくて切り分けて食べた。 

あぶって食べてもおいしかった。台所手伝いのお返しは決まってこれだった。 

<手延べうどん> 

  ・こねる、延べる機械があったので、よく母が作った。自分も作った。煮干し出汁

でネギ程度の具だった。 

<もちせんべい> 

   ・近所のおばあちゃんが焼いていた（小原一夫さんの祖母）。 

10 枚をわらで縛って（まるって）売っていた。薄くてぱりぱりで、少しこげた味

が旨 かった。母乳がよく出るとか、お湯にふやかして離乳食にもした。天然のは

ちみつや水あめ、おこわ等をはさめば、ご馳走だった。 

  ・まつりの行事の時、鶏をつぶした。父が上手だった。 

              昭和 10～20 年代の味    （鷹巣堂 小原 宏） 



 

 

<カレー> 

  ・誕生日とかに食べた。中身はウサギの肉やさんま缶、くじら肉缶だった。 

   しょうゆ汁にカレー粉と小麦粉を溶いて、とろみをだした。 

<手づくり豆腐> 

  ・近くに豆腐屋があり、油揚げもおいしかった。 

油揚げを焼いて、かけ醤油、大根おろしが乗ることもあった。 

<つめり団子>（ひっつみ） 

<果報団子> 

   ・お金が入っていた。お大師さんのお年取りに食べた。 

<煮〆> 

   ・いつでも食べた。根菜たっぷりで、味がよく浸みていた。 

<ぜんまい煮つけ> 

   ・にんじん、こんにゃくと煮る。これを白和えにもした。 

   梁川の昭和 10～20 年代の味       （梁川生まれ 鷹巣堂 小原富子） 

 

 

<切せんしょ> 

  ・わらじのようじ大きく作り、箸で模様をつけた。 

抜き型もおもしろかった。 

   （もも、菊、三つともえ、一富士ニ鷹三なすび など） 

<小麦まんじゅう> 

  ・皮に黒砂糖（玉砂糖）が粒々に入っていて、おいしかった。 

   こしあんだった。 

<風邪をひいたときのごちそう> 

  ・片栗粉を練ったもの、 すりおろしりんご  香煎（麦こがし＝えっこと言って

いた）を練ったもの 

<正月のとろろ飯> 

  ・安俵は元旦に食べる。 

 

                           （安俵 小原富士子） 



 

<紫波のはっと> 

 ・小豆ばっと・・粉あんと小麦粉で作った。 

<ごま飯> 

  ・もち米とうる米を混ぜてたかな？ すりごまを混ぜて炊く。塩と砂糖味？ 

<果報団子> 

  ・洗ったお金が入っていたら大当たり。小枝が入っていたらがっかり。 

<彼岸まんじゅう> 

  ・春と秋。実家に拝みにくる人たちはまんじゅうを持参。 

お返しもまんじゅう、からめもち、切せんしょとかだった。 

 <早苗ぶり> 

・近所の田植えの結っこの慰労会。クキ（ハヤ）の塩焼きが旨かった。 

<庭払え> 

・もち料理各種。鷹巣堂に嫁いで、汁もちにくるみをかけるのに、びっくりし 

た。 

<秋祭り> 

  ・実家に帰ってくる人たちをもてなした。お膳料理だった。 

<とろろ飯> 

  ・とろろご飯が元旦、または１月２日の朝の風習だった。 

<餅つき> 

  ・東和のほうが餅つきが多いと思った。行事のたびに餅だった。 

・１２月は毎日のように神さんのお年取り 

 大黒さん・・まっか大根（二股に分かれた大根）をさん俵（粗く編んだ敷物の 

ような俵のふたの形）に乗せて、神棚に供える。 

     お太師さん・・果報団子 

    恵比寿さん・・尾頭付きの魚（鯛を買えないと  のこともあった） 

  ・お正月・小正月 

    1/7 七草汁、小豆がゆ  1/11 肥しょい  1/14 お田植え 

    ２月 人形祭り・・半紙に顔を描いて、体を拭い、家の境に立てた。 

    ３月３日 ひなまんじゅう・・もちまんじゅうのうえに色ザラメを乗せる。 

    ５月５日 節句もち・・嫁が実家に２枚のお供えをしょうぶの葉を添えて持

参。実家では１枚をお返しにする。 

                      （片寄生まれ 鷹巣堂 佐々木皇子） 



 

★あとがき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「東和おもしろ学」には、大勢の皆さんにご参加いただきありがとうございまし

た。 

花巻市のご支援をいただき、昨年 6月から始まったこの講座では、東和を知

ること、おもしろいことや、次の世代に残したいもの探しを行ってきました。 

まだまだ、「おもしろいこと」が周りにたくさんあることがわかりました。ひとりひ

とり「おもしろいこと」を見つけて仲間といっしょに動き出しましょう！そして、全国

にいる東和の知り合いに声をかけましょう。自分の言葉で東和を紹介しましょう。

子どもたちに東和の面白さを伝えていきましょう。 

 この事業に興味を持って参加いただいた皆さん、ご支援ご協力をいただいた皆

様に深く感謝申し上げます。 
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作 
演
出 

 

劇
団
よ
ぐ
ま
ん
づ
東
和
町 

キ
ャ
ス
ト 

語
り
部
・
役
人 

ク
マ 

母 嫁
ご 

 

本
家
の
じ
さ
ま(

肝
煎
二
役) 

か
ま
ど
の
お
ん
つ
ぁ
ま(

村
び
と 

二
役) 

村
び
と
１ 

村
び
と
２ 

村
び
と
３ 

  

ス
ト
ー
リ
ー 

そ
の
昔
。
土
澤
の
熊
と
呼
ば
れ
し
男
あ
り
。 

と
き
は
天
保
の
頃
、
南
部
藩
の
悪
政
に
苦
し
む
農
民
た
ち
は
、

死
罪
を
覚
悟
の
う
え
で
一
揆
を
企
て
よ
う
と
し
て
い
た
。 

そ
の
折
も
折
、
こ
の
企
て
を
聞
き
つ
け
た
南
部
藩
の
役
人
が
、

一
揆
を
抑
え
込
も
う
と
首
謀
者
を
捕
え
、
五
大
堂
の
寺
の
下
と
い

う
屋
敷
に
て
詮
議
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。 

そ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
土
澤
の
熊
は
、「
一
揆
を
行
っ
た
わ

け
で
も
な
い
者
を
捕
え
る
と
は
何
事
か
」
と
寺
の
下
に
駆
け
付
け
、

稲
杭
を
以
て
、
役
人
に
襲
い
か
か
り
、
は
か
ら
ず
も
役
人
の
ひ
と

り
を
撲
殺
。 

土
澤
の
熊
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
家
族
、
身
内
に
も
危
害
が
及

ぶ
と
、
毒
薬
を
飲
ん
で
自
害
し
た
。 

 

そ
の
の
ち
、「
下
郎
に
し
て
は
、
あ
っ
ぱ
れ
の
も
の
」
と
の
ち

の
世
ま
で
も
語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

語
り
部 

 
 

 
 

昔
、
あ
っ
た
ず
も
な
。
あ
る
村
に
大
ぎ
な
男
わ
ら
す
産

れ
だ
ど
。
い
ま
で
あ
れ
ば
４
０
０
０
ｇ
も
あ
っ
た
べ
が
、

大
し
た
大
ぎ
な
男
わ
ら
す
だ
っ
た
ず
ぉ
。 

 

母 
 

 

う
う
う
、
い
で
で
で 

う
！
産
れ
る
～
！！ 

全
員
で 

が
ん
ば
れ
！
が
ん
ば
れ
！
そ
れ
！
ひ
～
ひ
～
ふ
～
。 

 
 

 
 

ク
マ 

 

お
ん
ぎ
ゃ
ー
。
お
ん
ぎ
ゃ
ー
。 

 
 
 
 

 
 

 

母 
 

 

あ
ん
り
ゃ
。
お
ら
、
熊
の
子
、
生
み
落
ど
し
て
す
ま
っ

た
べ
が
。 

 
 

 
 

 

語
り
部 

 

ほ
っ
ほ
～
。
見
事
な
男
わ
ら
す
だ
な
？ 

村
び
と
１ 

こ
っ
た
に
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
赤
ん
ぼ
み
だ
ご
ど
も

ね
ぇ 

村
び
と
２ 

熊
み
で
え
に
お
っ
そ
ろ
し
い
面
構
え
だ
が
ら
、
土
澤

の
ク
マ
っ
て
呼
ぶ
べ
。 

村
び
と
３ 

そ
ん
だ
な
。 

 
語
り
部 

 

こ
う
し
て
村
び
と
た
ち
は
、
こ
の
赤
ん
ぼ
を
勝
手
に

ク
マ
と
呼
び
な
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
ど
。 

ク
マ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
男
わ
ら

す
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
、
力
有
り
余
っ
て
乱
暴
者
に

育
っ
て
す
ま
っ
た
ど
。 

ク
マ 

 
 

お
ら
ぁ
、
ど
う
せ
ク
マ
だ
。
暴
れ
だ
っ
て
あ
だ
り
め

ぇ
だ
べ
。
文
句
あ
る
が
。 

村
び
と
１ 

ひ
え
～
。
い
で
で
で
で
。
か
に
し
て
け
ろ
。 

村
び
と
２ 

そ
っ
た
に
、
け
っ
つ
は
だ
ぐ
な
で
ば
。 

村
び
と
３ 

ひ
ゃ
～
。
投
げ
飛
ば
さ
れ
で
足
の
骨
折
れ
だ
。
あ
だ

ま 

は
だ
が
れ
だ
～
。 

村
び
と
１ 

お
ら
、
耳
た
ぶ
か
じ
ら
れ
で
血
止
ま
ら
ね
。 

ク
マ 

 
 

は
は
は
は
は
～
。
は
～
ぁ
。
お
も
し
れ
が
っ
た
。 

 

語
り
部 

 

ま
ん
ず
、
あ
の
男
わ
ら
す
。
き
っ
か
ね
わ
ら
す
に
育

っ
て
手
に
負
え
な
ぐ
な
っ
て
す
ま
っ
た
。
こ
れ
が
ら
、

手
あ
ま
す
だ
な
や
。 

 

母 
 
 

 

お
ら
え
の
ク
マ
が
お
申
す
訳
な
が
ん
す
。 

 
 
 
 

 

ま
だ
ク
マ
が
や
っ
て
す
ま
っ
た
っ
て
。
も
し
ゃ
げ
ね

な
っ
す
。 

 
 

 

 
 
 
 

 

あ
や
や
～
。
ま
だ
や
ら
が
し
た
っ
て
す
か
。
か
に
し

て
け
で
や
～
。 

 

語
り
部 

 

ク
マ
の
お
ど
さ
と
お
が
さ
～
、
毎
日
の
よ
う
に
隣
近

所
さ
謝
っ
て
あ
る
っ
て
ら
っ
た
ど
。 

 

母 
 
 

 

お
ら
達 だ

ず

夫
婦
に
や
、
な
が
な
が
子
が
で
ぎ
ね
く
て
、

や
っ
と
生
ま
れ
だ
こ
の
わ
ら
す
が
、
め
ご
く
て
、
め

ご
く
て
し
か
だ
ね
ェ
ま
す
。
ん
だ
が
ら
、
甘
や
が
し

て
す
ま
っ
た
が
も
す
ん
ね
。 

 
 
 

 
 

な
ん
ぼ
、
熊
の
よ
う
に
恐
ろ
し
気
な
面 つ

ら

つ
ぎ
し
て

ら
っ
て
、
め
げ
く
て
し
か
だ
ね
の
す
。 

ん
だ
ど
も 

こ
の
ま
ま
で
は
、
そ
の
う
ち
人
を
殺

め
る
ご
ど
に
な
る
が
も
し
れ
ね
。 

 
 
 
 

 

そ
っ
た
な
ご
ど
に
な
る
前
に
、 

な
ん
じ
ょ
に
が
す
ね
ば
ね
ぇ
な
。 

 
 
 
 

 
 
 

静
か
な
音
楽 

母 
 
 

 

こ
り
ゃ
こ
り
ゃ
。
ク
マ
や
ク
マ
。 

 
 
 
 

 

お
め
ぇ
が
な
ん
じ
ょ
な
荒
く
れ
も
の
で
も
、
腹
痛
め

て
産
み
落
と
し
た
、
お
ら
の
わ
ら
す
だ
。 

お
ら
、
お
め
ぇ
が
愛
お
し
く
て
な
ん
ね
。 

 
 
 
 

 

す
た
ど
も
、
人
様
に
後
ろ
指
さ
れ
る
よ
う
な
ご
ど
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
祖
様
に
も
申
し
訳
が
た
だ
ね
。

お
め
え
を
殺
し
て
、
お
ら
も
死
ぬ
が
ら
こ
ご
さ
来

(

こ)

～
。 

 

ク
マ 

 
 

お
母
さ
ん

お

が

さ

。
お
ら
、
悪
が
っ
た
。 

死
ぬ
な
ん
て
い
わ
ね
で
け
ろ
。 

歴
史
朗
読
劇 

「

土
澤
の
熊

」 
 



 

お
れ
の
せ
い
で
、
お
が
さ
も
お
ど
さ
も
苦
し
め

で
ら
っ
た
ど
気
が
つ
が
ね
が
っ
た
。 

人
よ
り
力
あ
る
ご
ど
を
良
い
ご
ど
に
、
良
い
も

悪
い
も
考
え
ね
え
で
、
暴
れ
で
ら
っ
た
す
。 

こ
れ
が
ら
は
心
入
れ
替
え
で
、
人
様
の
役
に
立

つ
よ
う
に
す
る
が
ら
、
堪
忍

か

に

し
て
く
な
ん
せ
。 

 

母 
 
 

 

ク
マ
、
分
っ
て
け
だ
が
、
分
れ
ば
え
ぇ
。
分
れ
ば
え

ぇ
。 

 

語
り
部 

 

そ
れ
が
ら
の
ク
マ
は
、
よ
ぐ
稼 か

せ

ん
で
、
人
の
分
も

荷
を
運 は

ご

び
、
人
手
が
な
く
て
難
儀
し
て
い
る
家 え

の

手
伝
い
も
よ
ぐ
や
っ
て
。
村
の
衆
が
ら
も
あ
り
が
た

が
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ど
。 

 

村
び
と
１ 

お
う
、
ク
マ
、
今
日
も
荷
背
負
い
頼
ん
で
え
が
？ 

ク
マ 

 
 

え
え
よ
～
！ 

村
び
と
２ 

お
う 

ク
マ
よ
。
明
日

あ
し
た

「
こ
な
ず
ば
り
」
頼
む
じ
ゃ
。 

ク
マ 

 
 

え
え
よ
～
！ 

村
び
と
３ 

く
ま
ち
ゃ
ん
。
腰
巻
洗
っ
て
け
ね
が
？ 

ク
マ 

 
 

え
え
～
？ 

そ
い
ず
ぁ
わ
れ
で
や
れ
じ
ゃ
～
。 

 

語
り
部 

 

そ
の
う
ぢ
、
ク
マ
も
年
頃
に
な
っ
て
、
嫁
ご
も
ら
っ

た
。 

め
げ
ぇ
嫁
ご
も
ら
っ
て
、
貧
し
ぐ
て
も
家
族
仲
良
く

暮
ら
し
て
ら
っ
た
ど
。 

 

嫁
ご 

 

お
め
ぇ
さ
ま
。
今
日
の
月
は
こ
と
の
ほ
か
美
し
が
ん
す
。 

ク
マ 

 
 

な
に
な
に
、
あ
の
月
も
お
め
ぇ
の
美
し
さ
に
比
べ
た

ら
な
ん
ぼ
の
も
ん
で
も
ね
。 

 
 
 
 

 

あ
り
ゃ
、
見
ろ
。
月
も
し
ょ
す
が
っ
て
、
雲
さ
、
か

ぐ
れ
で
し
ま
っ
た
で
ば
。
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。 

 

嫁
ご 

 
 

あ
ん
や
～
。
お
し
ょ
す
。
お
め
さ
ま
。 

 

村
び
と
１ 

ほ
ほ
～
！
な
が
え
ご
ど
。 

村
び
と
２ 

ほ
ほ
～
！
け
な
る
ご
ど 

村
び
と
３ 

ほ
ほ
～
！
て
れ
る
～
。 

 
 
 
 

 
 

語
り
部 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
の
藩
主
さ
ま
ぁ
大
し
た
適
当
な

お
方
で
、
じ
ぇ
に
っ
こ
使
い
す
ぎ
で
は
、
百
姓
に
そ

の
つ
け
押
し
付
け
で
、
わ
れ
ば
り
結
構
な
暮
ら
し
を

し
て
お
っ
た
ず
お
な
。
こ
こ
ら
あ
た
り
の
百
姓
も
我

慢
の
限
界
。
あ
ち
こ
ち
で
、
む
し
ろ
旗
立
て
て
、
百

姓
一
揆
が
起
ご
っ
て
ら
っ
た
ど
。 

  
 

 
 

 

役
人 

 
 

こ
り
ゃ
、
こ
こ
さ
集
ま
っ
て
何
を
企
で
で
お
る
が
。 

事
の
あ
ら
ま
し
を
取
り
調
べ
る
に
よ
っ
て
、
ひ
っ
と

ら
え
よ
。 

役
人
た
ち 

は
は
～
。
こ
り
ゃ
、
こ
り
ゃ
神
妙
に
す
ろ
。 

 
 

 
 

 

村
び
と
１ 

「
お
ら
だ
づ
ぁ
、
何
も
し
て
ね
ま
す
」 

役
人 

 
 
 

逃
げ
る
な
こ
り
ゃ
。 

村
び
と
２ 

「
あ
～
イ
デ
デ
デ
デ
」 

 
 
 
 

 
 

ド
タ
ン
バ
タ
ン
と
い
う
音 

 

語
り
部 

庭
払
い
の
晩

方

ば
ん
か
た

、
ク
マ
の
在

所

ざ
い
し
ょ

の
肝
煎
だ
の
、
若

い
衆
が
、
花
巻
の
番
所
が
ら
来
た
役
人
だ
ぢ
に
捕
え
ら

れ
で
す
ま
っ
た
ど
。 

 

役
人 

 

こ
れ
よ
り
土 つ

ち

の
沢
村

さ
わ
む
ら 

肝
煎 

権
左
衛
門
、
百
姓
一

揆
企
て
の
疑
い
に
よ
り
詮
議
を
い
だ
す
。
そ
ご
さ
直
れ
。 

 

肝
煎 

 

な
ぬ
し
た
っ
て
す
。
お
ら
だ
づ
ぁ
な
ん
に
も
し
て
ね
ま

す
。
一
揆
の
企
て
な
ど
、
そ
っ
た
な
大
そ
れ
だ
事
ぁ
し

て
ね
ま
す
。 

 

語
り
部 

そ
ご
さ
、
駆
け
込
ん
で
き
た
の
が
、
ク
マ
だ
っ
た
す
お
。 

 
 
 

 

ク
マ
の
手
さ
握
ら
れ
だ
ら
っ
た
の
は
、
は
せ
が
け
す
る

時
に
使
う
、
長
く
て
太
っ
て
稲
グ
イ
。
そ
い
ず
持
っ
て
、

思
い
っ
き
り
振
り
回
し
た
づ
ぉ 

 
 
 

 
 

ク
マ 

 

こ
り
ゃ
～
！
こ
の
こ
っ
ぱ
侍
ど
も
が
！
な
に
し
た
っ

て
お
ら
ほ
の
肝
煎
様
捕
縛
し
や
が
っ
た
。 

 
 
 

 

今
日
は
、
庭
払
い
の
め
で
た
い
宴
席
。
み
な
み
な
賑
や

か
に
豊
作
を
よ
ろ
ご
ん
で
い
た
と
こ
ろ
。 

 
 
 

 

ほ
か
の
村
々
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、
お
と
な
し
く
言
い

つ
け
守
っ
て
暮
ら
す
こ
の
村
の
長 お

さ

を
、
何
の
証
拠
も

な
い
ま
ま
に
ひ
っ
と
ら
え
る
と
は
な
に
ご
と
か
。
人
の

道
に
あ
ら
ず
！ 

  
 
 

 

効
果
音 

 

 
 

我
に
か
え
る
ク
マ 

 

ク
マ 

 

あ
あ
、
お
れ
ど
し
た
こ
と
が
、
つ
い
つ
い
、
昔
の
癖
が

出
て
、
気
持
ち
の
ま
ま
に
暴
れ
で
す
ま
っ
た
。 

 
 
 

 

申
し
訳
な
い
ご
ど
し
た
。
ち
っ
と
力
入
り
す
ぎ
だ
な
。

こ
お
り
ゃ
。
て
え
ま
し
な
こ
ど
し
て
す
ま
っ
た
、 

 
 
 

 

役
人
様
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ん
す
か
？ 

役
人 

 

う
う
う
う
う
う
う
。 

 
 
 

 
 

村
び
と
２ 

て
え
へ
ん
だ
！
て
え
へ
ん
だ
。
ク
マ
が
暴
れ
で
、
お

役
人
さ
ま
う
ち
倒
し
て
す
ま
っ
た
～
！ 

 

  
 
 
 

 

少
し
の
間 

 

ク
マ 

 

あ
～
。
お
ら
、
と
ん
で
も
ね
ぇ
過
ち
を
犯
し
て
す
ま
っ

た
。
あ
れ
ほ
ど
、
お
が
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
で
お
っ
た
の

に
。
気
持
ち
収
ま
ら
ね
ぇ
で
、
お
役
人
さ
ま
を
殺 あ

や

め

で
す
ま
っ
た
。 



 

 
 
 

 

こ
の
ま
ま
で
は
、
可
愛
い
嫁
ご
、
大
事

で
え
じ

な
お
が
さ
ん
、

親
類
縁
者
に
も
害
が
及
ぶ
。 

 
 

 
 

俺
一
人
の
仕
業
で
あ
れ
ば
、
皆
々
に
は
お
と
が
め
の
及

ば
ね
ぇ
よ
う
に
す
ね
ば
な
ん
ね
。 

 

語
り
部 

 

何
事
が
、
覚
悟
を
決
め
た
ク
マ
は
、
そ
の
足
で
家
さ

帰
っ
た
ど
。 

 
 
 
 

 
 

ク
マ 

 
 

今
帰
っ
た
ぞ
。 

嫁
ご 

 

あ
ん
り
ゃ
ま
～
。
お
め
え
様
青
い
顔
し
て
な
に
し
た
ま

す
？
お
せ
が
っ
た
な
す
。 

 

母 
 

 

腹
減
っ
て
る
ん
だ
べ
。
今
日
は
庭
は
れ
ぇ
だ
が
ら
、
ご

っ
つ
お
う
用
意
す
て
ら
ぞ
。
っ
た
て
、
イ
ワ
シ
の
尾
頭

つ
き
だ
ど
も
な
。
ハ
ハ
ハ 

 
 

 
 

ほ
れ
、
こ
っ
ち
ゃ
来
て
食
え

け

 

 

ク
マ 

 

あ
り
が
で
ぇ
。
お
ら
、
腹
減
っ
て
ら
っ
た
も
や
。 

 
 

 
 

ん
だ
ど
も
、
ま
ん
ま
食
う
前
に
み
ん
な
ぁ
さ
、
べ
っ
こ

話
が
あ
る
。
本
家
の
爺
さ
ま
。
か
ま
ど
の
お
ん
つ
ぁ
ま
。

よ
ん
で
き
て
け
ね
べ
～
が
。 

嫁
ご 

 

ほ
い
さ
。
ん
で
ち
ょ
っ
く
ら
行
っ
て
く
る
。 

 

母 
 

 

こ
り
ゃ
～
、
嫁
ご
、
腹
お
っ
き
ん
だ
が
ら
、
そ
っ
た
に

走
る
ん
で
ね
ぇ
。 

 

嫁
ご 

 

は
～
い
。
お
が
さ
ま
。 

 

母 
 

 

ほ
れ
ほ
れ
、
ひ
っ
つ
み
で
も
食
っ
て
。
お
ど
で
な
仕
込

ん
だ
酒
っ
こ
の
む
が
？ 

 

ク
マ 

 

ん
に
ゃ
。
酒
っ
こ
は
あ
ど
で
飲
む
。 

 

語
り
部 

か
が
は
、
か
い
が
い
し
く
、
ひ
っ
つ
み
を
よ
そ
っ
た
り
、

酒
っ
こ
燗
つ
け
た
り
、
あ
れ
こ
れ
世
話
し
て
、
に
こ
に

こ
ど 

 
 

 
 

し
て
る
。
ク
マ
と
い
え
ば
、
よ
そ
っ
て
も
ら
っ
た 

ひ

っ
つ
み
、
じ
～
っ
と
睨
み
付
け
で
ら
。 

 
 

 
 

そ
ご
さ
嫁
ご
本
家
の
じ
さ
ま
と
、
か
ま
ど
の
お
ん
つ
ぁ

ま
つ
れ
で
帰
っ
て
き
た
。 

 

嫁
ご 

 

迎
え
さ
行
く
ま
で
も
ね
。
二
人
そ
ろ
っ
て
、
そ
こ
で
ば

っ
た
り
会
っ
た
ま
す
じ
ゃ
。 

 

ク
マ 

 

じ
さ
ま
、
お
ん
つ
あ
ま
、
こ
れ
が
ら
、
語
る
こ
と
は
、

み
ん
な
、
本
当
の
こ
と
だ
ま
す
。 

お
ら
、
わ
ら
し
の
頃
は
、
き
か
な
く
て
、
与
作
の
腕

へ
し
折
っ
た
り
、
佐
吉
の
髪
む
し
っ
た
り
、
ま
、
ほ

か
に
も
、
い
っ
ぺ
迷
惑
か
げ
て
き
た
。
ん
だ
ど
も
、

お
が
さ
ん
が
ら
、
お
め
え
殺
し
て
俺
も
死
ぬ
っ
て
、

諭
さ
れ
て
か
ら
は
、
歯
食
い
し
ば
っ
て
、
理
不
尽
な

こ
と
に
も
我
慢
し
て
、
な
ん
ぼ
貧
乏
し
て
も
、
だ
れ

か
の
役
に
た
っ
て
れ
ば
、
い
つ
か
は
償
い
で
き
る
、

報
わ
れ
る
日
も
来
る
べ
が
ど
。
俺
な
り
に
が
ん
ば

っ
た
す
。 

 
本
家
の
じ
さ
ま 

お
お
、
お
お
、
わ
が
っ
て
る
。
中
風
で
寝
込
ん

だ
千
助
爺
さ
ん
ど
こ
の
「
肥
え
出
し
」
が
ら
、
田
の
草

ど
り
。
足
わ
る
ぐ
な
っ
た
竹
ば
あ
さ
ん
ど
ご
の
荷
背
負

い
。 シ

ン
シ
ョ
傾
ぎ
か
け
だ
与
之
助
ん
ど
ご
で
、
売
れ

残
っ
た
金
物
売
っ
て
す
け
で
ら
っ
け
な
。 

 

か
ま
ど
の
お
ん
つ
ぁ
ま 

 
 

 
 

お
め
え
の
親
父
死
ん
で
が
ら
は
、
お
が
さ
ん
助
け
で
よ

う
ぐ
稼
い
だ
。
隣
の
ば
さ
ま
の
腰
巻
も
洗
っ
て
け
で
ら

っ
け
な
。 

 

ク
マ 

 

腰
巻
は
、
洗
っ
て
ね
。(

淡
々
と) 

さ
あ
で
、
と
ご
ろ
が
、
嫁
っ
こ
も
も
ら
っ
て
、
わ
ら

し
も
生
ま
れ
る
と
い
う
、
こ
こ
さ
き
て
、
お
ら
、
お

が
さ
ん
の
言
い
つ
け
守
れ
ね
え
で
、
役
人
打
ち
殺

し
て
し
ま
っ
た
。 

 

母
・
嫁
ご 

「
え
え
え
え
～
」 

 
 
 
 

 

「
何
し
て
ま
だ
」 

 

じ
さ
ま 

お
ら
だ
ず
も
今
、
肝
煎
の
家 え

で
聞
い
て
き
た
。 

 

お
ん
つ
ぁ
ま 

 
 
 

 

ク
マ
よ
。
何
し
た
っ
て
ま
だ
。
そ
っ
た
な
ご
ど
に
な
っ

た
や
。 

 

ク
マ 

 

あ
ち
こ
ち
で
、

筵

旗

む
し
ろ
は
た

あ
が
っ
て
、
一
揆
の
取
り
締

ま
り
厳
し
く
な
っ
て
る
の
は
聞
い
て
い
だ
っ
た
ん
だ

が
、
隣
村
の
作
兵
衛
さ
ん
が
ら
、
ち
ょ
っ
く
ら
話
て
え

ご
ど
あ
る
っ
て
。 

庭
払
い
の
こ
と
に
し
て
、
肝
煎
の
ど
こ
さ
、
何
人
か

若
け
え
も
の
呼
ん
で
き
て
く
れ
ね
え
が
っ
て
、
頼
ま

れ
だ
ん
だ
。 

じ
さ
ま 

ほ
う
ほ
う
。 

 

ク
マ 

お
ら
、
う
す
う
す
気
は
つ
い
で
い
だ
ん
だ
が
、
隣
村
の

話
っ
こ
も
聞
い
て
お
い
だ
ほ
う
が
よ
が
ん
べ
ど
思
っ

て
、
肝
煎
ど
相
談
し
て
、
与
作
だ
の
佐
吉
だ
の
さ
、
声

か
け
で
、
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
ら
っ
た
ん
だ
。 

 

お
ん
つ
ぁ
ま 

 
 

 

な
ん
に
ん
ぐ
れ
ぇ
集
ま
っ
た
ん
だ
？ 

 

ク
マ 

十
人
ば
が
り
集
ま
っ
た
。 

 
 
 

 

ほ
ん
で
、
も
う
一
人
ぐ
れ
、
い
だ
ほ
う
よ
が
ん
べ
ど
、

弥
助
の
ご
ど
迎
え
さ
行
っ
た
。
そ
の
す
き
に
、
ど
や
ど

や
ド
、
役
人
だ
ち
が
捕
り
押
さ
え
に
き
た
っ
て
い
う
ん

だ
。
肝
煎
も
、
佐
吉
も
、
与
作
も
引
っ
立
て
ら
れ
だ
っ

て
聞
い
で
、
と
っ
さ
の
ご
ど
で
、
気
が
動
転
し
て
、
そ



 

こ
に
あ
っ
た
稲
グ
イ
引
っ
こ
抜
い
で
・
・
・
・
寺
の
下

の
詮
議
場
さ
行
っ
た
。
木
っ
端
役
人
ど
も
逃
げ
回
っ
て
、

振
り
回
し
た
棒
杭
さ
、
逃
げ
遅
れ
だ
年
寄
り
役
人
が
ぶ

つ
か
っ
て
・
・
・
。
医
者
ど
の
さ
担
ぎ
込
ん
だ
が
、
お

そ
ら
ぐ
死
ん
だ
べ
。 

 

じ
さ
ま
・
お
ん
つ
ぁ
ま 

 

大
き
な
た
め
息 

 

母
と
嫁
ご 

 

手
を
取
り
合
っ
て
泣
い
て
い
る
。 

 

ク
マ 

 

こ
の
後
に
及
ん
で
申
し
開
き
は
す
ね
。
人
ひ
と
り
殺
め

で
す
ま
っ
た
ん
だ
。 

捕
ま
っ
て

磔
は
り
つ
け

獄
門
も
覚
悟
す
て
る
が
、
そ
う
な

っ
て
は
、
お
が
さ
ん
、
嫁
ご
さ
も
取
り
手
が
来
ね
え

と
も
限
ら
ね
。
本
家
様
、
お
ん
つ
あ
ま
に
も
迷
惑
が

か
か
る
。 

 
 

 
 

お
れ
は
、
こ
の
宴
を
冥
土
の
土
産
に
、
お
ど
さ
の
も
と

に
参
る
。 

お
が
さ
、
捕
り
手
が
来
た
な
ら
ば
「
ク
マ
の
く
さ
れ

わ
ら
す
、
悪
さ
し
て
申
し
訳
な
が
っ
た
」
と
く
れ
ぐ

れ
も
庇 か

ば

い
だ
で
す
ね
よ
う
に
た
の
む
あ
す
。 

心
残
り
は
、
我
が
子
の
顔
を
見
ら
れ
ね
ぇ
ご
ど
。
お

が
さ
ま
、
嫁
ご
の
行
く
末
だ
ま
す
。
じ
さ
ま
、
お
ん

つ
ぁ
ま
、
こ
の
先
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
ぐ
頼
み
あ

ん
す 

 

じ
さ
ま 

覚
悟
は
変
わ
ら
ね
え
が
？ 

 

ク
マ 

 

覚
悟
は
変
わ
ら
ね
ま
す
。
さ
、
嫁
ご
、
酒
っ
こ
つ
い
で

け
ろ
。 

 

嫁
ご 

 

お
～
い
お
～
い
。
な
ん
じ
ょ
に
が
、
な
ら
ね
も
ん
だ
べ

が
～
。 

 

ク
マ 

 

な
ん
じ
ょ
に
も
な
ら
ね
。
産
れ
て
く
る
わ
ら
し
の
た
め

に
も
、
こ
こ
は
、
こ
う
す
る
し
か
ね
。

己
お
の
れ

の
身
が
ら

出
た
錆
だ
。
俺
が
責
任
と
ら
ね
ば
ね
。
そ
れ
が
男
と
い

う
も
の
だ
ん
べ
。 

 
 嫁

ご 
 

「
お
～
い
お
い
」 

 

語
り
部 

 

嫁
ご
泣
き
な
が
ら
、
湯
呑(

ゆ
の
み)

茶
わ
ん
さ
、
な

み
な
み
ど
酒
っ
こ
つ
い
だ
ず
ぉ
。 

 

母 
 

 

ク
マ
や
～
。
こ
の
程
も 

お
め
え
は
、
人
様
の
た
め
に

立
派
に
力
を
尽
ぐ
し
た
な
あ
。 

 
 

 
 

べ
っ
こ
力
が
強
す
ぎ
だ
が
、
わ
れ
一
人
の
た
め
に
暴
れ

だ
の
で
は
ね
ぇ
。
お
め
え
が
、
理
不
尽
な
ご
ど
に
も
、

こ
ぶ
し
ぎ
っ
ち
り
握
っ
て
我
慢
し
て
ら
の
を
知
ら
な

い
わ
げ
で
は
ね
え
ぞ
。 

 
 

 
 

良
ぐ
や
っ
た
。
良
ぐ
や
っ
た
。
ク
マ 

 
 
 
 

 
 

語
り
部 

 

お
が
さ
は
、
ク
マ
を
ひ
し
と
抱
き
し
め
る
ど
、
ク
マ

は
男
泣
き
に
泣
い
だ
ど
。 

嫁
ご
ぉ 

腹
さ
す
り
な
が
ら
「
お
～
い
お
い
」
と
泣

ぐ
。 

 
 
 
 

 

お
が
さ
も
泣
く
。 

じ
さ
ま
・
お
ん
つ
ぁ
ま 

と
も
に
泣
い
だ
。 

 

全
員 

 
 

お
～
い
お
い
。 

 

ク
マ 

 

そ
れ
で
は
、
皆
の
衆
お
さ
ら
ば
じ
ゃ
。 

 

語
り
部 

ク
マ
は
懐
か
ら
ト
リ
カ
ブ
ト
の
粉
を
と
り
出
し
、
嫁
ご

に
、
な
み
な
み
ど 

注
い
で
も
ら
っ
た
湯
呑
茶
椀
さ 

 
 

 
 

ト
リ
カ
ブ
ト
の
粉
入
で
一
気
に
飲
み
干
し
た
ど
。 

 

全
員 

 

正
面
向
い
て 

ク
マ
や
～
～
～
～
‼ 

 

静
か
な
音
楽 

 

母 
 
 

お
ら
え
の
腐
れ
わ
ら
し
、
取
り
返
し
の
つ
か
ね
ぇ
事
し

て
す
ま
っ
て
、
お
申
し
わ
げ
な
が
ん
し
た
～
。 

 
 

 

嫁
ご 

 

・
・
・
離
縁
す
た
ま
す
。 

ん
だ
ど
も
、
お
ら
、
ク
マ
の
お
が
さ
ん
の
面
倒
は
最

後
ま
で
み
る
あ
ん
す
。 

一
粒
種
の
ク
マ
の
子
も
で
ぇ
じ
に
育
で
る
ま
す
。 

 

じ
さ
ま 

 

あ
ど
始
末
は
滞
り
な
ぐ
済
ま
せ
だ
。
家
族
に
も
親
戚

に
も
お
咎
め
な
し
だ
。 

 
 
 

 
 

お
ん
つ
ぁ
ま 

安
心
せ
ぇ
。
ク
マ
。 

 
 
 

 

ク
マ 

 
 

お
ら
の
ご
ど
は
忘
れ
で
け
ろ
～
！ 

  
 
 
 

 

全
員
上
を
向
く 

 
 
 
 

 

静
か
な
音
楽
消
え
る 

 

語
り
部 

今
、
土
澤
の
ク
マ
を
知
る
人
は
、
一
人
も
い
ね
え
ど
。 

ど
ご
の
家 え

の
何
と
言
う
も
の
だ
っ
た
ん
だ
が
。
本

当
の
名
前
を
知
る
も
の
は
誰
も
い
ね
。 

ど
ご
ぞ
の
誰
が
が
記
し
た
と
い
う
藩
の
日
記
に 

「
土
澤
の
熊
と
呼
ば
れ
し
男
あ
り
、
下
郎
に
し
て

は
武
士
に
も
勝
る
、
あ
っ
ぱ
れ
な
男
で
あ
っ
た
。
」 

と
少
し
ば
か
り
そ
の
名
前
が
残
る
の
み
な
ん
だ
と

さ
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

全
員 

 

ど
ん
ど
は
れ 

   



 

 
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あ
い
づ 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
の
人 

あ
れ 

あ
う
ぇ
に 

 
 
 
 
 
 
 

た
ま
に
、
時
々 

あ
お
の
ろ
し 

 
 
 
 
 
 

青
大
将 

あ
が
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

灯
り 

あ
が
た
あ
ん
す
じ
ゃ 

 
 
 

ご
め
ん
く
だ
さ
い
。
来
ま
し
た
。 

「
が
」→

鼻
濁 

 
 
 

音 

あ
が
っ
て
お
じ
ぇ 

 
 
 
 

お
あ
が
り
く
だ
さ
い
。
「
が
」→

鼻
濁
音 

あ
が
り
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 

上
が
り
框 

 

「
が
」→

鼻
濁
音 

 

あ
ぎ
ぇ
（
あ
げ
） 

 
 
 
 

赤
い 

あ
ぎ
こ
こ
つ 

 
 
 
 
 
 

少
し
飽
き
て
き
た 

あ
ぎ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ご 

 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

あ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

灰 

あ
ぐ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

悪
態 

悪
口 

あ
ぐ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
か
と 

あ
げ
（
ん
）
ず 

 
 
 
 
 

赤
と
ん
ぼ 

あ
げ
つ
ば 

 
 
 
 
 
 
 

家
庭
残
飯
を
捨
て
る
場
所 

あ
さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 

朝
方 

あ
し
ぇ
っ
こ
（
あ
せ
っ
こ
） 

ご
飯
の
お
か
ず 

あ
し
ぇ
る 
 
 
 
 
 
 
 

合
わ
せ
る 

あ
し
か
た 

 
 
 
 
 
 
 

 

足
跡 

あ
じ
（
ず
）
だ
す 

 
 
 
 

 

思
い
出
す 

あ
す
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
日 

あ
せ
く
せ 

 
 
 
 
 
 
 

 

汗
く
さ
い 

あ
だ
は
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仇
を
は
る
、 

あ
だ
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
振
る
舞
い 

乱
暴 

あ
だ
り
ほ
ど
り 

 
 
 
 
 
 

周
囲 

周
辺 

 

あ
だ
り
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

当
た
り
前 

あ
ち
こ
ど
（
あ
ん
つ
こ
ど
） 

 

心
配
事 

案
じ
る
こ
と 

案
じ
事 

あ
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ち
ら 

あ
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
親 

あ
ど
く
や
み 

 
 
 
 
 
 
 

後
悔 

 

あ
ど
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

後
に
回
る 

最
後
の
方
に
な
る 

あ
ば
ぃ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

さ
よ
う
な
ら 

さ
ら
ば 

あ
に
ょ
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

兄
嫁 

あ
ね
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

娘 

女
の
子 

あ
ね
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
姉
さ
ん 

兄
嫁 

お
じ
ょ
う
さ
ん 

あ
の
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
の
で
す
ね 

あ
ぶ
り
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 

焼
き
網 

あ
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
こ
う 

あ
め
く
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
が
傷
ん
だ
臭
い
が
す
る 

あ
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
が
傷
む 

こ
れ
知
っ
て
る
？ 

東
和
弁 

小
辞
典 



 

あ
ら
が
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
方 

ほ
ぼ 

あ
ら
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
通
り 

あ
れ
ぇ
も
の 

 
 
 
 
 
 
 

洗
い
も
の 

洗
濯
物 

 

使
い
終
わ
っ
た
食
器
な
ど 

あ
ん
た
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
の
よ
う
に 

あ
ん
な
に 

あ
ん
ぶ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ぶ
く 

泡 

あ
ん
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

具
合 

あ
ん
や 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

あ
ら
ま
ぁ 

  

い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
え
ま
ち 

 
 
 
 
 
 
 

怪
我 

い
（
え
）
ず
く
て 

 
 
 
 

き
ま
り
が
悪
い 

お
さ
ま
り
が
悪
い 

い
（
え
）
だ
ま
す 

 
 
 
 

も
っ
た
い
な
い 

い
（
え
）
が
っ
た 

 
 
 
 

良
か
っ
た 

い
ぎ
え 

 
 
 
 
 
 
 
 

勢
い
が
良
い 

い
ぎ
が
る 

 
 
 
 
 
 
 

生
意
気 
 

い
（
え
）
げ
す
か
ね 

 
 
 

い
け
好
か
な
い 

き
わ
め
て
好
き
じ
ゃ
な
い 

い
さ
ば
や 

 
 
 
 
 
 
 

魚
屋 

い
し
ぇ
と
り 

 
 
 
 
 
 

卵
を
抱
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
し
ぇ
わ
ら
す 

 
 
 
 
 

ひ
ね
く
れ
た
子
ど
も 

い
し
ょ
が
す 

 
 
 
 
 
 

忙
し
い 

「
が
」→

鼻
濁
音 

い
っ
し
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

こ
と
ご
と
く
、
全
部 

 

い
っ
た
ま
だ 
 
 
 
 
 
 

た
ち
ま
ち 

あ
っ
と
い
う
間
に 

一
度
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
っ
と
ぎ
ま 

 
 
 
 
 
 

少
し
の
間 

い
っ
ぱ
だ 

 
 
 
 
 
 
 

気
儘 

自
分
勝
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
っ
ぺ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 

た
く
さ
ん 

い
づ
く
さ
れ 

 
 
 
 
 
 

意
地
悪 

意
地
悪
な
人 

い
づ
だ
り 
 
 
 
 
 
 
 

悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ
の
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

痛
い 

い
ら
い
や
つ 

 
 
 
 
 
 

偉
い
人 

  

う 
 

う
（
お
）
ざ
ね
は
ぐ 

 
 
 

苦
労
す
る 

う
す
ろ
け
し 

 
 
 
 
 
 

裏
返
し 

う
す
ろ
こ
（
く
）
ど 

 
 
 

後
頭
部 

う
そ
こ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

嘘
つ
き 

う
だ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

鬱
陶
し
い 

う
な
（
が
） 

 
 
 
 
 
 

あ
な
た 

お
前 

君 
 

（「
が
」）→

鼻
濁
音 

う
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
な
た
方 

お
前
さ
ん
た
ち 

君
た
ち 

う
め
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

美
味
し
い 

う
め
も
の 

 
 
 
 
 
 
 

美
味
し
い
も
の 

う
る
が
す 

 
 
 
 
 
 
 

浸
し
て
置
く 

う
る
だ
ぐ
（
う
ろ
で
ぇ
ぐ
） 

慌
て
ふ
た
め
く 

急
ぐ 

う
ん
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

宵
っ
張
り 

う
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
で
す 

う
ん
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
く
さ
ん 

う
ん
に
ゃ
・
う
ん
に
ぇ 

 
 

い
い
え 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

え 
 

え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家 

え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
い 

え
あ
ん
す
じ
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 

よ
ろ
し
い
で
す
よ 

え
ぇ
そ
う
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
愛
想 

愛
想
を
ふ
り
ま
く 

え
ぇ
ふ
り
こ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

格
好
つ
け
る 

格
好
つ
け
た
人 

 
良
い
人
ぶ
る 

え
ぇ
が
・
え
ぇ
ご
ど
・
え
が
べ 

 
 

い
い
で
す
か
・
い
い
で
す
ね
・ 

良
い
で
し
ょ
う 

え
が
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
家 

え
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
く 

え
ぐ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
く
な
い 

え
ぐ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
の
周
り
に
植
え
た
暴
風
の
た
め
の
木 

そ
の
周
辺
の
こ
と
。「
ぐ
」→
鼻
濁
音 

え
げ
る
（
え
ぎ
ぇ
る
） 

 
 
 
 
 

会
う 

行
き
会
う 

え
ン
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
持
ち
悪
い 

し
っ
く
り
こ
な
い 

え
し
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拗
ね
る 

え
ず
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吐
く 

吐
き
気
を
催
す 

え
だ
っ
た
・
え
る
・
え
ね 
 
 
 
 

居
ま
し
た
・ 

居
ま
す
・
居
ま
せ
ん 

え
づ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
じ
く
る 

も
て
あ
そ
ぶ 

え
づ
く
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
持
ち
悪
い
、
ぴ
っ
た
り
来
な
い 

 

き
ま
り
が
悪
い 

え
っ
く
れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
い
加
減
に 

え
っ
つ
に 

 
 
 
 
 
 
 

当
の
昔
に 

え
っ
と
り 

 
 
 
 
 
 
 

合
ど
り 

え
っ
ぺ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 

た
く
さ
ん 

え
で
っ
こ 
 
 
 
 
 
 
 

相
手
方 

え
で
か
が
る 

 
 
 
 
 
 

得
意
分
野 

え
ど
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

身
内
ど
う
し 

同
級
生 

え
な
（
え
な
さ
ん
） 

 
 
 

お
兄
さ
ん 

お
婿
さ
ん 

若
旦
那
さ
ん 

え
ば
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

威
張
る 

え
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 
 

え
ま
っ
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 

良
い
よ 

え
ぇ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

良
い
で
す 

良
い
で
す
よ 

え
の
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

家
の
前 

え
ら
す
ぐ
ね 

 
 
 
 
 
 

小
憎
た
ら
し
い 

え
ん
つ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

昔
赤
ち
ゃ
ん
を
入
れ
て
い
た
わ
ら
で
編
ん
だ
籠 

え
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

良
い
で
し
ょ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お 
 

お
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
え
る 

お
お
や 

 
 
 
 
 
 
 
 

本
家 

お
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
親 

お
が
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
菓
子 

 
 

お
が
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
か
し
い 

滑
稽 

怪
し
い 

不
思
議 

お
が
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

貴
人
・
偉
人
の
妻 

他
人
の
妻 

御
方

お
ん
か
た 



 

お
ご
ぅ
ご 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

漬
物 

香
の
物 

お
が
る 

 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

大
き
く
な
る 

成
長
す
る 

「
が
」→

鼻
濁
音 

お
き
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

燠 

お
ざ
ね
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

溜
息 

古
く
た
め
息
の
こ
と
を
「
お
ざ

ね
ぇ
」
と
言
っ
て
い
た 

お
ざ
ね
ぇ
は
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
め
息
を
つ
く 

苦
労
す
る 

難
儀

す
る 

お
し
ょ
す 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

恥
ず
か
し
い 

お
じ
ょ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推
し
寄
る 

避
け
る 

お
し
ぇ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

教
え
て
く
だ
さ
い 

お
し
ゃ
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
さ
え
る 

お
せ
ぁ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鬼
ご
っ
こ 

お
そ
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
笛 

お
だ
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
し
ゃ
ぐ 

お
だ
え
も
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
金 

金
銭 

 

お
づ
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

味
噌
汁 

お
づ
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

使
い 

招
待 

お
っ
か
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

怖
い 

お
っ
か
な
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

怖
が
る 

お
っ
け
す
・
お
っ
け
る
・
お
っ
け
っ
た 

 

転
ば
せ
る 

転
ぶ 

転
ん
だ 

お
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尻
尾 

お
っ
ぱ
ず
ぐ
・
お
っ
ち
よ
る 

 
 
 
 
 

折
る 

お
ど
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ご 

お
ど
ぎ
ゃ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

突
然
の
「
喝
」
で
物
事
を
治
め
る 

鎮

圧
の
声 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落
ち
返
る
の
転
訛 

 

ふ
ら
つ
く
考
え
や
迷
い
を
一
喝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雷
が
お
ど
ぎ
ゃ
る→

雷
が
落
ち
る 

お
ご
ら
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
も
ら
み 

風
格 

貫
禄 

「
ご
」

→

鼻
濁
音 

お
で
れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
い
で
な
さ
い 

お
で
っ
て
く
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
い
で
く
だ
さ
い 

お
で
っ
て
く
な
ん
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
い
で
に
な
っ
て
く
だ
さ
い 

お
ど
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
ょ
う
き
ん
な
こ
と
を
す
る 

 

お
ど
で
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
昨
日 

お
ど
ど
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
昨
年 

お
ど
っ
つ
ぁ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

父
親 

お
や
じ 

＝
お
ど 

お
に
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
庭 

外
庭 

表
庭 

お
は
え
な
す
・
お
は
よ
ご
ざ
ん
す 

 
 
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す 

お
び
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

轟
く 

お
ふ
る
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
振
る
舞
い 

宴
会 

お
べ
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
っ
て
い
る 

覚
え
た 

お
ぼ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
ぼ
こ 

 

お
も
や
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
い
悩
み 

 

お
ら
ほ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
の
家 

私
の
方 

お
れ 

お
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私 

お
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
な
た 

お
も
し
ぇ 

お
も
す
れ 

 
 
 
 
 
 
 

面
白
い 

嬉
し
い 

お
も
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
い 

重
た
い 

お
や
が
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兄 

お
ん
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
男
以
下
の
男
兄
弟 

お
ん
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
女
以
外
の
姉
妹 

お
ん
ず
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
じ
い
さ
ん 

 



 

お
ん
ち
ゃ
・
お
ん
つ
ぁ
ま 

 
 
 
 
 
 

お
じ
さ
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

か 
 

が
お
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

疲
れ
る 

か
が 

か
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

妻 

母
親 

か
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

襲
い
か
か
る 

 

が
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も 

が
ぎ
ゃ
ん
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
た
ち 

か
ぐ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ
ケ
ッ
ト 

か
ぐ
れ
が
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
く
れ
ん
ぼ 

か
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑
の
実 
「
ご
」→

鼻
濁
音 

か
さ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椀
の
蓋 

 

が
し
ぇ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
気 

勢
い 

 

が
し
え
っ
こ
ね→
元
気
が
な
い 

か
し
ぇ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

稼
ぐ 

働
く 

お
金
を
儲
け
る 

 

「
ぐ
」→

鼻
濁
音 

か
し
ぇ
る
・
か
し
ぇ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

食
べ
さ
せ
る 

食
べ
さ
せ
ろ 

 

か
し
ぇ
ね→

食
べ
さ
せ
な
い 

か
じ
ぇ
る
（
か
ぜ
る
） 

 
 
 
 
 
 
 

数
え
る 

か
し
ぎ
・
さ
が
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

炊
事 

【
語
源
】 

炊
ぐ

か

し

ぐ 

か
し
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賢
い 

か
だ
ご
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堅
い 

ま
じ
め 

正
直 

 

か
だ
ご
ど
な
人→

堅
物 

か
だ
づ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

結
婚
す
る 

か
だ
ひ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

片
一
方 

か
だ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

片
馬→

一
駄
の
半
分 

か
だ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
わ
る 

か
で
る→

加
え
る 

 

か
っ
こ
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

口
に
か
き
こ
む 

か
っ
き
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 

限
度
が
な
い 

限
り
が
な
い 

か
っ
た
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

支
度
す
る 

か
っ
た
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 
 

掻
き
た
く
る 

擦
り
剝
く 

か
っ
ち
ゃ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

ひ
っ
か
く 

か
っ
つ
ぁ 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
形
の
ま
ま 

磨
か
な
い 

加
工
し
な
い 

軽
い 

か
っ
つ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
い
つ
く 

 

か
っ
と
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
い
抜
く 

か
っ
つ
ぁ
ら
う 

 
 
 
 
 
 

奪
い
取
る 

 

か
っ
ぱ
ず
れ
る 

 
 
 
 
 
 

欠
き
は
ず
れ
る 

 

か
っ
ぱ
れ
と
る 

 
 
 
 
 
 

足
を
ふ
み
は
ず
し
て
泥
水
な
ど
に
足
が
つ
か 

っ
て
し
ま
う
こ
と 

か
っ
ぱ
と
る 

 
 
 
 
 
 
 

か
っ
ぱ
れ
と
る
と
お
な
じ 

か
っ
ち
ゃ
ま
す 

 
 
 
 
 

 

ひ
っ
か
き
ま
わ
す 

か
で
み
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
根
、
菜
っ
葉
な
ど
を
入
れ
た
ご
飯 

 

か
ば
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

身
体 

 

か
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

鉋
か
ん
な

殻 か
ら 

木
材
に
鉋
を
か
け
た
時
に
出
る
屑 

「
が
」

→

鼻
濁
音 

か
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

許
す 

か
に
し
て
け
ろ→

許
し
て
く
だ
さ
い 

か
に
す
ね→

許
さ
な
い 

か
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

食
べ
な
い 



 

か
ぶ
づ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
ぶ
り
つ
く 

か
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

掻
き
回
す 

か
ま
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

分
家 

本
家
か
ら
煮
炊
き
す
る
竈
を
分
け
た
こ

と
か
ら 

か
ま
ど
け
す
（
し
） 

 
 
 
 

破
産
す
る 

竈
か
ま
ど

を
返
す 

破
産
し
た
人 

か
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

臭
い
を
か
ぐ 

か
み
げ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

噛
み
返
す 

か
み
て
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

紙
の
無
駄
遣
い 

か
む
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

構
わ
な
い
で 

そ
っ
と
し
て
お
い
て 

か
ら
が
く 

 
 

 
 
 
 
 
 

絡
げ
る

か

ら

げ

る 
括
る

く

く

る 

か
ら
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

擂
鉢 

素
焼
き
の
土
器 

か
ら
こ
し
ゃ
ぐ 

 
 
 
 
 

余
計
な
お
世
話 

差
し
出
口 

か
ら
し
ば
れ 

 
 
 
 
 
 

雪
が
降
ら
な
い
日
で
、
ひ
ど
く
寒
い
こ
と 

か
ら
せ
づ
ね 

 
 
 
 
 
 

う
る
さ
い 

か
ん
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 

か
じ
か
む 

 

が
ん
じ
ょ 

 
 
 
 
 
 
 

丈
夫 

頑
丈 

か
ん
だ
じ 

 
 
 
 
 
 
 

雷
雨 

急
に
降
る
雨 

夕
立 

が
ん
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

雁
の
首 

雁
の
頭 

似
て
い
る
こ
と
か
ら
亀
頭 

か
ん
つ
け
る 

 
 
 
 
 
 

人
に
擦
り
付
け
る 

他
の
人
の
せ
い
に
す
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

き 
 

き
か
ね 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
き
分
け
が
無
く
自
分
本
位
で
意
地
が
強
い 

き
か
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 

聞
き
分
け
の
無
い
腕
白
坊
主 

き
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

杵 き
ね 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

き
こ
ば
た 
 
 
 
 
 
 
 

落
ち
着
き
が
悪
い 

動
き
す
ぎ
る 

 

き
り
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
動
き 

き
し
ね
つ
き 

 
 
 
 
 
 

米
搗
き

こ

め

つ

き 

き
た
て
る 

 
 
 
 
 
 
 

飲
み
干
す 

き
た
ん
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 

ご
め
ん
く
だ
さ
い 

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す 

き
ぢ
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

き
ち
が
い 

き
づ
げ
ぇ
ぁ
す
る 

 
 
 
 

気
遣
い
、
心
配
す
る 

き
っ
か
け 

 
 
 
 
 
 
 

畑
仕
事
で
野
菜
を
植
え
る
と
き
な
ど
に
土
を 

寄
せ
た
り
す
る
仕
事 

ぎ
っ
く
ら
せ
ん
き 

 
 
 
 

ぎ
っ
く
り
腰 

「
ぎ
っ
く
ら
疝
気
」 

き
っ
た
ぎ
る 

 
 

 
 

 
 

苛
立
っ
て
物
や
物
事
を
寸
断
す
る 

 

ぶ
っ
た
ぎ

る 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

き
っ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

米 こ
め

櫃 び
つ 

き
づ
め
っ
て 

 
 
 
 
 
 

冷
や
や
か 

窮
屈 

厳
し
い 

き
て
ぇ 

だ 
 
 
 
 
 
 

不
思
議
だ 

変
だ 

正
常
で
な
い 

き
ど
ご
ろ
ね 

 
 

 
 

 
 

寝
床
以
外
の
と
こ
ろ
に
服
を
着
た
ま
ま
寝
る
こ
と

「
着
処
寝
」 

う
た
た
寝 

き
び
っ
ち
ょ 

 
 
 
 
 
 

急
須 

き
へ
ぁ
わ
り 

 
 
 
 
 
 

気
分
が
悪
い 

き
ぺ
ん
こ 

 
 
 
 
 
 
 

鉛
筆 

き
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

終
わ
る 

解
決
す
る 

一
巻
の
終
わ
り 

き
む
ぎ
っ
ち
ょ 

 
 
 
 
 

気
難
し
い 

む
き
に
な
る 



 

き
む
ん
ち
ゃ
ぐ 

 
 
 
 
 

へ
そ
曲
が
り 

き
も
ど
が
し 

 
 
 
 
 
 

歯
が
ゆ
い 

じ
れ
っ
た
い 

き
も
や
げ
る 

 
 
 
 
 
 

苛
立
つ 

気
を
も
む 

 

き
ゃ
っ
ち
ゃ
（
け
っ
ち
ゃ
） 

逆
さ
ま 

裏
返
し 

あ
べ
こ
べ 

き
ゃ
ん
ど
（
け
ん
ど
） 

 
 

街
道 

き
ゃ
な
（
け
な
） 

 
 
 
 

腕 

き
ゃ
ね
（
け
ね
） 

 
 
 
 

劣
る 

弱
い 

役
に
立
た
な
い
【
甲
斐
が
な
い
】 

ぎ
ゃ
ぁ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

い
き
な
り 

不
意
に 

突
如
【
行

ぎ
ょ
う

成
り
】 

ぎ
ゃ
ら
ぎ
ゃ
ん
ず 

 
 

 
 

騒
ぐ
者
た
ち 

煩
わ
し
く
騒
ぐ
者
た
ち 

ヒ
タ
キ

科
の
鳥
ア
シ
キ
リ
が
集
団
で
ぎ
ゃ
ァ
ぎ
ゃ
ァ
騒
ぐ

様
子
か
ら
来
た
擬
態
語 

ぎ
ゃ
ら
ご
（
げ
ら
ご
） 

 
 

蛙
の
子 

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ 

ぎ
ゃ
り
（
げ
り
） 

 
 
 
 

回 

度 

回
り
又
は
返
り
か
ら
き
て
い
る 

一
回

ひ
と
ぎ
ゃ
り 

き
ょ
ね
な 

 
 
 
 
 
 
 

去
年 

 

き
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

豆
腐
の
搾
り
か
す 

 

ぎ
り
す
べ 

 
 
 
 
 
 
 

交
際
上
の
義
理 

き
り
せ
ん
し
ょ 

 
 
 
 
 

米
の
粉
を
練
っ
て
作
っ
た
お
や
つ 

き
ん
な
（
き
ん
に
ゃ
） 

 
 

昨
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

く 
 

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食
べ
る
」 

く
ー
で
ぁ 
 
 
 
 
 
 
 

食
べ
た
い 

く
ー
も
っ
し
ぇ
あ 

 
 
 
 

食
べ
て
く
だ
さ
い 

く
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

食
べ
た 

食
べ
ま
し
た 

ぐ
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

具
合 

く
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

蓋
を
す
る 

閉
め
る 

く
ぐ
ち 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
ど
い 

「
ぐ
」→

鼻
濁
音 

く
さ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

悪
い 

 

例 

腐
れ
者 

く
さ
れ

童
わ
ら
す 

く
し
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

臭
い 

く
づ
（
ぢ
）
は
び 

 
 
 
 

マ
ム
シ 

く
せ
や
み 

 
 
 
 
 
 
 

つ
わ
り 

 

癖
病
み 

く
た
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

わ
ら
屑
な
ど 

く
た
ば
る 

 
 
 
 
 
 
 

死
ぬ 

く
た
び
れ
る 

 
 
 
 
 
 

疲
れ
る 

く
ぢ
び
ら 

 
 
 
 
 
 
 

く
ち
び
る 

ぐ
づ
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

愚
痴
を
並
べ
る 

小
言
を
言
う 

 

グ
ダ
グ
ダ
言
う
＝
ぐ
や
め
ぐ 

く
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竈
（
か
ま
ど
） 

く
ら
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

叱
ら
れ
る 

く
ら
す
ま 

 
 
 
 
 
 
 

暗
が
り 

く
る
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

苦
し
い 

ぐ
る
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

周
り
、
周
囲 

「
げ
」→

鼻
濁
音 

く
る
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 

包
ま
れ
る 

く
れ
ぇ
て
す 

 
 
 
 
 
 

大
食
い 

た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

畦 

く
ろ
こ
ぶ
し 

 
 
 
 
 
 

く
る
ぶ
し 

く
っ
ち
ゃ
べ
る 

 
 
 
 
 

無
駄
な
話
を
話
し
続
け
る 

く
べ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

焚
く 

燃
や
す 



 

く
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
だ
さ
い 

く
さ
む
す
り 

 
 
 
 
 
 

草
取
り 

く
せ
も
ん
だ 

 
 
 
 
 
 

お
か
し
い
人
、
変
な
人 

く
ぴ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

首 

  

け 
 

け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食
べ
て
く
だ
さ
い 

け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

痒
い 

け
あ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

鳥
の
糞
な
ど 

け
ぁ
も
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 

そ
ば
練
な
ど
の
類 

け
い
は
く
か
だ
り 

 
 
 
 

へ
つ
ら
い
を
言
う 

け
ぇ
ぐ
り
へ
ぇ
ぐ
り 

 
 
 

何
回
も 

け
ぇ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 

足
り
な
い 

劣
る 

け
が
じ 

 
 
 
 

 
 
 
 

凶
作 

け
じ
ょ
う
げ 

 
 
 
 
 
 

結
納
の
品 

け
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

返
す 

帰
す 

け
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ 

（
け
ず
ら
＝
こ
れ
ら
） 

こ
の
人 

け
す
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

休
憩 

タ
イ
ム
の
反
対
語 

 

始
め 

開
始 

け
ず
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

良
く
な
い 

足
り
な
い→

け
ず
な
さ
れ―

悪
い 

奴
め 

げ
そ
げ
そ 

げ
そ
っ
と 

 
 

関
係
な
い
ふ
り 

 

知
ら
な
い
ふ
り 

 
 

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に 

け
づ
が
る 

 
 
 
 
 
 
 

居
座
る 

居
や
が
る 

 

け
っ
け
ろ 
 
 
 
 
 
 
 

松
ぼ
っ
く
り 

け
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 

逆
さ
ま 

＝
け
っ
ち
ゃ
む
ぐ
れ 

け
っ
ぷ
り 

 
 
 
 
 
 
 

気
配 

様
子 

け
っ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
尻 

け
で
く
ね 
 
 
 
 
 
 
 

く
だ
さ
い 

け
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

腕 

け
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

羨
ま
し
い 

け
ぱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
う
の
葉 

げ
ふ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

げ
っ
ぷ 

け
や
す
め
る 

 
 
 
 
 
 

卑
し
め
る 

 

位
を
低
く
見
る 

け
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓑 
 

け
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
だ
さ
い 

げ
ら
ご
（
げ
ゃ
ら
ご
） 

 
 

蛙
の
子 

お
た
ま
じ
ゃ
く
し 

け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
し
上
げ
る 

 

け
ん
け
な
ぐ
り 

 
 
 
 
 

片
足
飛
び 

げ
ん
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
だ 

申
し
訳
な
い 

恥
ず
か
し
い
と
気
持
ち
で

使
う
こ
と
も
あ
る 

げ
ん
だ
が 

 
 
 
 
 
 
 

毛
虫 

け
ん
ち
ょ
う
う
ま 

 
 
 
 

乱
暴
な
馬 

け
ん
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

県
道 

  
 
 

 

こ 
 

こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
い
で 

来
な
さ
い 

こ
い
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ 

こ
の
人 

 

こ
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

桶 
 

「
が
」→

鼻
濁
音 



 

こ
き
た
ね 

 
 
 
 
 
 
 

汚
い 

こ
ぎ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

値
切
る 

 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

ご
ぐ
つ
ぶ
し 

 
 
 
 
 
 

怠
け
者 

こ
げ
に
す
る 

 
 
 
 
 
 

馬
鹿
に
す
る 

こ
げ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

鱗 

こ
ご
ぇ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
あ
た
り 

こ
ご
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

塊 
 
 
 

「
ご
」→

鼻
濁
音 

こ
じ
ゃ
す 

 
 

 
 
 
 
 

こ
じ
ら
す 

ご
し
ゃ
げ
る 

 
 
 
 
 
 

腹
が
立
つ 

ご
し
ゃ
や
ぐ 

 
 
 
 
 
 

怒
る 

こ゚
だ
ぐ
き
り 

 
 
 
 
 
 

無
駄
話 

こ
い
げ
ら
が
す 

 
 
 
 
 

怒
ら
せ
る 

こ
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

疲
れ
る 

疲
れ
た 

こ
っ
た
に 

 
 
 
 
 
 
 

こ
ん
な
に 

こ
の
よ
う
に 

こ
っ
た
り
ね 

 
 
 
 
 
 

少
し
足
り
な
い 

不
足 
未
達
成 

少
し
劣
る 

こ
っ
ち
ゃ
こ 

 
 
 
 
 
 

こ
ち
ら
に
来
な
さ
い 

こ
っ
ち
ょ
が
す 

 
 
 
 
 

く
す
ぐ
る 

こ
っ
ち
ょ
ご
っ
て 

 
 
 
 

く
す
ぐ
っ
た
い 

「
ご
」→

鼻
濁
音 

こ
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 
 
 

木
の
削
り
か
す 

こ
っ
た
ば
き 

 
 
 
 
 
 

お
う
吐
物 

こ
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 

こ
ち
ら 

ご
っ
つ
ぉ 

 
 
 
 
 
 
 

ご
馳
走 

こ
で
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 

耐
え
る 

我
慢
す
る 

こ
で
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 

答
え
る 

応
ず
る 

強
く
感
じ
る 

 

こ
で
ら
れ
ね 

 
 
 
 
 
 

耐
え
ら
れ
な
い 

我
慢
で
き
な
い 

 

素
晴
ら
し
い 

ご
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
人 

ご
亭
主 

こ
ど
か
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

不
足 

気
の
毒 

か
わ
い
そ
う 

こ
ど
け
だ 

 
 
 
 
 
 
 

か
わ
い
そ
う 

気
の
毒 

こ
な
さ
せ 

 
 
 
 
 
 
 

産
婆 

こ
な
づ
ば
り 
 
 
 
 
 
 

田
植
え
の
手
伝
い 

稲
の
苗
を
配
分
す
る
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
植
え
の
時
に
目
印
を
つ
け
る
時
の
作
業 

こ
ね
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
間 

こ
の
ぶ
ん
こ 

 
 
 
 
 
 

こ
ん
な
少
し 

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち 

こ
の
じ
ゅ
あ 

 
 
 
 
 
 

こ
の
頃 

ご
し
ぇ
っ
ぱ
ら
げ
る 

 
 
 

腹
が
立
つ 

こ
ば
が
た
れ 

 
 
 
 
 
 

少
し
バ
カ
な
人 

こ
び
は
だ
ぎ 

 
 
 
 
 
 

垢
落
と
し 

こ
び
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
や
つ 

朝
昼
晩
の
三
食
の
間
の
間
食 

小
昼 

こ
ぶ
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

子
を
庇
う 

子
を
防
ぐ 

こ
ぶ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
く
ら
は
ぎ 

こ
ぶ
ら
け
す 

 
 
 
 
 
 

ふ
く
ら
は
ぎ
の
け
い
れ
ん 

こ
ま
ざ
れ 

 
 
 
 
 
 
 

土
を
均 な

ら

し
た
り
、
ゴ
ミ
を
集
め
た
り
す
る
道
具 

大

き
な
熊
手 

小
間
竹
杷

こ

ま

さ

ら

い 

ご
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

濁
る 

こ
ま
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

細
い 

細
か
い 

み
み
っ
ち
い 

し
み
っ
た
れ
＝

こ
め
ぇ 

こ
ん
め 

ご
ん
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

威
張
る 

自
慢
話 

大
き
な
話 

 

ご
ん
け
は
ぎ 

 
 
 
 
 
 

威
張
り
散
ら
す 

 

威
張
り
散
ら
す
人 

こ
ん
さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
様さ

ま 

こ
の
よ
う
な 

こ
ん
た
な 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
な 

ご
ん
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

塵 

木
の
葉
や
わ
ら
屑
の
よ
う
な
も
の 

こ
ん
び 
こ
び 

 
 
 
 
 

焦
げ
付
い
た
も
の 

ご
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ご
ぼ
う 



 

く
ど
い
人
や
管
を
巻
く
人 

面
倒
な
人
の
こ
と 

 

を
言
う
。 

泣
き
虫
の
こ
ど
も 

ご
ん
ぼ
ぬ
ぎ 

 
 
 
 
 
 

も
の
や
人
材
を
選
び
抜
く 

競
走
中
に
一
気
に 

追
い
抜
く 

こ
ん
ま
り 

 
 
 
 
 
 
 

こ
じ
ん
ま
り 

さ
さ
や
か 

控
え
め 

  

さ 
 

さ
ぁ
も
ね 

 
 
 
 
 
 
 

さ
さ
い
な 

さ
も
な
い 

さ
え 

さ
ぁ
え 

さ
さ
さ 

 

さ
て 
さ
て
さ
て 

失
敗
し
た
時
や
、
困
っ
た
と
き

に
発
す
る
言
葉 

さ
が
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賢
し
い 
賢
い 

さ
が
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

叫
ぶ 

さ
が
び
づ
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 

叱
り
つ
け
る 

さ
が
り
だ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

損
を
す
る 

 

さ
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
る 

祭
り
が
盛
り
上
が
る 

さ
が
ん
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
道 

さ
が
っ
ぴ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

で
こ
ぼ
っ
こ
の
無
い
坂
面 

さ
き
た
（
さ
き
た
か
だ
） 

 
 
 

さ
っ
き 

先
ほ
ど 

 

さ
ぎ
お
ど
で
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
昨
日 

 

さ
ぎ
っ
ぱ
だ
げ 

さ
え
っ
ぱ
た
げ 

菜
園
畑 

自
家
用
菜
園 

さ
し
く
さ
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

他
人
同
士
の
物
事
に
差
し
出
口
を
は
さ
む
こ

と 

さ
す
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衣
服
に
チ
カ
チ
カ
す
る
埃
が
つ
い
て
痛 

痒
い 

さ
ず
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ゃ
ぶ
る 

吸
う 

 

さ
っ
く
べ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 

残
り
火
に
挿
し
く
べ
る 

さ
っ
こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷 

ざ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑
魚 

ざ
っ
こ
釣
り→

魚
釣
り 

さ
っ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
し 

ち
ょ
っ
と 

さ
っ
ぱ
（
ざ
っ
ぱ
） 

 
 
 
 
 

雑
板 

雑
な
板 

さ
な
ぶ
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
苗
饗

さ

な

ぶ

り 

田
植
え
後
に
田
の
神
を
送
る 

祭
り 

さ
ね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種 

さ
は
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
皿 

大
鉢 

さ
ぱ
っ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
っ
ぱ
り
と 

何
も
な
く 

清
潔 

さ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寒
い 

さ
む
い
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥
肌 

ざ
ら
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る 

恐
怖
を
感
じ
る 

さ
る
こ
じ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
た
く
な
に
遠
慮
す
る 

さ
る
こ
さ
る
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 

も
ん
ぺ
の
一
種 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
ん
ぼ
に
入
る
時
に
穿
く
ぴ
っ
た
り
と
し 

た

モ
ン
ペ 

さ
れ
か
む
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
よ
う
な
も
の
に
構
う
な 

 
 

関
わ
り
あ
う
な 

さ
わ
が
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

騒
が
し
い 

騒
々
し
い 

「
が
」→

鼻
濁
音 

ざ
ん
か
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

険
し
い
崖 

さ
ん
ざ
こ
ざ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

さ
ん
ざ
ん 

 

ざ
ん
ぞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陰
口 

悪
口 

 

ざ
ん
ぞ
ほ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

他
人
の
陰
口
を
言
う
人 

  

し 
 

し
ぇ
（
せ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
な
さ
い 

 

し
ぇ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急
ぐ 

じ
ぇ
ん
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
舎 

 

じ
ぇ
ご
た
ろ
う
（
じ
ぇ
ご
た
れ
）（
田



 

舎
者
） 

し
ぇ
（
せ
）
ご
ま 

 
 
 
 
 
 

せ
っ
せ
と 

一
生
懸
命 

じ
ぇ
じ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
こ
れ 

も
し
も
し 

 

呼
び
か
け
の
言
葉 

し
ぇ
だ
ぐ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

着
る
も
の 

着
物 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
昔
、
田
舎
で
は
、
お
下
が
り
の
着
物
を
洗
濯

し
た
り
、
仕
立
て
直
し
た
り 

し
て
着
回
し
し
て
い
た
。
こ
の
過
程
を
洗
濯

し
ぇ
だ
ぐ

と

言
い
、
こ
の
後
新
し
い
着
物
の
こ
と
も
、
こ
の

よ
う
に
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る 

じ
ぇ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

喘
息 

じ
ぇ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

絶
対 

し
ぇ
っ
ぱ
ね
（
す
っ
ぱ
ね
） 

 
 

雨
の
日
に
裾
に
泥
水
が
跳
ね
上
が
る
こ
と 

し
ぇ
ず
（
せ
ず
） 

 
 
 
 
 
 

そ
れ 

そ
い
つ 

し
ぇ
ず
ぐ
（
せ
づ
ぐ
） 

 
 
 
 

急
き
立
て
る 
う
る
さ
く
催
促
す
る 

し
ぇ
ず
ね
（
せ
づ
ね
） 

 
 
 
 

う
る
さ
い 

煩
わ
し
い 

苦
し
い 

 

し
ぇ
わ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
る
さ
い 

急
き
立
て
ら
れ
る 

 

し
ぇ
ど
な
（
せ
ど
な
） 

 
 
 
 

先
日 

先
ご
ろ 

じ
ぇ
に
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
金 

銭 

し
ぇ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
す
れ
ば 

そ
う
し
た
ら 

し
ぇ
ふ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
風
呂 

し
ぇ
め
（
せ
め
） 

 
 
 
 
 
 

狭
い 

し
ぇ
ま
っ
け
（
狭
苦
し
い
） 

し
ぇ
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

責
め
る 

咎
め
る 

し
ぇ
や
み
（
せ
や
み
） 

 
 
 
 

怠
け
る 

骨
惜
し
み 

背
病
む 

し
ぇ
や
み
た
が
り 

 
 
 
 
 
 

怠
け
者 

＝
せ
っ
こ
ぎ 

か
ば
ね
病
み 

じ
ぇ
ん
じ
ぇ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

全
然 

全
く 

じ
ぇ
ん
て
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

全
体 

じ
さ
ま
（
ず
さ
ま
） 

 
 
 
 
 

お
じ
い
さ
ん 

祖
父 

老
人 

し
が
（
す
が
） 

 
 
 
 
 
 
 

氷 

じ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
ぐ
に 

間
も
な
く 

じ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

肥
し 

語
源
食 じ

き 

じ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
慮 

 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

じ
ぐ
な
し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
気
地
な
し 

し
た
く
た
ね
（
す
た
く
た
ね
） 

 

だ
ら
し
な
い 

訳
が
分
か
ら
な
い 

し
っ
た
く
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

す
っ
た
も
ん
だ 

し
た
ど
も
（
す
た
ど
も
） 

 
 
 

そ
う
だ
け
れ
ど
も 

然
れ
ど
も 

し
つ
も
つ
す
る
（
す
つ
も
つ
） 

 

た
め
ら
う
様
子 

し
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
便 

小
水 

し
っ
と
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
な
ど
の
粉
で
作
っ
た
団
子
や
餅
の
こ
と 

 

し
ね
（
す
ね
） 

 
 
 
 
 
 
 

撓
い 

弾
力
が
あ
っ
て
撓
み
曲
が
る 

し
ば
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
の
さ
か
な 

つ
ま
み 

 

し
ば
れ
る
（
す
ば
れ
る
） 

 
 
 

冷
え
込
む 

寒
い 

し
は
ん
こ
‘
す
は
ん
こ
） 

 
 
 

台
布
巾 

※
手
拭
を
思
半
分
に
し
た
布
か
ら 

じ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丈
夫 

し
め
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ
シ
メ 

し
ゃ
ぐ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

杓
子 

し
ゃ
ぶ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
し
ゃ
み 

し
ゃ
ん
ぶ
ぎ
た
で
る 

 
 
 
 
 

良
く
な
い
こ
と
言
い
ふ
ら
す 

し
ゃ
り
ぎ
り
（
し
ゃ
り
ぐ
り
） 

 

無
理
や
り 

＝
し
ゃ
り
む
り 

し
ゃ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ど
い
て
く
だ
さ
い 

避
け
て
く
だ
さ
い 

 

こ
こ
か
ら
退
い
て
く
だ
さ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
去
れ 

 
し
ゃ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

退
く 

避
け
る 

去
る 

し
ゃ
っ
ぷ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

帽
子 

し
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背
負
う 

じ
ょ
う
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

居
間 

じ
ょ
さ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

造
作
な
い 

簡
単 



 

じ
ょ
う
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
抜
き 

浅
は
か 

じ
ょ
う
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
そ
ら
く 

き
っ
と 

＝
じ
ょ
う
や
も
の 

 

※
定
様 

し
ょ
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恥
ず
か
し
い 

じ
ょ
せ
ぇ
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

お
粗
末
し
た 

し
ょ
っ
つ
き
ば
る 

 
 
 
 
 
 

こ
わ
ば
る 

し
ょ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
初 

じ
ょ
っ
ぱ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

意
地
っ
張
り
＝
ご
う
じ
ょ
っ
ぱ
り 

し
ょ
っ
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

塩
辛
い 

し
ょ
っ
ぱ
い 

し
ょ
ど
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

諸
乙
女 

乙
女
た
ち 

娘
た
ち 

し
ょ
ど
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

諸
友 

友
達 

し
ら
ご
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

酔
わ
ず
に
絡
む
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

し
り
こ
ざ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

尻
小
去
り 

少
し
ず
つ
後
ろ
に
下
が
る 

し
ん
ぱ
こ
（
す
ん
ぱ
こ
） 

 
 
 

樹
木
の
最
先
端 

梢 

  

す 
 

す
か
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

好
き
で
な
い 

嫌
い 

 

→

え
げ
す
か
ね
＝
い
け
好
か
な
い 

す
ぐ
ず
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
く
じ
る 

失
敗
す
る 

す
ず
な
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

滑
る 

す
こ
だ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
こ
た
ま 

 

沢
山 

ど
っ
さ
り 

す
っ
た
ぐ
ら
げ 

 
 

 
 

 
 

 

着
の
裾
を
た
く
し
上
げ
帯
に
挟
む
＝
す
っ
物

ぱ
し
ょ
り 

す
っ
つ
も
っ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

も
じ
も
じ 

も
ぞ
も
ぞ 

た
め
ら
う 

 

決
意
不
足 

す
っ
ぱ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

素
脛 

衣
服
を
付
け
な
い
脛 

 

す
っ
ぱ
ね
あ
が
る 

 
 

 
 

 
 

雨
の
日
に
裾
に
泥
水
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
＝

し
っ
ぱ
ね 

ず
っ
ぱ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

充
分 

満
杯 

 

す
っ
ぺ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
番
最
後 

す
と
ん
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
っ
か
ち
で
軽
率
な
こ
と 

手
落
ち 

 

素
頓
狂 

す
ね
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

脛 

ず
ね
や
づ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

感
心
な
や
つ
（
人
） 

す
ひ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鋭
い 

ず
ぶ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
太
い 

物
事
に
動
じ
な
い 

図
々
し
い 

ず
べ
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
責
任 

で
た
ら
め 

生
意
気 

→

ず
べ
ら

こ
ぎ
＝
い
い
加
減
に
な
ま
け
る
（
人
） 

ず
ほ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

随
分 

か
な
り 

沢
山 

非
常
に 

す
ま
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

隅
の
方 

す
み
っ
ぱ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

霜
焼
け 

凍
み
腫
れ 

す
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凍
み
る 

凍
る 

す
も
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沁
み
る 

 

ず
ら
っ
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

知
ら
ん
顔
し
て 

知
ら
ぬ
ふ
り
し
て 

す
り
こ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゴ
マ
や
胡
桃
な
ど
を
、
擂
鉢
で
す
り
お
ろ
す
時

に
使
う
の
棒 

す
り
じ
ゃ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

後
ず
さ
り 

す
る
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

磨
り
臼 

ず
れ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狡
い 

悪
賢
い 

 

ず
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
豆
の
つ
ぶ
し
餡 

ず
ん
だ
ぢ
ふ
み 

 
 
 
 
 
 
 

地
立
ち
踏
み 

地
団
駄
を
踏
む 

  
せ 

 

ぜ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
の
流
氷 



 

せ
ぇ
き
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

息
が
き
れ
る 

ぜ
ぁ
ご
（
じ
ぇ
ん
ご
） 

 
 
 
 

田
舎 

せ
ぇ
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再
々 

度
々 

せ
ぇ
ず 
せ
ず 

 
 
 
 
 
 
 

そ
れ 

そ
い
つ 

せ
ぇ
な
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

責
め
る 

責
め
苛
む 

せ
ぇ
ば
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
な
板 

菜
板 

切
板 

せ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急
ぐ 

→

せ
ぐ
な―

急
ぐ
な 

せ
ず
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
っ
つ
く 

催
促
す
る 

せ
ず
ね
ぁ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
る
さ
い 

煩
わ
し
い 

せ
せ
り
（
し
ぇ
し
ぇ
り
） 

 
 
 

煙
草
の
ヤ
ニ 

せ
っ
し
ょ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

風
呂 

せ
っ
か
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

急
き
立
て
ら
れ
る 

せ
っ
た
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

怠
け
者 
＝
せ
や
み
（
し
ぇ
や
み
） 

せ
ふ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

据
え
風
呂 

せ
ま
っ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭
い 

せ
わ
す 

せ
わ
し
ね 

 
 
 
 
 

う
る
さ
い 

あ
わ
た
だ
し
い 

  

そ 
 

そ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
う 

 

そ
う
す
か
（
そ
す
か
） 

 
 
 
 

そ
う
で
す
か 

ぞ
み
ず
（
ぞ
う
み
ず
） 

 
 
 
 

雑
水 

残
飯
な
ど
の
汁 

そ
え
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
で 

そ
ご
ら
・
そ
ご
え
ら 

 
 
 
 
 

そ
の
辺 

そ
こ
い
ら 

そ
こ
っ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
っ
そ
り
と 

密
か
に 

 

そ
そ
く
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

粗
雑 

粗
末 

 

そ
さ
だ
ら
ば 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
い
う
こ
と
な
ら 

 

そ
（
ん
）
ざ
す 

 
 
 
 
 
 
 

損
じ
る 

傷
む 

壊
れ
る 

そ
だ
ご
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
だ
ろ
う 

そ
う
だ
と
思
う 

 

そ
だ
っ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
で
す
か 

そ
だ
な
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
で
す
ね 

そ
た
な
ご
ど 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ん
な
こ
と 

 

そ
で
ね
す
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か 

そ
（
ん
）
だ 

そ
だ
そ
だ 

 
 
 

そ
う
だ 

 

そ
う
だ
そ
う
だ 

そ
っ
ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ち
ら 

そ
っ
ち 

 

例 

そ
っ
ち
ゃ
え
げ―

そ
ち
ら
に
行
き
な
さ 

 
 

い 

そ
っ
ぴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棘 

※
削
片 

そ
べ
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

甘
え
る 

慣
れ
親
し
む 

 

※
お
そ
ば
う
（
甘
え
ふ
ざ
け
る
）
が
転
訛 

そ
ん
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
も
な
く 

す
ぐ 

※
す
ぐ
の
間 

  

た 
 

た
え
な
し
（
て
な
し
） 

 
 
 
 

覚
え
が
な
い 

忘
れ
た 

忘
れ
ん
坊 

た
ぐ
れ
（
た
れ
） 

 
 
 
 
 
 

○
○
た
ぐ
れ 

 

例 

ば
が
た
ぐ
れ―

バ
カ
た
れ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酔
っ
た
ぐ
れ―

酔
っ
払
い 

た
ご
ま
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寄
り
集
る 

寄
り
か
た
ま
る 

手
繰
り
か
た

ま
る 

だ
っ
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

誰
で
も 

た
つ
っ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ほ
ん
の
少
し 

※
滴
が
た
っ
ち
り
と
落
ち
る

と
こ
ろ
か
ら 

た
で
も
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
催
者 

た
で
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
な
ど
を
閉
め
る 

た
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
で
持
ち
上
げ
る 

 



 

た
な
ぎ
あ
れ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

手
で
持
ち
歩
く 

だ
な
ど
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

旦
那
様 

た
ば
ご
の
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
や
つ 

間
食 

た
ね
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尋
ね
る 

探
す 

た
ま
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
ど
ろ
く 

だ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
を
あ
や
す 

た
ま
と
り 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

お
手
玉
遊
び 

た
も
づ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

掴
ま
る 

た
る
（
ろ
）
し 

 
 
 
 
 
 
 

つ
ら
ら 

た
ん
ぎ
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

互
い 

交
互 

だ
ん
け
ぃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

旦
那 

※
旦
那
芸
（
旦
那
が
道
楽
で
覚
え
た
芸
）

の
転
訛
か 

た
ん
ぱ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

短
気 
せ
っ
か
ち 

 

た
ん
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

痰 

唾 

  

ち 
 

ち
（
い
）
さ
け 

ち
っ
ち
ゃ
け 

 

小
さ
い 

小
柄 

※
ち
い
さ
個 ヶ 

 

「
個
」
は
其
の
物
を
さ
す 

ち
じ
こ
ま
る
（
つ
つ
こ
ま
る
） 

 

縮
こ
ま
ら
る 

蹲
る 

し
ゃ
が
み
こ
む 

ち
ゃ
っ
ち
ゃ
ど 

 
 
 
 
 
 
 

さ
っ
さ
と 

早
く 

※
着
々
と
が
転
訛 

ち
ょ
う
ど
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

じ
っ
と
し
て 

黙
っ
て 

 
 
 

落
ち
着
い
て
※
丁
度
（
具
合
よ
く
）
し
て
が 

転
訛 

ち
ょ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
じ
る 

触
る 

触
れ
る 

 

※
語
源 

寵
す
（
か
わ
い
が
る
） 

ち
ょ
す
く
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 

い
じ
り
回
す 

触
り
ま
く
る 

ち
ょ
う
ず
ど
ご
ろ 

 
 
 
 
 
 

便
所 

ち
ょ
っ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
ょ
っ
か
い 

ち
ょ
っ
と
ぎ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

少
し
の
間 

 
 

ち
ゃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
じ
い
さ 

ん 

ち
ょ
べ
っ
と 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
ん
の
少
し 

わ
ず
か 

ち
り
た
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
し
ず
つ 

※
ち
り
ち
り
の
転
訛 

  

つ 
 

つ
ぎ
り 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

竿
秤

さ
お
は
か
り 

※
「
ち
ぎ
り
（
一
貫
目
以
上
の
物
を

図
る
秤
）」
の
転
訛 

づ
く
ね
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
々 

じ
っ
く
り 

 

落
ち
着
き 

 

※
逐
年
の
転
訛 

つ
だ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
し
出
す 

突
き
出
す 

 

つ
っ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乳 

母
乳 

 

つ
っ
と
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

突
き
通
す 

突
き
刺
す 

通
り
過
ぎ
る 

※

突
き
通
す
が
転
訛 

つ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藁
で
作
っ
た
入
れ
物 

つ
と
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ん
が
る 

先
が
鋭
く
と
が
る 

 

過
敏
に
な
る 

つ
ぱ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

風
力
や
重
力
に
耐
え
る
よ
う
に
支
え
る
棒
な

ど 

※
突
っ
張
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
っ
ぱ
り
か
う→

補
強
す
る 

 

つ
ぶ
く
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

水
に
潜
る 

 
つ
（
ん
）
の
げ
る 

 
 
 
 
 
 

突
き
ぬ
け
る 

つ
（
ん
）
の
め
す 

 
 
 
 
 
 

つ
き
の
め
す 

倒
す 

つ
ま
き
ゃ
（
け
） 

 
 
 
 
 
 

つ
ま
づ
く 

物
事
が
途
中
で
失
敗
す
る 

 

つ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面 

顔 

表
面 

つ
ら
し
か
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

顔
を
し
か
め
る 

困
っ
た
事
だ
と
思
案
す
る



 

顔 
つ
ら
つ
ぎ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

顔
つ
き 

  

て 
 

て
ぇ
あ
ご 

て
ん
ご 

 
 
 
 
 

同
じ 

同
等 

平
等 

 

※
対
偶
（
二
つ
そ
ろ
っ
た
も
の
）
の
転
訛 

で
ぇ
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
根 

で
ぇ
ど
め
ぐ
り 

で
ん
ど
め
ぐ
り 
同
じ
と
こ
ろ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
こ
と 

 
繰
り
返
し
「
ぐ
」→

鼻
濁
音 

で
ぇ
ど
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
所 

て
ぇ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
ら 

で
ぇ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
工 

て
ぇ
つ
け
ら
れ
ね 

 
 
 
 
 
 

手
が
付
け
ら
れ
な
い 
 

施
し
よ
う
が
な
い 
呆
れ
る 

困
る 

て
ぇ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
に
負
え
な
い 

厄
介 

 

て
ぇ
あ
ま
す
も
の 

 
 
 
 
 
 

手
に
余
る
者 

厄
介
者 

て
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絶
え
る 

て
や
す
＝
絶
や
す 

て
く
そ
も
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
じ
く
り
回
す 

※
手
癖
持
ち
の
転
訛 

て
す
り
こ
っ
ぺ
ぁ 

 
 
 
 
 
 

平
身
低
頭 

哀
願
懇
願 

 

※
手
摺
り
頭
下
げ
の
転
訛 

手
を
す
り
合
わ
せ
て
謝
る
こ
と 

て
っ
こ
ず
き
で
、
ぶ
う 

 
 
 
 

手
だ
け
で
負
ん
ぶ
す
る 

「
ぶ
う
」
は
背
負
う

の
意
味 

て
っ
ち
ょ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
井 

上 

て
で
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
れ
て
き
た 

で
ど
ば
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
入
り
口 

玄
関 

出
戸
端 

 

で
は
れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
な
さ
い 

て
び
ら
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

蛾 

蝶 
 

※
昔
か
ん
ざ
し
の
飾
り
の
蝶
を
「
か
わ
ひ
ら 

こ
」
と
言
っ
た
こ
と
の
転
訛 

手
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
飛
ぶ
様
子
か
ら
と 

 

も
言
わ
れ
る 

て
（
ん
）
ぼ
く
さ
れ 

 
 
 
 
 

不
器
用
な 

不
器
用
な
人 

て
ま
ど
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
雇
い 

手
間
賃
を
取
る 

で
ん
が
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
マ
キ
リ 

で
ん
ず
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
地
悪
を
す
る 

で
ん
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
で
こ 

ひ
た
い 

  

と 
 

ど
ご
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
処
に 

ど
ご
さ
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
処
に
か 

 

い
づ
こ
に
か 

と
じ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

退
屈 

淋
し
い 

※
徒
然
（
退
屈
）
の
転
訛 

と
し
ょ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
り 

と
ず
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

届
く 

着
く 

至
る 

達
す
る 

ど
す
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
番
最
後 

 

と
っ
き
ゃ
す 

と
っ
け
す 

 
 
 

取
り
返
す 

奪
い
取
る 

 

と
っ
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
り
替
え
る 

と
っ
と
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
っ
て
お
き 

ど
っ
ち
ゃ
に
も 

 
 
 
 
 
 
 

ど
ち
ら
に
も 

ど
で
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

驚
く 

び
っ
く
り
す
る 

 
と
ど
こ 

と
ど
っ
こ 

 
 
 
 
 

蚕 

※
尊
い
蚕 

「
尊
い
蚕
様
」
と
唱
え
て
養

蚕
の
成
功
を
祈
っ
た 

と
ど
ら
ね
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

乱
雑 

ち
ぐ
は
ぐ 

※
整
わ
な
い
の
転
訛 

と
の
ぐ
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
入
り
口 

戸
の
口 



 

と
の
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
り
除
く 

※
と
り
の
け
る
の
転
訛 

ど
へ
ら
ど
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

気
が
抜
け
て
は
っ
き
り
し
な
い 

 

と
ほ
で
も
ね
ぇ 

 
 

 
 

 
 

 

途
方
も
な
い 

と
ん
で
も
な
い 

目
当
て
が

た
た
な
い 

と
ろ
っ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ず
っ
と 

絶
え
ま
な
く 

引
っ
切
り
無
し 

何
時
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
古
語
の
句
に
「
十
五
六
と
ろ
拍
子
に
そ
だ
つ

な
り
」
と
あ
り
「
と
ろ
」
は
絶
え
間
な
く
、「
拍

子
」
は
習
慣
や
そ
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の
で
、

「
と
ろ
」
が
語
源
か
＝
と
ろ
っ
ぺ
づ―

の
べ
つ

ま
く
な
し 

ど
ん
だ
り 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

何
度
も 

何
回
も 

 

＝
ど
ん
だ
り
か
ん
だ
り 

※
度
足
る 

ど
ん
ど
は
れ
ぇ 

 
 

 
 

 
 

 

お
し
ま
い 
お
わ
り 

晴
天 

※
頓
と
払
う

「
す
っ
か
り
払
う
」
の
転
訛 

ど
ん
ぶ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

綿
入
れ
の
着
物 

  

な 
 

な
が
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
端 

半
分 

＝
な
が
ら
な
ま
じ 

な
が
ら
は
ん
ち
ゃ
（
は
ん
ぱ
） 
 

中
途
半
端 

な
が
ん
す
べ
が 

 
 

 
 

 
 

 

無
い
で
し
ょ
う
か 

○
○
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か 

な
ぎ
つ
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

泣
き
べ
そ
＝
な
ぎ
つ
め
た
で
る
（
泣
き
べ
そ
を

か
く
） 

な
ぎ
べ
っ
ち
ょ 

 
 
 
 
 
 
 

泣
き
出
し
そ
う
な
顔 

な
き
べ
そ 

な
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

捨
て
る 

な
し
て 

な
す
て 
 
 
 
 
 
 

ど
う
し
て 

な
ぜ 

 

な
じ
ょ
だ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の
よ
う
に
で
も 

適
当
に 

 

※
何
状
た
り
が
転
訛
＝
な
じ
ょ
だ
り
か
じ
ょ

だ
り 

な
じ
ょ
す
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の
よ
う
に
し
て 

な
じ
ょ
す
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ど
う
し
よ
う 

な
っ
て
も
か
っ
て
も 

 
 
 
 
 

な
ん
で
も
か
ん
で
も 

※
「
何
も
か
も
」
の
転
訛
＝
な
も
か
も
、
な
ん

だ
り
か
ん
だ
り 

な
ん
で
か
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

ど
う
し
て
も 

是
非
と
も 

必
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
何
で
あ
れ
、
嘗 か

つ

て
（
以
前
）
で
あ
れ
」
の

転
訛 

な
り
ぎ
た
り
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

ど
っ
ち
つ
か
ず 

気
儘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
成
り
行
き
、
他
力
」 

な
れ
ぁ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
風 

嵐 

強
風 

陽
の
当
た
ら
な
い 

場
所 

な
ん
た
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ん
と
し
た
こ
と
か 

 

※
「
な
ん
と
し
た
ら
」
の
転
訛 

な
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
く
ら 

ど
の
く
ら
い 

 

※
何
程
の
転
訛 

＝
な
ん
ぼ
く
れ 

 
な
ん
ぼ
す
た
っ
て 

 
 
 
 
 

な
ん
と
い
う
こ
と
を 

な
ん
ぼ
だ
り 

 
 
 
 
 
 
 

い
く
ら
で
も 

好
き
な
く
ら
い 

＝
な
ん
ぼ
だ
り
か
ん
ぼ
だ
り 

な
ん
ぼ
ぎ
ゃ
り 

 
 
 
 
 
 

何
回 

何
度 

 

＝
な
ん
ぼ
げ
り 

 
 



 

 
に 

 

に
が
む
す
ぶ
っ
つ
ぶ
す 

 
 
 

む
す
っ
と
し
て
機
嫌
が
悪
い
様
子 

に
げ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
い 

「
げ
」→

鼻
濁
音 

に
げ
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
階 

に
し
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

偽 
 

に
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荷
の
縄 

荷
を
固
定
す
る
縄
の
こ
と 

に
ぎ
り
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

お
に
ぎ
り 

お
む
す
び 

に
や
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

に
や
に
や
す
る 

  

ぬ 
 

ぬ
ぎ
に
き
ゃ
る 

 
 
 
 
 

仰
向
け
に
な
る 
 

ぬ
げ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

暑
い 

暖
か
い 

※
温
い

ぬ

く

い

が
転
訛 

ぬ
ぐ
ら
っ
け
ぇ 

 
 
 
 
 

生
暖
か
い 

暖
か
な
感
じ
が
す
る 

ぬ
ぐ
だ
め
る 

 
 
 
 
 
 

温
め
る 

 
 

ぬ
ぐ
だ
ま
る 

 
 
 
 
 
 

温
ま
る 

ぬ
だ
ば
る
（
の
だ
ば
る
） 
 

腹
ば
い
に
な
る 

ぬ
れ
ぇ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
る
い 

熱
く
な
い 

手
ぬ
る
い 

厳
し
く
な
い 

穏
や
か 

ゆ
っ
く
り 

ぬ
さ
ば
る 

 
 
 
 
 
 
 

の
さ
ば
る 

ぬ
だ
ぐ
る 
 
 
 
 
 
 
 

塗
り
た
く
る 

ぬ
る
っ
と 

 
 
 
 
 
 
 

ぐ
る
っ
と
一
帯 

  

ね 
 

ね
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
い 

ね
ぇ
が
べ 

 
 
 
 
 
 
 

無
い
で
し
ょ
う 

ね
ぇ
が
べ
が 

 
 
 
 
 
 

無
い
で
し
ょ
う
か 

ね
ぇ
あ
ん
す 

 
 
 
 
 
 

あ
り
ま
せ
ん 

ね
さ
っ
ぱ
り 

 
 
 
 
 
 

な
か
な
か
寝
な
い 

宵
っ
張
り 

ね
し
ょ
べ
た
れ 

 
 

 
 

 

寝
小
便
を
し
た
人 

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
ね
し
ょ
を

す
る
人 

ね
だ
の
し
た 

 
 
 
 
 
 

床
下 

ね
つ
け
る 

 
 

 
 

 
 

 

曲
が
り
く
ね
る 

素
直
で
な
い 

ひ
が
む 

拗
ね

る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
ね
す
る 

ね
づ
る 

ね
つ
く
つ
ず 

 
 
 
 
 
 

は
き
は
き
し
な
い 

優
柔
不
断 

 

→

ね
つ
く
つ
ず 

 

ね
づ
ま
わ
す 

 
 
 
 
 
 

ド
ラ
イ
バ
ー 

ね
っ
こ
き
り 

 
 
 
 
 
 

根
元
ま
で 

ね
っ
こ
ほ
り 

 
 
 
 
 
 

諄 く
ど

く
問
い
た
だ
す 

し
つ
こ
い 

ね
っ
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 

唾 

＝
た
ん
ぺ 

ね
っ
ち
ゃ
ん 

 
 

 
 

 
 

姉 

お
姉
さ
ん 

身
内
以
外
の
人
に
は
お
嬢
さ
ん

と
言
う
意
味
も 

ね
な
す
か
だ
り 

 
 
 
 
 

根
も
葉
も
な
い
話 



 

ね
ぷ
か
げ 

 
 
 
 
 
 
 

居
眠
り 

仮
寝 

ね
ぷ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

眠
い 

ね
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

座
る 

ね
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

狙
う 

    

の 
 

の
さ
る 

 
 
 
 
 
 
 

乗
る 

の
さ
ば
る 

 
 
 
 
 
 

走
り
回
る 

増
長
す
る 

羽
振
り
を
き
か
す 

 

つ
け
あ
が
る 

の
す 

 
 
 

 
 
 
 
 

や
り
通
す 

の
せ→

や
り
通
せ 

の
す
む 

 
 
 
 
 
 
 

盗
む 

例 

の
す
み
と→

盗
人 

の
っ
つ
り 

 
 
 
 
 
 

い
っ
ぱ
い 

た
く
さ
ん 

の
っ
ぱ
な
し 

 
 
 
 
 

野
放
し 

の
ぶ
で 

 
 
 
 
 
 
 

図
太
い 

ふ
て
ぶ
て
し
い 

ず
う
ず
う
し
い 

の
べ
つ
ま
ぐ
ら
つ 

 
 

 

区
切
り
な
く
だ
ら
だ
ら
と 

※
の
べ
つ
幕
な
し
が
転

訛 

の
へ
ら
ぼ
ん 

 
 

 
 

 

の
ほ
ほ
ん 

気
に
し
な
い
様
子 

※
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う

が
転
訛 

の
ぼ
せ
る 

 
 
 
 
 
 

夢
中
に
な
る 

の
ん
べ
こ
た
れ 
 
 
 
 

酒
好
き
の
人 

大
酒
飲
み 

 

※ 

呑 の
ん

兵
衛

べ

え

垂 た
れ

が
転
訛 

「
垂
」
は
だ
ら
け
る
、
呆
れ

る
を
意
味
す
る 

  

は 
 

ば
さ
ま 

 
 
 
 
 
 

お
ば
あ
さ
ん 

老
女 

※
「
ば
ん
ご
」
祖
母
御
の
転
訛 

は
が
え
ぐ 

 
 
 
 
 

仕
事
が
進
む 

捗
は
か
ど

る 

は
が
が
り 

 
 
 
 
 

仕
事
を
終
え
る 

※
計
（
量
）
あ
が
り
の
転
訛 

「
計
・

量
」
＝
仕
事
の
区
切
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
方
の
仕
事
上
が
り
の
時
に
使
う 

ば
が
た
ぐ
れ 

 
 
 
 

馬
鹿
野
郎 

馬
鹿
者 

は
が
だ
づ 

 
 
 
 
 

仕
事
に
入
る 

早
く
立
つ 

※
「
計
立
」「
早
立
ち
」
の

転
訛 

は
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

箒 

は
ぐ
た 

 
 
 
 
 
 

半
端 

端
は
し
た

の
訛
り 

「
ぐ
」→

鼻
濁
音 

は
ぐ
ら
か
す 

 
 
 
 

仲
間
は
ず
れ
に
す
る 

「
ぐ
」→

鼻
濁
音 

は
げ
す 

 
 
 
 
 
 

勢
い
が
あ
る 

※
激
し
い
の
訛
り 

「
げ
」→

鼻
濁
音 

は
し
ぇ
る 

 
 
 
 
 

走
る 

駆
け
る 

は
し
り 

 
 
 
 
 
 

台
所
の
流
し 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
昔
の
流
し
は
一
辺
に
水
の
流
し
ぐ
口
を
付
け
て
い 

水
が
自
然
に
流
れ
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
水
の
走
り
流
れ
る
様
子
か
ら
き
て
い
る 

は
し
り
め
ぇ 

 
 
 
 

流
し
台 

は
す 

 
 
 
 
 
 
 

橋 

箸 

端 
 



 

は
ず
ぐ 

 
 
 
 
 
 

取
り
除
く 

※
省
く
の
転
訛 

は
す
た
ね 

 
 
 
 
 

は
し
た
な
い 

は
す
た
っ
こ 

 
 
 
 

端
っ
こ 

端
切
れ 

は
だ
う
ま 

 
 
 
 
 

雌
馬 

母
馬 

は
だ
ぐ 

 
 
 
 
 
 

叩
く 

殴
る 

は
だ
ぎ
づ
げ
る 

 
 
 

た
た
き
つ
け
る 

殴
り
つ
け
る 

 

は
だ
す 

 
 
 
 
 
 

裸
足 

素
足 

は
だ
る 

 
 
 
 
 
 

要
求
す
る 

催
促
す
る 

ね
だ
る 

は
だ
づ 

 
 
 
 
 
 

二
十
歳 

ば
づ 

 
 
 
 
 
 
 

鉢 

八 

ば
っ
け
（
ば
っ
き
ゃ
） 

蕗
の
薹 

は
っ
け
お
ぎ 

 
 
 
 

易
、
占
い
を
す
る
人 

場
所 

 

八
卦
お
き 

 

は
っ
た
ぎ 

 
 
 
 
 

イ
ナ
ゴ 

蝗 

稲
子 

 

※
バ
ッ
タ
に
似
る
こ
と
か
ら
飛
蝗

ば

っ

た

似 

は
っ
ち
ゃ
が
る 

 
 
 

跳
ね
上
が
る 

＝
と
っ
ち
ゃ
が
る 

は
っ
ち
ゃ
め
ぐ 

 
 
 

落
ち
着
き
な
く
急
ぎ
ま
わ
る 

は
ら
く
そ
わ
る 

 
 
 

腹
が
た
つ 

面
白
く
な
い 

 

は
ら
ち
ぇ 

 
 
 
 
 

腹
が
い
っ
ぱ
い 

は
ら
ぴ
と 

 
 

 
 
 

妊
婦 

ば
れ
る 

 
 
 

 
 
 

背
負
わ
れ
る 

お
ん
ぶ
す
る 

は
ん
か
く
せ 

 
 
 
 

馬
鹿
げ
た 

馬
鹿
ら
し
い 

ば
か
ば
か
し
い 

ば
ん
き
り 

 
 
 
 
 

何
時
も 

度
々 

順
番
無
し 

絶
え
ず 

の
べ
つ 

ば
ん
げ
な 

 
 
 
 
 

夕
刻 

今
晩 

今
夜 

※
晩
景
の
転
訛 

ば
ん
ど
り 

 
 
 
 
 

む
さ
さ
び 

  

ひ 
 

ひ
え
わ
り 
 
 
 
 
 

仲
が
悪
い 

交
友
関
係
が
良
く
な
い 

 

※
廂
間

ひ

あ

い

（
家
と
家
の
空
間
）
が
悪
い
が
転
訛 

ひ
ぎ
な 

 
 
 
 
 
 

大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
野
菜
を
刻
ん
だ
も
の 

 

ひ
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 

閉
じ
る 

※
ま
な
ぐ
ひ
ぐ
る→

目
を
閉
じ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

ひ
げ
ぇ
る 

 
 
 
 
 

干
る 

乾
燥
す
る 

乾
く 

び
っ
こ
た
っ
こ 

 
 
 

か
た
ち
ん
ば 

両
方
同
じ
で
な
い
様 

ひ
し
て 

 
 
 
 
 
 

一
日 

ひ
じ
ゃ
か
ぶ 

 
 
 
 

膝 

膝
頭 

ひ
だ
り
こ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

左
効
き 

ひ
て
こ
べ
・
ひ
て
こ
び 

 
 
 

額 

額
頭 

び
っ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛙 

蟇
蛙
が
訛
っ
た
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
き
い
蟇
蛙→

ふ
る
だ 

ふ
る
だ
び
っ
き 

 
 
 

 

ひ
っ
き
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

木
を
切
る
道
具 

ひ
っ
く
り
げ
す 

 
 
 
 
 
 

ひ
っ
く
り
返
す 

ひ
っ
く
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

木
を
切
っ
た
後
の
屑 

ひ
つ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

櫃 
 

ひ
っ
ち
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 

捻
挫
す
る 

※
捻 ひ

ね

り
か
え
る 

ひ
づ
る
・
ひ
じ
る 

 
 
 
 
 

い
じ
る 

か
ら
か
う 

ひ
っ
つ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

す
い
と
ん 

ひ
ん

で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

酷 ひ
ど

い 
 

ひ
と
ぁ
え 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
時
の
間 

※
一
合
間
の
転
訛 



 

ひ
と
が
だ
げ 

 
 
 
 
 
 
 

一
食 

 
ひ
と
げ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
回 

※
一
回
（
ひ
と
か
い
）
の
転
訛 

ひ
ど
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
い
湿
地
の
田
ん
ぼ 

ひ
と
も
ん
ち
ゃ
ぐ 

 
 
 
 
 

揉
め
事 

文
句 

 

ひ
の
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昼
前 

午
前
中 

↔ 

ひ
る
ま
が
ら
（
午
後
か
ら
） 

ひ
ひ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
日 

一
日
中 

※
日 ひ

一
日

ひ

と

ひ

の
転
訛 

ひ
び
ど
（
ひ
ぼ
ど
） 

 
 
 
 

囲
炉
裏 

 

ひ
ま
だ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

時
間
を
割
い
た
の
に
無
駄
に
な
る 

※
暇
垂
の

転
訛 

び
ゃ
っ
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

少
し 
少
々 

僅
か 

※
微 び

に
小
を
付
け
た
も

の
の
転
訛 

ぴ
ゃ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ゃ
っ
こ
が
更
に
訛
っ
た
も
の 

び
ょ
っ
こ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

ひ
ょ
っ
こ
り 

ひ
ょ
ん
た
な 

 
 
 
 
 
 
 

変
な 

お
か
し
な 

妙
な 

ひ
ら
が
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

昼
に
な
っ
て
仕
事
を
終
え
る
こ
と 

 

※
「
昼
上
が
り
」
の
転
訛 

ひ
ら
す
び 

 
 
 
 
 
 
 
 

昼
寝 
 

※
「
昼
休
み
」
の
転
訛 

ひ
ら
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
ら 

 

薄
く
て
広
い 

 

凸
凹
が
な
い
※
「
平
た
い
」
が
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ひ
ら
び
っ
て
ぃ
」
は
「
ひ
ら
て
ぃ
」
の
俗
語 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
び
っ
て
ぃ
」→

厚
み
の
無
い
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

び
ぃ
ら
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

即
座
に 

す
ぐ
さ
ま 

 

※
「
ひ
ら
り
」
が
転
訛 

＝
「
び
ゃ
ぁ
ら
」 

び
ら
び
ら
ど 

 
 

 
 

 
 

 

さ
っ
さ
と 

早
く 

な
ど
動
作
を
促
す
時
に
よ

く
使
う 

ひ
る
ひ
な
が 

 
 
 
 
 
 
 

真
昼
間 

ひ
ろ
ぉ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

昼
休
み
か
ら
午
後
の
仕
事
に
取
り
か
か
る
時 

※
昼
終
わ
り
の
転
訛 

び
り
け
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
り 

一
番
最
後 

び
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

乾
い
て
ひ
び
割
れ
る 

 
 
 

 

   

ふ 
 

ぶ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背
負
う 

 

負
ん
ぶ
す
る 

※
負
う
の
転
訛 

ふ
か
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
飯 

ふ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹
雪 

ふ
ぎ
か
ん
ぶ
ぎ 

 
 
 
 
 

吹
雪 

ふ
ぎ
ゃ
す 

 
 
 
 
 
 
 

踏
み
破
る 

踏
み
倒
す 

 

※
踏
み
返
す
の
転 

 

訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

踏
み
に
じ
る
こ
と
の
意
味
で
つ
か
わ
れ
る
こ
と 

が
多
い 

ふ
ぎ
ん
こ 

 
 
 
 
 
 
 

布
巾 

ふ
ぐ
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 

瓢
箪 

ふ
ぐ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

福
々
し
い 

賑
や
か 

ぶ
ぐ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

杖 
 

※
木
刀

ぼ
く
と
う 

ふ
ぐ
ろ
っ
ぱ
だ
ぎ 

 
 
 
 

中
に
何
も
な
い
、
残
っ
て
い
な
い
こ
と 

末
子 



 

こ
と 

※
袋
叩
き
の
転
訛 

叩
い
て
も
何
も
残
っ
て
い 

 

な
い
様
子
か
ら
持
っ
て
い
た 

 

も
の
が
す
っ
か

り
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
使
う 

ふ
ざ
ま
す
・
ふ
ん
ざ
ま
す 

 

悪
く
言
う 

 

 

ふ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

節 

＝
ふ
す
ぶ
す
（
節
々
） 

ぶ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

毒 

良
く
な
い 

 
※
附
子

ふ

し

（
ト
リ
カ
ブ
ト
か
ら
取
っ
た
猛
毒
）
の
訛
っ

た
も
の 

ぶ
す
づ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

 

不
満
顔 
不
平
顔 

ふ
く
れ
っ
面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

器
量
の
良
く
な
い
人
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る 

ふ
だ
・
ふ
だ
ふ
だ 

 
 
 
 
 

そ
う
だ 

そ
う
だ
そ
う
だ
＝
ん
だ 

ん
だ
ん
だ 

ふ
だ
ま
す 

 
 
 
 
 
 

 
 

巧
妙
に
騙
す 

ぶ
っ
ぷ
ぐ
れ
る 

 
 
 
 
 
 

ふ
く
れ
て
機
嫌
の
悪
い
様 

ぶ
っ
か
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

壊
す 

ぶ
ち
壊
す 

ぶ
っ
か
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

壊
れ
る 

ぶ
ち
壊
れ
る 

ふ
づ
げ
る
・
ふ(

ん)

づ
げ
る 

 
 

踏
み
つ
け
る 

ぶ
っ
た
ぎ
る 

 
 
 
 
 
 
 

打
ち
切
る 

 

※
「
打
ち
」
を
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
行
為
が
よ
り
強
い
も
の
に
な
る 

ぶ
っ
た
だ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

打
ち
叩
く 

ぶ
っ
つ
ぶ
す 

 
 
 
 
 
 
 

打
ち
つ
ぶ
す 

ぶ
っ
ち
ゃ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

打
ち
破
る 

ぶ
っ
ち
ら
す
・
ぶ
っ
ち
ら
が
す 

散
ら
か
し
放
題
に
ち
ら
か
す 

ふ
で
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

踏
み
荒
ら
す 

踏
み
つ
ぶ
し
て
台
無
し
に
す
る

こ
と 

ぶ
（
ん
）
な
げ
る 

 
 
 
 
 

投
げ
捨
て
る 

ぶ
の
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
ち
叩
く 

ふ(

ん)

づ
ぐ
る 
 
 
 

 
 
 

 

駄
々
を
こ
ね
る 

 

ふ
ん
で
ぇ
す
・
ん
で
ぇ
す 

 
 

そ
れ
で
は 

そ
れ
な
ら 

 

ふ
る
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蟇 ひ
き

蛙
が
え
る 

ふ
る
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
着 

ふ
れ
こ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
知
ら
せ 

※
「
布
令
ご
と
」
の
転
訛 

  

へ 
 

べ
ぃ
っ
と
り 

 
 
 
 
 
 
 

奪
う
合
う 

奪
い
合
い 

 

べ
ぇ
っ
こ
・
べ
っ
こ 

 
 
 
 

少
し 

僅
か 

小
さ
い 

 

小
さ
い
子 

 

末
っ
子 

へ
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
る 

へ
え
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
い
れ 

へ
え
っ
て
ご
ぜ 

 
 
 
 
 
 

お
入
り
に
な
っ
て
く
だ
さ
い 

へ
え
っ
て
く
ね 

 
 
 
 
 
 

お
入
り
く
だ
さ
い
＝
語
尾
を
「
く
な
え
」 

「
く
な
ん
せ
」
に
す
る
と
よ
り
丁
寧 

べ
ご 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

牛
※
ア
イ
ヌ
語
で
牛
の
こ
と
を
べ
こ
と
い
う 

諸
説
あ
り 

へ
だ
ば
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

弱
る 

臥
す 

伏
す 

へ
づ
（
せ
づ
） 

 
 
 
 
 
 

そ
れ 

へ
っ
た
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

よ
く
オ
ナ
ラ
を
す
る
人 

べ
っ
ち
ょ
・
べ
っ
ち
ょ
か
ぐ 

 

べ
そ
、
べ
そ
を
か
く→

「
べ
っ
ち
ょ
づ
ら
」 



 

泣
き
っ
面 

へ
っ
ぴ
り
ご
す 

 
 
 
 
 
 

へ
っ
ぴ
り
腰 

腰
に
力
が
入
ら
な
い 

へ
ぴ
た
ま
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 

機
嫌
取
り 

 

※
諂
い
巻

へ

つ

ら

い

ま

く
る
の
転
訛
（
館
迫
地
方
） 

へ
ぴ
た
ま
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 

カ
タ
ツ
ム
リ
（
倉
沢
地
方
） 

へ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
上
の
女
房 

へ
ら
め
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

余
計
な
こ
と
を
喋
り
ま
く
り 

  

ほ 
 

ほ
い
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

乞
食 

ほ
い
ど
た
が
り 

 
 
 
 
 
 

常
に
物
を
欲
し
が
る
人 

ぼ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追
う 

 
 

ぼ
っ
か
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 

追
い
か
け
る 

ぼ
っ
ぱ
ら
う 

 
 
 
 
 
 
 

追
い
払
う 

ぼ
ん
だ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
い
出
す 

ほ
ぇ
じ
ょ 

 
 
 
 
 
 
 
 

包
丁 

ほ
え
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

乞
食 

物
貰
い 

ほ
ぎ
ゃ
・
ほ
げ 

 
 
 
 
 
 

神
仏
に
供
え
る 

墓
参
り 

供
養 

 

お
盆
の
供 

 
 

養 

※
「
法
界
」
が
語
源 

 

は
づ
ほ
げ―

亡
く
な 

 

っ
て
最
初
の
盆
供
養 

ほ
ぎ
だ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

吐
き
出
す 

ほ
し
ぇ
・
ほ
せ
ぇ 

 
 
 
 
 

細
い 

 

ほ
し
ぇ
る
・
ほ
し
ぇ
だ 
 
 
 

乾
く
・
乾
い
た 

ほ
し
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

果
実
な
ど
が
完
熟
前
に
落
ち
る
こ
と 

※
干
し

欠
け
る
が
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
他
に
、
物
事
の
途
中
で
、
脱
落
す
る 

離
脱

す
る 

落
伍
す
る
こ
と
に
も
使
う 

ほ
す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欲
し
い 

ほ
ず
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
識
が
な
い 

記
憶
が
な
い 

※
「
本
地

ほ

ん

ち

」（
本
来
の
姿
・
本
心
・
本
性
） 

「
本
地
が
な
い
」
が
転
訛 

 

ほ
ず
な
し 

 
 

 
 

 
 

 

見
境
が
分
別
で
き
な
い
こ
と 

又
は
そ
う
い
う
者

の
こ
と
を
い
う 

ほ
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
だ 

ほ
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

蕨
や
薇
の
伸
び
す
ぎ
て
開
い
た
も
の 

又
は
枯
れ

た
も
の 

ぼ
だ
ぶ
り 

 
 
 
 
 
 
 

自
家
製
の
肥
や
し
振
り 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
ぼ
だ
」
の
語
源
は
炭
鉱
の
選
鉱
の
不
要
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昔
、
農
家
で
は
下
肥
え
や
蚕
糞
、
風
呂
木
を
肥
料
に

し
て
い
た 

ほ
っ
け
ぁ
・
ほ
っ
け
た 

 
 

頬 

頬
っ
ぺ
た 

ぼ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

赤
ん
坊 

乳
児 

 
ほ
で
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 

訳
が
分
か
ら
な
い 

定
ま
り
が
な
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※
「
方
図
が
な
い
」
「
放
題
」
が
な
い
が
訛
っ
た
も

の 

ほ
で
く
て
ね 

 
 
 
 
 
 

「
ほ
で
ね
」
に
同
じ 

ほ
で
な
し 

 
 
 
 
 
 
 

訳
の
分
か
ら
な
い
者 



 

ほ
ど
あ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

ほ
と
ぼ
り
の
残
っ
て
い
る
灰 

ほ
ど
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

火
照
る 

熱
が
出
る 

暖
か
い 

ほ
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
当
に 

強
調
す
る
と
き
は
「
ほ
ん
に
ほ
ん
に
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呆
れ
た
時
「
ほ
に
ほ
に
」 

ほ
ま
じ
・
ほ
ま
ず 

 
 
 
 

臨
時
収
入 

ヘ
ソ
ク
リ 

小
遣
い
銭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
語
源
「
帆
待
ち
」
＝
船
乗
り
が
風
を
待
っ
て
い
る

間
に
密
か
に
荷
を
請
け
負
い
一
緒
に
運
ん
で
、
自
分

の
収
入
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
定
時
収
入
以
外
の

収
入
金
の
こ
と
を
い
う
う
よ
う
に
な
っ
た→

ほ
ま

じ
（
ず
）
稼
ぎ 

ぼ
ぼ
こ 

 
 
 
 

 
 
 
 

苗 

蕾 

ぼ
へ
ん
と 

 
 

 
 

 
 

 

ぼ
ん
や
り
と 
あ
い
ま
い
で
は
っ
き
り
し
な
い
様

子 

ほ
ろ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

振
る
う 

揺
る
が
す 
選
別
す
る
※
「
振
る
う
」
の

転
訛 

ほ
ろ
げ
だ 

 
 
 
 
 
 
 

選
別
に
落
ち
た 

木
の
実
や
葉
が
落
ち
た
様
子 

 

ほ
ろ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

も
の
を
落
と
し
た 

失
っ
た 

ぼ
ん
ぎ
り
・
ぼ
ん
が 

 
 

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
程
度
の
ウ
ソ 

 
法
螺 

 

「
ぎ
」

「
が
」→

鼻
濁
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
棒
切
れ
」
話
が
単
純
で
深
く
な
い
話
」
と
い 

う
こ
と
か
ら
深
く
な
い
嘘
に
繫
が
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
法
螺
」
は
法
螺
貝
を
加
工
し
た
笛
を
吹
く
と
大 

き
な
音
が
出
る
こ
と
か
ら
物
事
を
大
げ
さ
に
言
う

こ
と
に
繫
が
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
ぼ
ん
ぎ
り
ふ
ぎ 

ぼ
ん
が
ふ
ぎ 

ぼ
ん
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

髪
が
短
い
頭 

僧
侶
の
別
称 

男
の
子
の
愛
称 

 

※
「
ぼ
う
ず
」
が
転
訛 

ぼ
ん
ず
あ
だ
ま 

 
 
 
 
 

坊
主
頭 

  

ま 
 

ま
え
ぶ
り
・
め
ぶ
り 

 
 
 

前
掛
け 

前
垂
れ 

ま
が
り
と
め 

 
 
 
 
 
 

曲
が
り
角 

ま
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

覗
く 

「
が
」→

鼻
濁
音 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

ま
が
っ
て
み
る―

覗
い
て
み
る 

ま
が
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ぼ
れ
る 

溢
れ
る 

撒 ま

け
る 

 

 
 
 

※
撒 ま

か
す
が
転
訛 

ま
げ
る 

 
 
 
 
 
 

誤
っ
て
、
あ
る
い
は
故
意
に
こ
ぼ
す 

 

入
れ
物
を
空
に

す
る 

→

「
か
ま
げ
る
」
＝
勢
い
よ
く
撒
か
す 

→

「
う
そ
ま
げ
る
」
＝
嘘
を
言
い
ふ
ら
す 

ま
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

一
族 

 

ま
げ
ぇ
も
の 

 
 
 
 

偽
物 

※
ま
が
い
物
の
訛
り 

「
げ
」→

鼻
濁
音 

ま
し
ぇ
ぎ 

 
 

 
 

 

柵
木

ま

せ

ぎ 

畜
舎
の
出
入
り
口
を
閉
じ
る
た
め
に
使
う
横
棒 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
社
会
の
窓
」
を
表
す
こ
と
も 

ま
じ
ぇ
る 

 
 
 
 
 

混
ぜ
る 

加
え
る 

ま
ず
ら 

 
 
 
 
 
 

丸
ご
と 

そ
の
ま
ま
全
部 

※
「
～
ま
で
連
ね
る
」
の
転

訛 



 

ま
だ
ぎ 

 
 
 
 
 
 

猟
師 

鉄
砲
撃
ち 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

※
語
源 

ア
イ
ヌ
語
で
狩
猟
の
こ
と
を
マ
タ
キ
ン 

マ
タ
グ
と
言
う
こ
と
か
ら
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
北
北
部
か
ら
北
海
道
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る 

ま
っ
か 

 
 
 
 
 
 

二
股
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
間
の
こ
と 

 

※
「
股
」
が
転
訛 

ま
っ
か
ぎ 

 
 
 
 

 
二
股
状
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
木 

※
股
木
が
転
訛 

→
「
ま
っ
か
で
ご
」
二
股
の
大
根 

ま
っ
か
げ 

 
 
 
 
 

直
々 
直
属 

※
「
真
っ
掛
け
」
の
訛
り 

ま
っ
て
ー 

 
 
 
 
 

真
向 

ま
っ
と 

 
 
 
 
 
 

も
っ
と 

こ
れ
以
上 

更
に 

※
「
も
っ
と
」
の
訛
り 

ま
つ
ぺ
ぇ 

 
 
 
 
 

眩
し
い 

目
映
い 
※
「
目
窄

め

す

ぼ

め
」
の
転
訛 

ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

丁
寧 

ま
じ
め 

大
事 
大
切 

倹
約 

物
惜
し
み 

 

※
「
真
丁

ま

て

い

」（
ね
ん
ご
ろ
・
全
う
）
の
転
訛 

→

「
ま
で
す
け
」
け
ち
ん
ぼ
・
し
ま
り
や 

ま
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

土
手 

ま
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 

目 

眼
ま
な
こ 

※
「
目
の
子
」
目
の
童
「
瞳
」
が
転
訛 

 

ま
ね
っ
こ 

 
 
 
 
 

真
似
を
す
る 

 

ま
ま
た
ぎ 

 
 
 
 
 

食
事
を
作
る
人 

そ
の
職
業 

ま
め 

 
 
 
 
 
 
 

真
面
目 

忠
実 

誠
実 

※
語
源
「
忠
実

ま

め

」 

ま
め
し
・
ま
み
し 
 
 

健
康 

達
者 

元
気 

ま
め
ま
め
し
い 

ま
や
う 

 
 
 
 
 
 

弁
償
す
る 

償
う 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
償
い
を
す
る
時
の
迷
う
・
惑
う
」
か
ら
転
訛 

ま
る
ぐ 

 
 
 
 
 
 

束
ね
る 

縛
る 

丸
め
る 

※
丸
め
る
の
転
訛 

ま
ん
ま 

ま
ま 

 
 

 

ご
は
ん 

食
事 

飯 

※
幼
児
に
食
べ
さ
せ
る
時
に
旨

い
も
の
「
う
ま
う
ま
」
と
言
っ
て
食
べ
さ
せ
た
こ
と
か
ら

「
う
ま
う
ま
」
が
転
訛
し
俗
語
化
し
た 

  

み 
 

み
が
げ
え
ぇ 

 
 
 
 

見
栄
え
が
良
い 

美
し
い 

美
人 

み
ぎ
り 

 
 
 
 
 
 

右
の
こ
と 

※
「
ひ
だ
り
」
と
い
う
語
に
あ
わ
せ
て
「
り
」

を
添
え
た
俗
語 

み
し
ぇ
っ
こ 

 
 
 
 

お
店
屋
さ
ん 

み
す
と
か
が
る 

 
 
 

一
生
懸
命
に
な
る 

み
っ
ち
り
取
り
掛
か
る
※
「
み
し
と
」

の
訛
り 

み
ず
あ
び 

 
 
 
 
 
 

水
泳
ぎ 

水
泳 

 

み
だ
ぐ
な
す 

 
 
 
 
 

醜
い
も
の 

※
「
見
た
く
無
し
」
が
語
源
か 

み
つ
き
ゃ 

 
 
 
 
 
 

短
い 

 

み
つ
っ
と 

 
 
 
 
 

 

み
っ
ち
り
と 

確
し
っ
か

り
と 

真
剣
に 

一
生
懸
命 

※

「
み
っ
ち
り
」
が
転
訛 

み
っ
と 

 
 
 
 
 
 
 

見
物
人 

※
「
見
る
人
」
の
転
訛 

み
な
ぐ
ぢ 

 
 
 
 
 
 

田
に
水
を
引
く
際
の
引
き
口 

み
ま
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

姻
族 

親
族 

一
族 

身
内 

 

※
古
語
の
「
身
巻
」
の
訛
り
。
単
に
「
巻
き
」
と
も 

 
 

い
う 

み
も
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 

妊
婦 



 

  

む 
 

む
え
る 

 
 
 
 
 
 
 

孵
化
す
る 

孵
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
「
む
げ
る
」「
む
し
け
る
」 

剝 む

け
孵 か

え

る 

む
か
さ
る 

 
 
 
 
 
 

嫁
入
り 

 
 む

ぎ
っ
ち
ょ
ー 

 
 
 
 

す
ぐ
に
立
腹
し
て
人
の
話
を
聞
き
入
れ
な
い
も
の 

む
ぎ
に
な
る 

 
 
 
 
 

妥
協
し
な
い 
反
発
す
る 

 

※
「
無
記
」
仏
教
用
語
問
い
に
対
し
て
是
と
も
非
と 

 

も
答
え
な
い
の
訛
り
か 

む
ぐ
す 

 
 
 
 
 
 
 

漏
ら
す 

む
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 
 

潜
る 

 

隙
間
か
ら
出
入
り
す
る 

む
じ
ぇ 

 
 

 
 

 
 

 

か
わ
い
そ
う 

哀
れ 

※
「
無
残
」
が
訛
っ
た
も
の 

＝
む
ぞ
い 

む
じ
ぇ
や
な 

 
 
 
 
 

か
わ
い
そ
う
に 

＝
む
ぞ
や
な 

む
し
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 

む
せ
る 

※
「
咽
る
」
の
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
る
べ
き
こ
と
が
多
す
ぎ
て
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る 

む
し
お
ご
す 

 
 
 
 
 

発
作
性
の
泣
き
叫
び
や
痙
攣

け
い
れ
ん 

ヒ
キ
ツ
ケ 

む
つ
け
る
・
む
つ
く
れ
る 

不
満
で
従
わ
な
い 

素
直
で
な
い 

 

捻
く
れ
る 

 

む
っ
た
り 

 
 
 
 
 
 

ず
う
っ
と 

絶
え
間
な
く 

休
み
な
く 

む
っ
た
く
た 
 
 
 
 
 

む
っ
た
り
を
強
調
し
た
も
の 

 

 

め 
 

め
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

前 
 

め
ぇ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 

繭 

繭
玉 

※
「
繭 ま

ゆ

蚕 こ

」 

め
く
さ
れ 

 
 
 
 
 
 

目
の
病
気 

 

※
「
目
腐
れ
」
そ
の
も
の
か
ら
き
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

め
く
さ
れ
が
ね―

僅
か
な
お
金 

 

不
足
金 

端
金

は
し
た
が
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

め
く
さ
れ
も
の―

小
物
（
者
） 

不
足
物
（
者
）
半

端
物
（
者
） 

め
ぐ
さ
め
ん
こ 

 
 
 
 

器
量
は
良
く
な
い
が
愛
嬌
の
あ
る
顔
ま
た
は
そ
の 

 
 
 
 

者 

め
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 

花
札
遊
び 

め
げ
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 

可
愛
い 

※
「
愛 め

ご

い
」
が
訛
っ
た
も
の 

め
ご
ぐ
ね 

 
 
 
 
 
 

可
愛
く
な
い
※
「
愛 め

ご

く
な
い
」
が
訛
っ
た
も
の 

め
し
ぇ
る 

 
 
 
 
 
 

見
せ
る 

め
し
ゃ
ね 

 
 
 
 
 
 

見
せ
な
い 

め
っ
か
す 

 
 
 
 
 
 

し
ゃ
れ
る 

着
飾
る 

※
「
色
め
か
す
」
の
転
訛 

め
っ
け
る 

 
 
 
 
 
 

見
つ
け
る 

め
っ
と
ろ
ご 

 
 
 
 
 

出
任
せ 

考
え
な
し 

出
鱈
目 

 

め
に
あ
う 

 
 
 
 
 
 

大
変
な
思
い
を
す
る 

大
変
な
目
に
合
う 



 

 

苦
労
す
る 

め
の
こ
か
ん
じ
ょ
う 

 
 

概
算 

大
体
の
と
こ
ろ 

め
め
ず 

 
 
 
 
 
 
 

み
み
ず 

め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

見
え
る 

め
ね
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 

見
え
な
い 

め
ん
ど
く
し
ぇ 

 
 
 
 

面
倒
臭
い 

  

も 
 

も
さ
げ
ね 

 
 
 
 
 
 

申
し
訳
な
い 

も
す 

も
っ
す 

 
 
 
 

ご
め
ん
く
だ
さ
い 
※
「
申
し
」
の
転
訛 

も
じ
ゃ
ぐ
る 

 
 
 
 
 

衣
服
や
紙
、
物
事
を
揉
む 

揉
ま
す 

も
じ
ゃ
げ
る 

 
 
 
 
 

落
ち
着
け
な
い 

や
き
も
き
す
る
※
「
気
を
揉
む
」
の

転
訛 

も
じ
ゃ
げ
る 

 
 
 
 
 

持
ち
上
げ
る 

「
げ
」→

鼻
濁
音 

も
じ
ゃ
そ
び 

 
 
 
 
 

玩
具 

※
「
持
ち
遊
び
」
の
転
訛 

も
じ
ゃ
っ
ぱ
ね 

 
 
 
 

大
事
に
し
な
い 

粗
末
に
す
る 

 

→

「
も
じ
ゃ
ぱ
な
し
」
大
事
に
し
な
い
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
持
ち
放
す
」
の
転
訛 

も
ぞ
か
だ
り 

 
 
 
 
 
 

寝
言
語
り 

譫 う
わ

言 ご
と 

も
っ
き
り 

 
 
 
 
 
 
 

コ
ッ
プ
一
杯
の
酒 

※
「
盛
り
切
り
」
の
転
訛 

も
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 

蒙
古 

鎌
倉
時
代
に
押
し
寄
せ
た
蒙
古
軍
の
こ 

 
 

と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
る
と
き
な
ど
「
も
っ
こ
く
る
」

と
言
っ
て
、
い
う
こ
と
を
き
か
せ
た 

 

も
っ
ぺ
。
も
ん
ぺ 

 
 
 
 

雪
袴
の
類 

 

も
て
ぁ
ね
ぁ 
 
 
 
 
 
 

勿
体
な
い 

惜
し
い 

も
ど
め 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
妻 

も
も
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

太
も
も 

も
も
し
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

股
引 

も
よ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

衣
服 

着
る
も
の 

 

も
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
年
者 

両
方 

※
「
諸
」
の
転
訛 

も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ 

 
 
 
 
 

幼
稚
だ 

  

や 
 

や
ぁ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

言
わ
れ
る 

や
が
ね
る 

 
 

 
 

 
 

 

羨
む 

嫌
が
ら
せ 

か
ら
か
う 

冷
や
か
す 

※

「
妬
く
」
の
転
訛 

 
 
 
 
 
 

 

や
が
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

喧
や
か
ま

し
い 

騒
が
し
い
※
「
喧
し
」
の
転
訛 

や
ぎ
も
ぢ
や
ぎ 

 
 
 
 
 

よ
く
や
き
も
ち
を
妬
く
人 

や
ぐ
だ
れ
（
り
） 

 
 

 
 

態 わ
ざ

と 

態
々 

故
意
に 

※
古
語
「
役
足
り
」
の
訛

り 

や
ぐ
て
な
し 

 
 
 
 
 
 

役
に
立
た
な
い
※
「
役
の
手
が
な
い
」
の
訛
り 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

役
立
た
ず 



 

や
ぐ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

態 わ
ざ

と 

本
意
で
な
い
※
「
役
と
し
て
」
の
訛
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

違
う 

偽
り 

冗
談 

 

や
げ
の
や
ん
ぱ
ち 

 
 
 
 

捨
て
鉢 

や
し
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

痩
せ 

細
い
※
「
痩
せ
」
の
訛
り 

や
し
ぇ
ね
ぇ 

 
 
 
 
 
 

歯
痒
い 

い
ら
い
ら 

じ
れ
っ
た
い 

許
せ
な
い 

や
ず
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

略
す 

約
す 

 

や
だ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

沢
山 

 

や
づ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

湿
地 

ジ
メ
ジ
メ
し
た
と
こ
ろ 

 
※
「
谷
地
」
の
訛
り→

や
づ
田
（
ぬ
か
る
ん
だ
田 

 

ん
ぼ
） 

や
っ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

柔
ら
か
い 

→
や
っ
こ
い 

や
つ
け
る 

 
 

 
 

 
 

 

虐
め
る

い

じ

め

る 

返
し
を
取
る 

物
事
に
決
着
を
つ
け
る 

※
「
奴
を
蹴
る
」
の
転
訛 

や
っ
て
す
っ
て 

 
 
 
 
 
 

や
っ
と
の
こ
と
で 

や
っ
ぱ
し 

 
 
 

 
 
 
 
 

や
は
り 

や
っ
ぱ
り 

や
と
ご
す
っ
と
ご 

 
 

 
 
 

漸
よ
う
や

く 

事
が
滑
ら
か
に
行
わ
れ
る 
※
「
や
っ

と
す
っ
と
」
の
転
訛 

や
な
さ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

明
後
日 

や
ば
つ
・
や
ば
ち 

 
 
 
 
 

汚
い 

不
潔 

 

や
め
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

病 
 

や
め
ぇ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

病
人 

※
や
ま
い
び
と
の
転
訛 

や
ら
が
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
で
か
す 

や
ら
ほ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

区
切
り
な
く 

度
合
い
な
く 

※
「
や
れ
る
ほ
ど
」

の
転
訛 

や
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
き
る 

や
ん
た
・
う
ん
た 
 
 
 
 
 

嫌
だ 

嫌
い
た 

※
「
嫌
だ
」
の
転
訛 

や
ん
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

適
当 

や
ん
べ
く
れ 
 
 
 
 
 
 
 

良
い
か
げ
ん 

適
当
な
く
ら
い 

※
「
按
配
く
ら

い
」
の
転
訛 

  

ゆ 
 

ゆ
う
は
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

夕
食 

ゆ
べ
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
べ 

昨
夜 

→

ゆ
ん
べ
な
か
だ
（
夕
べ
方
） 

ゆ
ま
か
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

夕
方 

ゆ
（
よ
）
え
っ
こ
・
ゆ
い
っ
こ 

労
働
交
換 

ゆ
が
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

浴
衣 

ゆ
す
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
す
ぐ 

ゆ
つ
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

結
わ
え
付
け
る 

 

結
び
つ
け
る 

 

※
「
結
い
付
け
る
」
の
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

ゆ
っ
つ
ぱ
る(

結
い
縛
る) 

ゆ
つ
が
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

揺
り
動
か
す 

「
揺
る
が
す
」
の
転
訛 

ゆ
っ
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯 

ゆ
ど
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

風
呂
場 

ゆ
っ
ぷ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

煙
た
い 

ゆ
ま
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

腰
巻 

ゆ
む
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓬 

「
ぎ
」→

鼻
濁
音 

ゆ
る
ぐ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 

簡
単
じ
ゃ
な
い 

容
易
で
な
い 

ゆ
る
っ
と
す
る 

 
 
 
 
 
 

ゆ
っ
く
り
す
る 



 

  

よ 
 

よ
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
つ
ら
え
る 

準
備
す
る 

揃
え
る 

※
「
寄
せ
る
」
の
転
訛 

よ
う
す
き
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

見
舞
い 

よ
う
や
ら
や
っ
と 

 
 
 
 
 

よ
う
や
く 

や
っ
と 

よ
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蚊 
「
が
」→

鼻
濁
音 

よ
が
ん
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 

良
い
で
し
ょ
う 

よ
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

余
計 

 

よ
ぐ
た
が
り 

 
 
 
 
 
 
 

欲
張
り 

※
「
欲
集 た

か

り
」
の
転
訛 

よ
ご
し
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

わ
た
せ 

※
「
よ
こ
せ
」
の
訛
り 

よ
さ
っ
ぱ
り 

 
 
 
 
 
 
 

宵
っ
張
り 

夜
更
か
し 
※
「
夜
さ
っ
ぱ
り
寝
な

い
」 

 

よ
し
ぇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弱
い 

元
気
不
足 

 

よ
じ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

撚
れ
る 

捻
じ
れ
る 

ひ
ね
く
れ
る 

よ
っ
た
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 

酔
っ
払
い 

よ
っ
つ
ま 

さ
つ
つ
ま 

 
 
 

暇 

閑 

よ
っ
ち
ゃ
ら
く
っ
ち
ゃ
ら 

 
 

よ
た
よ
た
よ
ろ
め
く 

よ
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂 

よ
な
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
作
物
の
豊
凶 

よ
な
げ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

米
を
水
に
浸
し
て
ゆ
す
り
、
砂
な
ど
を
取
り
除 

 
 

く 

よ
ば
れ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 

招
待
さ
れ
る 

ご
馳
走
に
な
る 

よ
ひ
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

夜
通
し 

 

※
よ
っ
ぴ
い
て 

よ
ま 

ゆ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

夜 

※
「
夜
間
」「
夕
間
」
の
訛
り 

よ
み
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宵
宮 

よ
み
ゃ
こ
ど 
 
 
 
 
 
 
 

小
言 

愚
痴 

※
語
源
「
世
迷
い
言
」 

よ
り
あ
ぇ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

仲
間
の
集
会 

寄
り
あ
い 

 

よ
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夜
仕
事 

夜
な
べ 

※
語
源
夜
を
割
っ
て
仕
事

を
す
る
「
夜
割
り
」 

 

ら 
 

ら
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

ら
ぐ
す
る―

 

楽
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

ら
ぐ
で
ね―

ら
く
じ
ゃ
な
い 

ら
ず
（
じ
） 

 
 
 
 

埒 ら
ち

の
訛
り 

→

ら
ず
あ
か
ね 

―

捗
は
か
ど

ら
な
い 

 

→

ら
ず
あ
ぐ 

 
―

捗
る 

片
付
く 

決
着
が
つ
く 

→

ら
ず
も
ね 

 
―

取
り
留
め
な
い 

た
あ
い
な
い 

 

   

り 
 

り
ぎ
む 

 
 
 
 
 
 

力
を
込
め
る 

張
り
切
る 

威
張
る 

 
 

※
「
力
む
」
の
訛
り
《
名
詞
「
り
き
（
力
）」
の
動
詞
化
》 

り
ん
き 

 
 
 
 
 
 

［
名
］(

ス
ル)

男
女
間
の
こ
と
な
ど
で
や
き
も
ち
を
や
く



 

こ
と
。 

嫉
妬 

(

し
っ
と) 

  

る 
 

る
せ
（
し
）
え 

 
 
 

留
守
番 

※
「
留
守
居
」
の
訛
り 

 

  

れ 

れ
ぇ
ぁ
さ
ま 

 
 
 
 

雷 
 

※
「
雷 ら

い

様 さ
ま

」
の
訛
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
れ
え
さ
ま
お
ど
ぎ
ゃ
る
」
雷
が
落
ち
る 

れ
ぇ
ぁ
ね
ん 

れ
ん
ね 

 
 

来
年 

※
「
来
年
」
の
訛
り 

れ
ぐ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

理
屈 

れ
ん
じ
・
れ
ん
ち
こ 

 
 
 

窓 

れ
ん
と
す
る 

 
 
 
 
 
 

ゆ
っ
く
り
す
る 

  

ろ 
 

ろ
じ
・
ろ
ー
じ 
 
 
 
 

内
庭 

庭
園 

ろ
く
さ
ま 

 
 
 
 
 
 

ろ
く
に 

充
分
で
な
い
様
子 

 

ろ
ぐ
で
な
し 

 
 
 
 
 

ろ
く
で
も
な
い 

ろ
く
で
も
な
い
者 

※
「
ろ
く
で
な

し
」
の
訛
り 

ろ
ば
だ 

 
 
 
 
 
 
 

炉
の
へ
り 

炉
の
周
辺 

※
「
炉
端
」
の
訛
り 

  

わ 
 

わ
・
わ
り
ゃ 

 
 
 
 
 

私 

自
分 

わ
が
ね
・
わ
が
ら
ね 

 
 

だ
め 

い
け
な
い 

い
や
だ
・ 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
が
ね
っ
た
ら
」
だ
め
で
す
っ
た
ら 

わ
が
れ
る 

 
 
 
 
 
 

離
縁
す
る 

※
「
わ
か
れ
る
」
の
訛
り 

わ
げ
ぁ
ね 

 
 
 
 
 
 

た
や
す
い 

簡
単 

※
「
わ
け
無
い
」
の
訛
り 

わ
げ
ぁ
わ
が
ね 

 
 
 
 

訳
が
分
か
ら
な
い 

わ
げ
も
の 

 
 
 
 
 
 

若
者 

 

※
「
若
い
も
の
」
の
訛
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
げ
ひ
た
ぢ
」
若
い
人
た
ち 

若
い
衆 

 

わ
さ
く
さ 

 
 
 
 
 
 

ざ
わ
ざ
わ
し
て
落
ち
着
か
な
い
さ
ま
。 

  
 

草
や
木
の
葉
が
、
風
な
ど
で
揺
れ
る
さ
ま
。
ま
た
、 

物
を
揺
す
る
さ
ま
や
、
そ
の
音
。 

※
「
わ
さ
わ
さ
」
が
転
訛 

 

わ
ざ
に 

 
 
 
 
 
 
 

わ
ざ
と 

故
意
に 

わ
ざ
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

特
別
に
依
頼
し
た
使
者 

わ
だ
い
れ 

 
 
 
 
 
 

綿
を
入
れ
た
衣
類 

綿
入
れ
半
纏 

わ
っ
か 

 
 
 
 
 
 
 

輪 
わ
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 
 

曲
げ
物 

ご
飯
な
ど
を
入
れ
る
円
形
の
容
器 

わ
っ
つ
ぁ
ぎ 

 
 
 
 
 

囲
炉
裏
な
ど
で
燃
や
す
た
め
の
薪 

※
「
割
っ
た
焚
き

木
」
の
転
訛 

わ
っ
つ
ら
・
わ
っ
つ
ぁ 

 

悪
戯 

子
ど
も
の
悪
ふ
ざ
け
※ 



 

「
童

わ
ら
べ

悪
戯

い
た
ず
ら

」
の
転 

 
 

訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
っ
つ
ら
ま
ね
」 

子
ど
も
の
悪
さ
ほ
ど
の
事
と

い
う
こ
と
で
、
新
た
な
試
み
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に

謙
遜
し
て
い
う
こ
と
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

わ
っ
つ
ら 

 
 
 
 
 
 

上
の
方 

う
わ
っ
つ
ら
※
「
上
っ
面
」
の
訛
り 

わ
っ
つ
こ 

 
 
 
 
 
 

斜
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
っ
つ
こ
に
背
負

し

ょ

う
」
斜
め
に
背
負
う 

わ
っ
ぱ
が 

 
 
 
 
 
 

割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
※
「
割
計
」
の
訛
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
っ
ぱ
が
き
め
る
」
仕
事
を
片
付
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
わ
っ
ぱ
が
し
ご
と
」
割
り
当
て
の
仕
事
だ
け
を
す

る 

わ
っ
ぱ
り 

 
 
 
 
 
 

上
着 

羽
織 

作
業
衣 

 
 
 
 
 
 

 

わ
ら
す 

 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も 

幼
児 

※
「
童
」
の
転
訛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
→

「
わ
ら
し
ぇ
ど
」（「
し
ぇ
」
は
衆
・
等
）
の
意
味
）

こ
ど
も
た
ち 

わ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

悪
い 

良
く
な
い 

※
「
悪
い
」
の
転
訛 

→

「
わ
り
ぐ
す
と
」
悪
く
す
る
と 

事
に
よ
る
と 

わ
ら
つ
と
こ 

 
 
 
 
 

わ
ら
な
ど
を
束
ね
て
、
そ
の
中
に
食
品
を
包
ん
だ
も
の
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
藁
つ
と
」
の
転
訛 

わ
ん
こ 

 
 
 
 
 
 
 

お
椀 

わ
ん
こ 

 
 

 
 
 
 
 

犬 

  

ん 
 

ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
で
す 

※
「
う
ん
」
肯
定
の
訛
り 

→

「
ん
だ
が
ら
」
そ
う
だ
か
ら 

→

「
ん
だ
な
は
」
そ
う
で
す
ね 

→

「
ん
だ
ね
」 

そ
う
じ
ゃ
な
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
ん
だ
ね
ぐ
」
そ
う
じ
ゃ
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→

「
ん
だ
ど
も
」
そ
う
だ
け
れ
ど
も 

→

「
ん
だ
ら
ば
」
そ
う
で
あ
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ん
な 

 
 
 
 
 
 
 

あ
な
た 

お
前 

貴
さ
ま 

ん
に
ゃ 

 
 
 
 
 
 

い
や 

違
う 

 
 

→

話
を
変
え
る
と
き
に
「
と
こ
ろ
で
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
使
う
こ
と
も
あ
る 

ん
と 

 
 
 
 
 
 
 

え
え
と 

        



 

 
東和弁 小辞典 

 
今ではあまり使われなくなった東和弁を拾い集め、大切に残していくために調査

活動を行ったもので、既に同じ活動を行っていた舘迫の故堰根佶さんの遺志を継

がせていただき作成しました。 

この他、「東和おもしろ学講座-東和弁ぜみな～る」で東和荘デイサービスセンター

通所者の皆さんにご協力いただいたほか、小山田、倉沢、田瀬地区の「方言集」も参

考にさせていただきました。ありがとうございました。 

 今後も、さらに調査を継続し東和弁を集める活動を続けていきたいと思います。皆

様のご協力をお願いします 

 東和おもしろ学東和弁ミニ辞典編集部 

 

 

 

≪参考資料 ≫ 
 ● ふる郷に伝わる使いなれた言葉(方言)  

―方言の解読と語源―館迫暇人(堰根佶) 

 ●平成小山田村史 小山田の方言の特徴 

●倉沢郷土誌 ふるさと方言集 倉沢郷土史編集会 

●田瀬の郷土誌 ふるさとの方言 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

★東和弁ミニ辞典 

東和おもしろ学東和弁編集部 

★歴史朗読劇「土澤の熊」 

劇団よぐまんづ東和町 

まみしくてらったすか

～ 

一般社団法人東和作戦会議 

〒028-0114 

住所 花巻市東和町土沢５区３７２ 

ホームページ http://touwa-noutabi.blogspot.jp/ 
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